
ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和5年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和５年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数209件／要望件数637件1990

約803億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/

WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
24％

300～
500万円

未満
23％

500～
700万円

未満
34％

700～
2,000万円
19％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち9,539件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現を目指した福祉
医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開しています。そのうちWAM助成
では、事業の一層の推進を図る観点から、個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付け
ています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2023

NPOなどの民間福祉活動を
助成金で応援します！



制度の狭間に対する
民間福祉活動を応援し、
社会課題の解決の仕組みをつくる

福祉医療機構がＷＡＭ助成でめざすもの

　国庫補助金や寄付金を財源としたＷＡＭ助成（社会福祉振興助成事業）は、政策動向や国民ニーズを踏まえ、
民間の創意工夫ある活動や地域に密着したきめ細やかな活動等に対し、助成を行うことで、高齢者・障害者等が
地域のつながりの中で自立した生活を送れるよう、また、子どもたちが健やかに安心して成長できるよう必要な
支援を行うことを目的としています。

助成テーマ 制度化・モデル化した事例
（令和2年度事業より抜粋）

地域連携・
広域連携を応援

複数の団体と強みを
活かした連携により
実施する事業を
応援します。

行政との協働や
政策提言を

促進することで、
制度の更なる拡充を
図ります。

制度化を促進
分野横断的活動
を後押し

制度の狭間の
課題に対応する
分野横断的活動を
後押しします。

国の政策に連動

幅広い助成テーマを
設定しています。

福祉施設

連携
ネットワーク分野横断

中間
支援組織 社協地域住民

企業

助成機関

医療機関NPO

行政

福祉施設

制度の狭間
への対応

●社会福祉法人栗山町社会福祉協議会（北海道夕張郡）
　栗山町ケアラー支援条例
●特定非営利活動法人四街道プレーパークどんぐりの森
（千葉県四街道市）
　四街道市地域福祉活動計画中高生若者の居場所づくり事業
●一般社団法人子ども村ホッとステーション（東京都荒川区）
　不登校の子どものアウトリーチ事業
●一般社団法人健康生きがいサポート互助会
（福井県坂井市）
　福井県障がい者芸術文化活動支援センター設置事業
●特定非営利活動法人なごみ（兵庫県西宮市）
　共生型地域交流拠点事業
●NPO法人トナリビト（熊本県熊本市）
　熊本県子どもの権利擁護推進事業
※　制度化とは、助成事業の取り組みを参考に、行政が制度等
　（補助要綱・条例等）を定め事業を実施していることをいい
　　ます。

⑴　安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた
包括的な支援に資する事業 … 事例2、３、4、５、6、７、10

⑵　求められる介護サービスを提供するための多様な人材
の確保、生産性の向上に資する事業

⑶　ヤングケアラーを含む介護する家族の不安や悩みに応
える相談機能の強化・支援体制の充実に資する事業

⑷　介護に取り組む家族が介護休業・介護休暇を取得しや
すい職場環境の整備に資する事業

⑸　介護と仕事を両立させるための働き方改革の推進に資
する事業

⑹　元気で豊かな老後を送れる健康寿命の延伸に向けた取
り組み強化及び高齢者への多様な就労の機会の確保に資
する事業

⑺　障害者、難病患者、がん患者等の活躍や様々な活動へ
の参加等を支援する事業

【安心につながる社会保障】

【夢をつむぐ子育て支援】
⑻　結婚、子育ての希望実現の基盤となる若者の雇用安定・

待遇改善に資する事業
⑼　妊娠・出産・育児に関する各段階の負担・悩み・不安を

切れ目なく解消するための支援事業 
⑽　子育てを家族で支える三世代同居・近居しやすい環境

づくりに資する事業
⑾　出産後・子育て中も就業が可能な多様な保育サービス

の充実・多様な人材の確保・生産性の向上に資する事業
⑿　出産・子育ての現場である地域の実情に即した働き方

改革の推進に資する事業
⒀　希望する教育を受けることを阻む経済事情など様々な

制約の克服に資する事業 
⒁　子育てが困難な状況にある家族・子供等への配慮・対

策等の強化に資する事業… 事例1、8、9

【被災者支援・災害時の支援体制づくり】
⒂　災害における被災者支援、災害時における支援を担う人

材の育成に係る研修や訓練に関する事業
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先駆的な事例から紐解く『社会課題』『事業』『成果』

今、私たちの目の前に現れる社会課題は一層、複雑化しています。

ません。
本誌では、Ｗ A Ｍ助成の中から、複雑な社会課題に立ち向かうために、分野を横断し

たり、他機関とのネットワークを活かしたりしながら、事業に取り組まれた全国各地の
先駆的な事例とその成果等を掲載しています。
・どのような社会課題が存在するのか？
・誰と連携・協力し、どのような事業に取り組んでいるのか？
・事業はどのような成果につながっているのか？

令和５年 ９月
独立行政法人福祉医療機構 ＮＰＯリソースセンター

月刊誌「WAM」
［編集・発行］独立行政法人福祉医療機構
［編集協力］株式会社法研

連携先を

イメージ

社会課題を

知る

事業の組み方に

学ぶ

成果を

捉える

はじめに

　本誌は月刊誌「WAM」令和４年４月号～
令和５年３月号に掲載された「いきいきチャ
レンジ」の記事がもとになっています。掲載
内容は、WAM誌掲載当時のものです。

　といった視点から、事例をご覧いただくことで、本誌が皆様の活動のヒントや事業立
案の一助となること、そして、民間福祉活動にかかわりを持つ個人や企業・行政など
さまざまな主体の連携の輪が広がるきっかけとなれば幸いです。
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行政・医療機関との連携

1 	 全国 16病院への遊びを通じた病児とその家族の	
	 心のケア事業
	 ～特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会～（東京都新宿区）
	 「遊びを通じた病児とその家族の心のケア」	…………………… 7

	 子ども 　 子育て 　

2 	 地域の福祉医療機関への多文化ソーシャルワーク	
	 導入支援事業
	 ～認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ～（茨城県水戸市）
	 「多文化ソーシャルワークを広め、
	 　外国人住民が暮らしやすい社会をつくる」	 ………………… 11

	 外国人 　 生活困窮者 　

3 	 要配慮者が地域移行するための伴走型自立支援事業	
	 ～特定非営利活動法人ささえる～（愛媛県松山市）
	 「要配慮者のための伴走型自立支援」	…………………………… 15

	 高齢者 　 障がい者 　 生活困窮者

NPO・専門職者との連携

4 	 社会的養護から巣立つ若者の自立支援事業	
	 ～ＮＰＯ法人トナリビト～（熊本県熊本市）
	 「社会的養護から巣立つ若者の自立を目指して」	……………… 19

	 若者 　 居場所

4



NPO・専門職者との連携

5 	 食物アレルギーを子ども同士で支えあう事業	
	 ～ NPO法人ピアサポート F.A.cafe ～（神奈川県藤沢市）
	 「小児食物アレルギーの普及啓発を通して
	 		子ども同士でアレルギーについて考える」	…………………… 23

	 子ども 　 食物アレルギー 　

6 	 児童ポルノ・リベンジポルノ等の性的画像記録の	
	 削除とその支援事業
	 ～特定非営利活動法人ぱっぷす～（東京都）
	 「性的搾取のない社会の実現を目指して」	……………………… 27

	 デジタル性暴力

地域との連携

7 	 外国にルーツをもつ若者支援事業	
	 ～公益財団法人とよなか国際交流協会～（大阪府豊中市）
	 「外国にルーツをもつ若者が自分らしく過ごし、
	 		活躍できる場づくり」	…………………………………………… 31

	 外国人 　 若者

8 	 街に多様な学びと多世代交流の場を創る多様な	
	 学びプロジェクト事業
	 ～特定非営利活動法人多様な学びプロジェクト
	 		（旧	FUTURE	DESIGN）～（神奈川県川崎市）
	 「不登校の子どもが人とつながり学びあえる場づくり」	……… 35

	 子ども 　 居場所
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地域との連携

9 	 夏・冬休みの食糧支援事業及び体験型 SDGs	
	 教育プログラム作成事業
	 ～認定NPO法人フードバンク北九州ライフアゲイン～（福岡県北九州市）
	 「夏・冬休みのフードバンクと体験型 SDGs 教育プログラム」	… 39

	 子ども 　 子育て 　 食糧支援

10 	 こどもを中心とした多世代の居場所づくりと		 母親の自己実現の支援事業
	 ～特定非営利活動法人こどもの未来をかんがえる会～
	 		（長野県諏訪郡）
	 「食を通じた「多世代の居場所」づくり」	……………………… 43

	 子ども 　 居場所

巻末付録

11 	 地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組		 ～令和４年度	ＷＡＭ助成シンポジウム報告～
	 「地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組
	 		―	ＮＰＯ、行政、地域住民、企業による連携の形―」	 …… 47

	 連携 　 地域共生社会

12 	 事業継続のための協力の輪の広げ方		 ～令和４年度	オンライン学習会報告～
	 「事業継続のための協力の輪の広げ方」	………………………… 53

	 連携 　 事業継続
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　同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
全
国
16
病
院
へ
の
遊
び
を
通
じ
た
病
児
と
そ

の
家
族
の
心
の
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、病
気
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
に
対
し
、

遊
び
を
通
じ
た
心
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

①
病
院
内
で
の
病
児
と
家
族
の
遊
び
支
援
、
②
「
病

児
の
遊
び
と
お
も
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
を
計
画

し
、
病
院
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
イ
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ト
イ
な
ど
の
良
質
な
玩
具
と
、
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
が

豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
の
設

置
を
予
定
し
て
い
た
。

　し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
病
院
で
の
活
動
を
休

止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
対
象
を
在
宅
療

養
す
る
病
児
・
障
害
児
（
以
下
、

「
病
児
」）
と
そ
の
家
族
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
事

業
に
切
り
替
え
て
実
施
し
た
。

　「在
宅
療
養
し
て
い
る
親
子
を
対
象
に
し
た
『
オ

ン
ラ
イ
ン
お
も
ち
ゃ
の
広
場
』
を
実
施
し
た
理
由
と

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
家
族
以
外
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
な
く
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
一
日
中
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
家

族
が
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄

病児の遊び支援として、病院内で「おもちゃ
の広場」を開催している様子

運営する「東京おもちゃ美術館」は、約100カ国、
10万点を超えるおもちゃの収蔵品があり、実際に手
に取り遊ぶことができる

特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会
全国16病院への遊びを通じた病児とその家族の心のケア事業

令和2年度事業

助成額
373万5千円

【事業概要】
　病児とその家族に対し、遊びを通じた心のケアを行うことを目的に、病院
に良質な玩具とおもちゃコンサルタントを派遣し、親子で豊かな時間を過ご
す「おもちゃの広場」を開催するとともに、当事者家族や支援者、医療従事
者向けに病児の遊びとおもちゃケアを学ぶセミナーを実施する事業

【実施内容】
◆�病院内での病児と家族の遊び支援
新型コロナの影響で病院内での活動が中止と
なったことを受け、オンラインツールを活用
した遊びのプログラム「オンラインおもちゃ
の広場」を開催し、参加者全員で遊びを楽し
むアクティビティとともに、小人数で対話の
時間を大切にしたプログラムを提供
◆�「病児の遊びとおもちゃ」セミナーの開催
当事者家族やおも
ちゃコンサルタン
ト、医療従事者向
けに病児の遊びと
おもちゃケアの大
切さを学ぶセミナ
ーを開催

事業概要

【成果】
◆「オンラインおもちゃの広場」は、令和2年 5月～
令和3年 3月の期間に108回開催し、延べ1130
組（延べ3390人）が参加した
　　オンラインで開催することにより、自宅でリラッ
クスした状態で参加することができ、遠方に住む家
族や在宅療養する病児・障害児の家族など対象を広
げてアプローチすることができた

◆ 3回開催したセミナー
は、当事者家族を対象に
コロナ禍での不安の解消
を図ることを目的とした
トークライブと、支援関
係者を対象にオンライン
を活用した活動事例の紹
介、病児に適した遊び支
援について学ぶセミナー
を2回実施した

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

遊
び
を
通
じ
た
病
児
と

そ
の
家
族
の
心
の
ケ
ア

東
京
都
新
宿
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

お
も
ち
ゃ
と
遊
び
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動

　東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸

術
と
遊
び
創
造
協
会
（
理
事
長
：
多
田
千
尋
氏
）
は
、

「
人
間
が
初
め
て
出
会
う
芸
術
は
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、「
お
も
ち
ゃ
と
遊
び
に
よ
る

社
会
貢
献
活
動
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
昭
和
59
年
に
芸
術
教
育
研
究

所
の
付
属
施
設
と
し
て
中
野
区
に
「
東
京
お
も
ち
ゃ

美
術
館
」
を
設
立
し
、前
身
と
な
る
「
日
本
グ
ッ
ド
・

ト
イ
委
員
会
」
を
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の

後
、
美
術
館
を
新
宿
区
へ
移
転
し
、
平
成
29
年
に
は

「
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
」、「
芸
術
教
育
研
究

所
」、「
高
齢
者
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発
セ
ン
タ
ー
」

の
3
つ
の
組
織
が
統
合
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊

び
創
造
協
会
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　運
営
す
る
「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
に
は
、
約

１
０
０
カ
国
、
10
万
点
を
超
え
る
お
も
ち
ゃ
の
収
蔵

品
が
あ
り
、「
0
歳
か
ら
99
歳
ま
で
」と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
交

流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
年
間
来
場
者
数
は
約
15
万

人
に
の
ぼ
る
。
館
内
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば

や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
工
房
、
大
人
も
楽
し
め
る
ゲ

ー
ム
、
日
本
や
世
界
の
伝
統
的
な
お
も
ち
ゃ
の
展
示

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
お

り
、
日
本
の
文
化
を
学
び
に
訪
れ
る
外
国
人
の
来
場

者
も
多
い
と
い
う
。

　支
援
活
動
で
は
、
多
世
代
交
流
支
援
を
は
じ
め
、

お
も
ち
ゃ
選
び
支
援
、
地
域
遊
び
支
援
、
子
育
て
支

援
、
病
児
の
遊
び
支
援
、
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
推

進
。こ
れ
ら
の
支
援
は
、同
法
人
が
認
定
し
て
い
る
民

間
資
格
と
な
る
「
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
が
、

お
も
ち
ゃ
の
専
門
家
と
し
て
活
動
を
支
え
て
い
る
。

　子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、
全
国
の
お
も
ち

ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
お
も
ち
ゃ
遊
び
を
通
じ
た
子

育
て
・
交
流
サ
ロ
ン
「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
を
企
画

し
、
全
国
２
０
０
カ
所
以
上
で
開
催
し
て
い
る
。

　病
児
の
遊
び
支
援
の
取
り
組
み
で
は
、
病
棟
や
外

来
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な
ど
を
活
用
し
、
院
内
で
「
お

も
ち
ゃ
の
広
場
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
難
病
の
子
ど

も
と
家
族
を
対
象
に
「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
を

貸
し
切
り
で
開
放
す
る
「
ス
マ
イ
ル
デ
ー
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
。

　病
児
の
遊
び
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
子
育
て

支
援
事
業
部
の
遠
藤
基
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。　「子

ど
も
の
健
全
な
発
達
に
遊
び
は
不
可
欠
と
な

り
ま
す
が
、
と
く
に
病
児
は
遊
び
を
通
じ
た
『
楽
し

み
、
体
験
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
習
』
と
い

う
4
つ
の
経
験
が
欠
如
し
が
ち
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
機
会
や
環
境
を
意
識
的
に
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
療
養
が
長
く
続

く
と
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
心
の
ケ
ア
も
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
医
師
と
異
な
る
第
三
者
の
立
場
で

関
わ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
以
下
、

「 
　」
内
は
遠
藤
氏
の
説
明
）。

 WAMから ひと言

　計画変更により一部オンラインで
の実施となりましたが、オンラインで
のメリットを最大限に活かした取り
組みが多く見られました。特にオンラ
インでの遠足や運動会などでは、自由
に移動ができない方でも楽しめる工
夫があり、参加者からも好評で多様な
ニーズを満たすことができました。ま
たこれまでの活動の蓄積から、効果的
なアクティビティ創出に向けて内部
での話し合いを繰り返し行ったこと
も今回の大きな成果につながった要
因であると感じました。
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「
お
も
ち
ゃ
と
遊
び
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
の
実

現
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
多
世
代
交
流
支
援

事
業
を
は
じ
め
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
を
通
じ
た
子
育
て
・

交
流
サ
ロ
ン
事
業
、
在
宅
療
養
し
て
い
る
親
子
を
対

象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
病
児
の
遊
び
支
援
事
業

な
ど
を
実
施
し
た
東
京
都
新
宿
区
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
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オ
ン
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活
用
し
た
遊
び
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ラ
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を
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供
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法
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、
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和
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度
の
Ｗ
Ａ
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助
成
を
活
用

し
、「
全
国
16
病
院
へ
の
遊
び
を
通
じ
た
病
児
と
そ

の
家
族
の
心
の
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、病
気
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
に
対
し
、

遊
び
を
通
じ
た
心
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

①
病
院
内
で
の
病
児
と
家
族
の
遊
び
支
援
、
②
「
病

児
の
遊
び
と
お
も
ち
ゃ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
を
計
画

し
、
病
院
内
に
コ
ミ
ュ
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ケ
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シ
ョ
ン
ト
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、
メ
デ
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ト
イ
な
ど
の
良
質
な
玩
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と
、
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も
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ゃ
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サ
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タ
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ト
を
派
遣
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よ
り
、
親
子
が

豊
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な
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を
過
ご
す
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ち
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場
」
の
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を
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た
。
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し
、
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、
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で
の
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（
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そ
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に
切
り
替
え
て
実
施
し
た
。
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施
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と
の
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ョ
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と
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く
寄
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全国16病院への遊びを通じた病児とその家族の心のケア事業

令和2年度事業

助成額
373万5千円
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　病児とその家族に対し、遊びを通じた心のケアを行うことを目的に、病院
に良質な玩具とおもちゃコンサルタントを派遣し、親子で豊かな時間を過ご
す「おもちゃの広場」を開催するとともに、当事者家族や支援者、医療従事
者向けに病児の遊びとおもちゃケアを学ぶセミナーを実施する事業

【実施内容】
◆�病院内での病児と家族の遊び支援
新型コロナの影響で病院内での活動が中止と
なったことを受け、オンラインツールを活用
した遊びのプログラム「オンラインおもちゃ
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ちゃコンサルタン
ト、医療従事者向
けに病児の遊びと
おもちゃケアの大
切さを学ぶセミナ
ーを開催

事業概要

【成果】
◆「オンラインおもちゃの広場」は、令和2年 5月～
令和3年 3月の期間に108回開催し、延べ1130
組（延べ3390人）が参加した

　　オンラインで開催することにより、自宅でリラッ
クスした状態で参加することができ、遠方に住む家
族や在宅療養する病児・障害児の家族など対象を広
げてアプローチすることができた

◆ 3回開催したセミナー
は、当事者家族を対象に
コロナ禍での不安の解消
を図ることを目的とした
トークライブと、支援関
係者を対象にオンライン
を活用した活動事例の紹
介、病児に適した遊び支
援について学ぶセミナー
を2回実施した
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ラ
イ
ン
で
は
安
心
で
き
る
自
宅
か
ら
参
加
す
る
こ
と

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

参
加
し
た
家
族
か
ら
は
「
緊
急
事
態
宣
言
中
、
子
ど

も
に
付
き
っ
き
り
で
ス
ト
レ
ス
フ
ル
で
あ
っ
た
が
、

『
お
も
ち
ゃ
の
広
場
』
の
存
在
が
刺
激
に
な
っ
た
」、

「
家
族
以
外
の
人
と
話
す
機
会
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
子
ど

も
の
成
長
が
み
ら
れ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
と
セ
ミ
ナ
ー
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
病
児
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
と
、
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
医
療
関
係
者
な
ど
の
支
援
者
、
病
児
・
障

害
児
支
援
に
関
心
を
も
つ
地
域
住
民
を
対
象
に
「
病

児
の
遊
び
と
お
も
ち
ゃ
ケ
ア
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
、
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
医
に
登
壇
し
て
も
ら

い
、
専
門
家
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
病
児
の
世
話
を
す
る
家
族
の
不
安

解
消
を
図
っ
た
。
ま
た
、
2
回
開
催
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た「
病

児
の
遊
び
と
お
も
ち
ゃ
ケ
ア
」
の
活
用
事
例

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
病
児

に
適
し
た
遊
び
の
研
修
な
ど
を
行
っ
た
。

　ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
に
は
、
病
児
の
保
護
者

２
０
５
人
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
は
じ
め
、
医
療
従
事
者
、

保
育
士
、
学
生
な
ど
計
２
７
５
人
が
参
加
し

た
。

病
児
の
遊
び
支
援
の

新
た
な
領
域
を
開
拓
す
る
こ
と
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
病
児
の
遊
び
支
援
と
い
う
新
た
な

領
域
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
で
病
児
の
遊
び
支
援
の
内

容
の
幅
が
広
が
る
と
と
も
に
、
遠
方
に
在
住
す
る
家

族
や
こ
れ
ま
で
の
対
象
と
は
異
な
る
層
の
方
た
ち
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
難
病

児
の
家
族
を
対
象
に
し
た
美
術
館
の
貸
し
切
り
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
体
調
不
良
の
た
め
に
毎
回
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
た
の
で
す
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
よ
う
や
く
参
加
で
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
移
動
の
負
担
や
感

染
リ
ス
ク
も
な
い
た
め
、
毎
回
参
加
で
き
る
の
で
う

れ
し
い
と
い
う
親
子
か
ら
の

声
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
病
院
で
の
活

動
が
難
し
い
ま
ま
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
な
か
、
リ
ア
ル

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
の
引

き
出
し
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」。　新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
当
初
の
計
画
か
ら
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
な
か
、
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
病
児
の

遊
び
支
援
を
行
う
同
法
人
の

活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

　新型コロナの影響により、当初の計
画から大幅な変更を余儀なくされま
したが、WAM 助成を受託した責任
感と目の前に当事者がいることが原
動力となり、計画していた対象者とは
異なる層のニーズに応えた事業を実
行することができました。むしろ、新
型コロナのおかげでよりポジティブ

になれたところもあると思っています。
　「オンラインおもちゃの広場」の実施にあたっては、看護
師や保育士などのバックグラウンドをもつ「おもちゃコン
サルタント」が自身の経験を踏まえたアイデアを出しあい
ながらプログラムを開発してくれたことにより、病児の遊
び支援の内容の幅が広がりました。
　今後は、芸術と遊びによる社会貢献活動に関わる人材を
育成し、その人たちがリーダーとなり、さまざまな支援を
展開していける仕組みづくりに取り組んでいきたいと考え
ています。

特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会
子育て支援事業部　遠藤  基子氏

社会貢献活動に関わる
人材の育成に取り組む

〒160−0004  
東京都新宿区四谷 4−20 東京おもちゃ美術館内
T E L： 03−5367−9601
FA X： 03−5367−9602
U R L： http://goodtoy.org/
設　立：平成 15 年 1 月（前身団体：昭和 60 年 4 月）
理事長：多田　千尋

◆団体概要

せ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
計
画
の
変
更

に
あ
た
り
準
備
期
間
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
に
い
る
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
令
和
2
年
5
月
か
ら
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

集
団
遊
び
と
個
別
支
援
を
両
立
し
た

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　「オ
ン
ラ
イ
ン
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活

用
し
、
毎
週
水
・
土
曜
日
の
10
時
～
10
時
半
の
時
間

帯
に
開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
幼
児
向
け
教
育

番
組
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
る
安
心
感
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
手
遊
び
を
盛
り
込
ん
だ
歌
に
始

ま
り
、参
加
者
全
員
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ

あ
と
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
対
話
の
時

間
を
つ
く
る
構
成
と
し
、
集
団
遊
び
と
個
別
支
援
の

両
方
を
大
切
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
る
。

　ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
内
容
で
は
、
お
も
ち
ゃ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
、
お
も
ち
ゃ
を
用
い
た
「
お
は

な
し
劇
場
」
や
読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
工
作
な
ど

の
ほ
か
、
遠
足
や
運
動
会
と
い
っ
た
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た
。

　「遠
足
は
、
当
法
人
の
研
修
事
業
で
講

師
を
務
め
て
い
る
八
ヶ
岳
在
住
の
方
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
八
ヶ
岳
か
ら
中
継

し
て
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
方
的
に
映
像
を
み
る
だ
け

で
な
く
、
遠
足
の
恰
好
を
し
て
講
師
の

方
が
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
映
し

た
鳥
の
巣
箱
を
覗
い
た
り
、
事
前
に
セ

ミ
の
抜
け
殻
や
葉
っ
ぱ
と
一
緒
に
観
察

ル
ー
ペ
と
い
う
科
学
お
も
ち
ゃ
を
参
加

者
に
送
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
観
察
す
る

自
然
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
運
動
会
は
、
か
け
っ
こ

や
玉
入
れ
な
ど
を
実
際
に
行
っ
て
い
る

よ
う
な
演
出
を
行
い
、
買
い
物
競
争
で

は
『
お
う
ち
に
あ
る
赤
い
物
』
と
い
う

お
題
を
出
し
、
家
の
中
を
探
し
て
も
っ

て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
く
に
運
動
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
好
評
で
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
活
動
を
知
っ

た
医
療
関
係
者
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
講
師
の

依
頼
が
あ
り
、
研
修
会
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
な

ど
反
響
が
あ
り
ま
し
た
」。

対
話
を
大
切
に
し
た

小
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動

　ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
た
あ
と
は
、
当
日
の

振
り
分
け
担
当
者
が
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
み
て
、

お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
２
人
に
対
し
、
３
～
４

人
の
家
族
を
割
り
振
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
を
活
用
し
て
小
グ
ル
ー
プ
で
の
活

動
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
参
加

者
を
名
前
で
呼
び
か
け
、
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。　「オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
病
児
の
遊
び
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
一
方
的
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方
向
性

の
あ
る
や
り
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
遊
び
の
空
間
を
つ
く
り
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
小
グ
ル
ー
プ
の
活
動
で
は
、
病
児
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
や
き
ょ
う
だ
い
児
か
ら
話
を
引
き
出
し

て
い
く
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　「オ
ン
ラ
イ
ン
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
は
、
令
和
2

年
5
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
11
カ
月
間
に

１
０
８
回
開
催
し
、
延
べ
１
１
３
０
組
（
３
３
９
０

人
）
の
病
児
と
家
族
が
参
加
し
た
。

　病
院
で
開
催
す
る
「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
の
場
合
、

緊
張
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
が
、
オ
ン

17 ●WAMー2022.5

計108回開催した「オンラインおも
ちゃの広場」には、延べ1130組（延
べ3390人）の在宅療養する家族が
参加した

アクティビティでは、おもちゃコンサル
タントによる、おもちゃを用いた「おは
なし劇場」や読み聞かせ・手遊び、パネ
ルシアター、手作り工作などを実施

体験型プログラムとして実施した運動会や自然体験ワークショップの
八ヶ岳遠足の様子
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いきいき
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す
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と
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。

参
加
し
た
家
族
か
ら
は
「
緊
急
事
態
宣
言
中
、
子
ど
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激
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す
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。
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ー
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オ
ン
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催
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事
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は
病
児
の
保
護
者
を
対

象
に
し
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ト
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ち
ゃ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
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医
療
関
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者
な
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児
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障
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病

児
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遊
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と
お
も
ち
ゃ
ケ
ア
」
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を
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で
開
催
し
た
。

　ト
ー
ク
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イ
ブ
で
は
、
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
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に
登
壇
し
て
も
ら

い
、
専
門
家
か
ら
意
見
を
聞
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な
が
ら
、
コ
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で
病
児
の
世
話
を
す
る
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の
不
安
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で
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を
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」
の
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や
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ウ
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を
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に
、
病
児

に
適
し
た
遊
び
の
研
修
な
ど
を
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た
。
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に
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、
病
児
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保
護
者

２
０
５
人
、
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に
は
、
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ゃ
コ
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サ
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タ
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を
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め
、
医
療
従
事
者
、
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、
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計
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５
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。
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支
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新
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な
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を
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こ
と
に
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成
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業
の
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、
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ナ
禍
の
な
か
、
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の
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児
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遊
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支
援
と
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新
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な
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が
で
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。
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の
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用
で
病
児
の
遊
び
支
援
の
内

容
の
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が
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る
と
と
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に
、
遠
方
に
在
住
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る
家
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や
こ
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で
の
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と
は
異
な
る
層
の
方
た
ち
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、
新
し
い
ニ
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ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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児
の
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を
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に
し
た
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術
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で
は
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調
不
良
の
た
め
に
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回
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や
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あ
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ま
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オ
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は
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担
や
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ス
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な
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め
、
毎
回
参
加
で
き
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の
で
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と
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う
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ら
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も
多
く
い
た
だ
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て
い
ま

す
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
病
院
で
の
活

動
が
難
し
い
ま
ま
と
な
る
可
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性
が
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る
な
か
、
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ア
ル

と
オ
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ラ
イ
ン
の
両
方
の
引

き
出
し
が
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」。　新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
当
初
の
計
画
か
ら
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
な
か
、
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
病
児
の

遊
び
支
援
を
行
う
同
法
人
の

活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

　新型コロナの影響により、当初の計
画から大幅な変更を余儀なくされま
したが、WAM 助成を受託した責任
感と目の前に当事者がいることが原
動力となり、計画していた対象者とは
異なる層のニーズに応えた事業を実
行することができました。むしろ、新
型コロナのおかげでよりポジティブ

になれたところもあると思っています。
　「オンラインおもちゃの広場」の実施にあたっては、看護
師や保育士などのバックグラウンドをもつ「おもちゃコン
サルタント」が自身の経験を踏まえたアイデアを出しあい
ながらプログラムを開発してくれたことにより、病児の遊
び支援の内容の幅が広がりました。
　今後は、芸術と遊びによる社会貢献活動に関わる人材を
育成し、その人たちがリーダーとなり、さまざまな支援を
展開していける仕組みづくりに取り組んでいきたいと考え
ています。

特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会
子育て支援事業部　遠藤  基子氏

社会貢献活動に関わる
人材の育成に取り組む

〒160−0004  
東京都新宿区四谷 4−20 東京おもちゃ美術館内
T E L： 03−5367−9601
FA X： 03−5367−9602
U R L： http://goodtoy.org/
設　立：平成 15 年 1 月（前身団体：昭和 60 年 4 月）
理事長：多田　千尋

◆団体概要

　コロナ禍においても「病児・難病児の支援を止めてはいけない」という使命感を持って始まったオンラインを活用した遊びの
支援事業ですが、オンラインのおかげで遠方に在住する方、外出の難しい方など、支援の新たな領域を開拓することになりまし
た。以前から行っていた病棟内での活動は残念ながら未だ再開しておりません。今後、オンラインの利点を生かし、リアルでの
活動と並行してオンラインでの活動も引き続き行っていきます。（遠藤氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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　同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
～
2
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
の
「
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
「
地
域
の
福
祉
医
療

機
関
へ
の
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
導
入
支
援
事

業
」
を
実
施
し
た
。

　令
和
元
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
モ
デ
ル
事
業
」
は
、

社
会
課
題
が
複
雑
化
す
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
事
業
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な

っ
た
課
題
や
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
課
題
に

対
応
す
る
、
新
た
な
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
活
動
に
対

し
て
、
複
数
年
（
最
長
3
年
間
）
に
わ
た
り
助
成
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　モ
デ
ル
事
業
の
要
件
で
は
、
複
数
年
に
わ
た
り
安

定
し
た
運
営
を
行
う
た
め
、
事
業
の
実
施
体
制
を
確

実
に
確
保
す
る
こ
と
、
中
長
期
的
な
事
業
展
開
を
見

据
え
た
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
、
外
部

評
価
者
ま
た
は
伴
走
支
援
者
を
選
定
し
、
定
期
的
な

進
捗
管
理
を
行
い
な
が
ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　同
事
業
で
は
、
定

住
外
国
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

福
祉
・
医
療
分
野
で

の
多
言
語
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
の
実
現

を
目
指
し
、
①
多
文

化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
推
進
の
た
め
の
検

討
会
議
、
②
各
機
関

に
お
け
る
外
国
人
世

帯
の
相
談
と
対
応
状

況
調
査
、
③
多
文
化

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

に
関
す
る
情
報
提

供
、
④
福
祉
機
関
で
活
用
で
き
る
多
言
語
資
料
の
翻

訳
と
通
訳
派
遣
を
実
施
し
た
。

　「困
り
ご
と
を
抱
え
た
外
国
人
住
民
が
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
、
通
訳
が
置
か
れ
て
い
な
い
機

関
が
多
く
、
言
語
・
文
化
や
習
慣
、
国
に
よ
る
福
祉

制
度
の
違
い
な
ど
か
ら
窓
口
対
応
が
不
十
分
で
、
継

続
的
な
支
援
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
外
国
人

が
生
活
者
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
福

祉
・
医
療
・
教
育
等
の
分
野
で
日
本
語
を
母
語
と
し

な
い
住
民
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た

め
、
2
年
間

の
モ
デ
ル
事

業
で
は
、
福

祉
・
国
際
・

医
療
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
多
文

化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
た
め
の
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
各
機
関
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
状
況
や
課
題
の
調
査
、
福
祉
関
係
者
へ
の
研

修
・
情
報
提
供
、
多
言
語
版
の
支
援
ツ
ー
ル
の
作
成

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
事
業
の
伴
走
支

援
者
に
は
、
神
奈
川
県
で
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

た
ち
の
教
育
支
援
を
行
う
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文

化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
事
務
局
長
の

高
橋
清
樹
氏
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

行政や国際交流協会、職能団体など、多様な関係者で構成
する検討会議を開催

認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ
地域の福祉医療機関への多文化ソーシャルワーク導入支援事業

令和元年度～令和2年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度700万円
令和2年度678万円

【事業概要】
　外国人が安心して暮らせるよう福祉・医療分野での多言語サービスの提供体
制の実現を目指し、多文化ソーシャルワークの推進に向けた検討会議の設置を
はじめ、外国人の福祉ニーズへの対応状況の調査、福祉担当者への情報提供、
福祉に関する制度・相談窓口を紹介する多言語版の支援ツールを作成する事業

【実施内容】
◆�多文化ソーシャルワーク推進のた
めの検討会議
県内の福祉関係機関で構成する検
討会議を設置し、多文化ソーシャル
ワークの推進に向けた検討を行う
◆各機関における外国人世帯の相談
と対応状況調査
福祉現場での外国人対応における
現状と課題を把握するアンケート
調査およびヒアリングを実施
◆多文化ソーシャルワークに関する
情報提供
多文化ソーシャルワークに関する
セミナーをはじめ、福祉関係者向
けの講座やフォーラムを開催
◆福祉機関で活用できる多言語資料
の翻訳と通訳派遣
制度や相談窓口を紹介する多言語
版の冊子を作成するとともに、自
治体の要望を踏
まえた制度紹介
や申請書類の翻
訳、通訳派遣を
実施

事業概要

【成果】
◆ 1年目の検討会議には、茨城県 5
課をはじめ、茨城県・つくば市国際
交流協会、県社協、常総市地域包括
支援センター等が参画。2年目から
は、茨城県の介護福祉士会、介護支
援専門員協会、心身障害者福祉協会、
老人福祉施設協議会、保育協議会等
の職能団体が加わり、支援ネットワ
ークを構築することにつながった

◆アンケート調査は、検討会議の委員の協力により、県内44
市町村の担当課から178件、児童相談所、介護施設、保健
所等から208件の回答を得た
　　さらに、具体的記述があった6市町村11担当課と関係機
関にヒアリング調査を行い、外国人対応の困りごとや課題を
把握することができた

◆多文化ソーシャルワークに関する情報提供では、1年目に開
催したセミナーには25人が参加。2年目に開催した連続講
座（全5回）には計135人、フォーラムには30人の福祉
関係者が参加した

◆福祉機関で活用できる支援ツールの翻訳では、同法人が発行
する社会資源紹介冊子『リンク』を改訂し、多言語版（英語、
中国語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語）を作成。
2年目にはさらに5カ国語を追加した。
　　そのほかにも、自治体等の強いニーズのあった母子保健に
関する資料や新型コロナ対応の文書を作成・翻訳した

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
広
め
、

外
国
人
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

茨
城
県
水
戸
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・
コ
モ
ン
ズ

人
と
組
織
が
つ
な
が
り

共
に
行
動
す
る
市
民
社
会
を
目
指
し
て

　茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
・
コ
モ
ン
ズ
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
当
事
者
が
社
会
的
に
包
摂
さ
れ
、
多
様
性
が
尊
重

さ
れ
、
人
と
組
織
が
つ
な
が
り
共
に
行
動
す
る
市
民

社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
８
年
に
茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研

究
会
を
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
平
成
10
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
経
て
、
現
在
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
設
立
当
初
は
中
間
支
援
組

織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
、
会
計
、
助
成
金
の
研
修
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
後
は
、
各
機
関
の
協

働
よ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ
や
、「
い
ば
ら

き
未
来
基
金
」
の
設
立
に
よ
る
寄
付
を
し
た
い
人
や

組
織
と
団
体
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
、
生
活
困
窮

者
や
若
者
へ
の
相
談
事
業
、
災
害
被
害
者
や
定
住
外

国
人
の
支
援
活
動
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　定
住
外
国
人
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
代
表
理
事

の
横
田
能
洋
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「外
国
人
支
援
の
拠
点
と
す
る
茨
城
県
常
総
市
は
、

食
品
工
場
な
ど
で
働
く
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
な
ど
の
定
住
者
が
多
く
、
市
の
人
口
約

６
万
３
０
０
０
人
の
う
ち
外
国
人
は
約
５
７
０
０
人

で
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
９
％
と
非
常
に
高
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
系
人
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
定
住
や
永
住
の
在
留
資
格
を
も
ち
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
家
族
で
長
期
的
に
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
子
ど
も
や
福
祉
に
関
す
る
問
題
が
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
法
人

で
は
、
多
文
化
保
育
や
学
習
支
援
な
ど
の
教
育
支
援

を
は
じ
め
、
外
国
人
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
居

住
支
援
、
多
言
語
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
」（
以
下
、「   

」
内
は
横
田
代
表
理
事
の
説
明
）。

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て

多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
推
進

WAM助成
モデル事業

伴走支援者として
認定NPO法人多文化共生教育ネットワークかながわ　事務局長　高橋清樹
　本モデル事業は、多文化ソーシャルワークが医療や福祉の幅広い場面で取り
入れられることで、外国籍住民が暮らしやすい社会、ひいては多文化共生社会
の実現に向けて重要な一歩を踏み出す、大切な事業であると思います。伴走支
援者として、神奈川県や他県での取り組みなどを紹介しましたが、それはあく
まで参考であり、茨城県としてどのような取り組みができるかが大切で、コモ
ンズのスタッフの皆さんが行政や国際交流協会などの方たちと会議を開きなが
ら、調査・研修会・フォーラム・情報誌を一つひとつ作り上げているのを目の
当たりにしました。多文化ソーシャルワークといっても特別なものではなく、
医療や福祉の場面ですべての担当者がわかりやすい日本語で対応をする、外国
籍住民の状況を理解し他部署と連携を図りながら適切な対応するといったこと
です。こうした取り組みが、行政のさまざまな部署でも取り入れられ、広がっ
ていくことを願っています。

●参考：�東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター実践研究11「これがコー
ディネーターだ！」―多文化社会におけるコーディネーターの専門性と
形成の視点―
http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer_old/2010/02/_1108.html
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業
で
は
、
福

祉
・
国
際
・

医
療
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
多
文

化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
た
め
の
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
各
機
関
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
状
況
や
課
題
の
調
査
、
福
祉
関
係
者
へ
の
研

修
・
情
報
提
供
、
多
言
語
版
の
支
援
ツ
ー
ル
の
作
成

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
事
業
の
伴
走
支

援
者
に
は
、
神
奈
川
県
で
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

た
ち
の
教
育
支
援
を
行
う
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文

化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
事
務
局
長
の

高
橋
清
樹
氏
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

行政や国際交流協会、職能団体など、多様な関係者で構成
する検討会議を開催

認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ
地域の福祉医療機関への多文化ソーシャルワーク導入支援事業

令和元年度～令和2年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度700万円
令和2年度678万円

【事業概要】
　外国人が安心して暮らせるよう福祉・医療分野での多言語サービスの提供体
制の実現を目指し、多文化ソーシャルワークの推進に向けた検討会議の設置を
はじめ、外国人の福祉ニーズへの対応状況の調査、福祉担当者への情報提供、
福祉に関する制度・相談窓口を紹介する多言語版の支援ツールを作成する事業

【実施内容】
◆�多文化ソーシャルワーク推進のた
めの検討会議
県内の福祉関係機関で構成する検
討会議を設置し、多文化ソーシャル
ワークの推進に向けた検討を行う
◆各機関における外国人世帯の相談
と対応状況調査
福祉現場での外国人対応における
現状と課題を把握するアンケート
調査およびヒアリングを実施
◆多文化ソーシャルワークに関する
情報提供
多文化ソーシャルワークに関する
セミナーをはじめ、福祉関係者向
けの講座やフォーラムを開催
◆福祉機関で活用できる多言語資料
の翻訳と通訳派遣
制度や相談窓口を紹介する多言語
版の冊子を作成するとともに、自
治体の要望を踏
まえた制度紹介
や申請書類の翻
訳、通訳派遣を
実施

事業概要

【成果】
◆ 1年目の検討会議には、茨城県 5
課をはじめ、茨城県・つくば市国際
交流協会、県社協、常総市地域包括
支援センター等が参画。2年目から
は、茨城県の介護福祉士会、介護支
援専門員協会、心身障害者福祉協会、
老人福祉施設協議会、保育協議会等
の職能団体が加わり、支援ネットワ
ークを構築することにつながった

◆アンケート調査は、検討会議の委員の協力により、県内44
市町村の担当課から178件、児童相談所、介護施設、保健
所等から208件の回答を得た

　　さらに、具体的記述があった6市町村11担当課と関係機
関にヒアリング調査を行い、外国人対応の困りごとや課題を
把握することができた

◆多文化ソーシャルワークに関する情報提供では、1年目に開
催したセミナーには25人が参加。2年目に開催した連続講
座（全5回）には計135人、フォーラムには30人の福祉
関係者が参加した

◆福祉機関で活用できる支援ツールの翻訳では、同法人が発行
する社会資源紹介冊子『リンク』を改訂し、多言語版（英語、
中国語、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語）を作成。
2年目にはさらに5カ国語を追加した。

　　そのほかにも、自治体等の強いニーズのあった母子保健に
関する資料や新型コロナ対応の文書を作成・翻訳した

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

会
を
中
心
に
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
顔
の
み
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
票
の
配
布
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
広
く
情

報
発
信
し
て
い
く
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

2
年
目
か
ら
は
、
多
様
な
職
能
団
体
に
も
参
画
し
て

も
ら
い
、
専
門
分
野
ご
と
に
連
続
講
座
を
企
画
し
、

各
職
能
団
体
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
関
係
者
に

講
座
を
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　全
5
回
開
催
し
た
連
続
講
座
は
、「
多
文
化
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
概
論
」、「
子
ど
も
と
家
族
」、「
発

達
障
害
」、「
高
齢
者
介
護
」、「
外
国
人
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
保
育
・
教

育
・
介
護
な
ど
各
分
野
の
現
場
担
当
者
の
実
践
に
つ

な
が
り
や
す
い
事
例
紹
介
と
講
義
を
行
っ
た
。

　多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
講
座
は
、

県
内
初
の
試
み
と
な
っ
た
が
、
検
討
委
員
を
通
じ
て

多
く
の
福
祉
関
係
者
に
周
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、
延

べ
１
３
５
人
が
受
講
し
た
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
令
和
3
年
2
月
28
日

に
「
い
ば
ら
き
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
を
開
催

し
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
事
例

紹
介
や
通
訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

や
意
義
に
関
す
る
講
義
、
行
政
・
福
祉
関

係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
実
施
し
、
延
べ
30
人
が
参
加
し

た
。　多

言
語
資
料
の
作
成
で
は
、『
リ
ン
ク
』

を
さ
ら
に
5
言
語
（
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
韓
国
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
）
追
加
し
た
ほ
か
、
2
年
目
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
困
窮
状
態

に
陥
る
外
国
人
が
増
加
し
た
こ
と
を
受

け
、
生
活
保
護
、
生
活
福
祉
資
金
、
児
童
手
当
、
児

童
扶
養
手
当
、
住
居
確
保
給
付
金
な
ど
、
外
国
人
が

利
用
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
紹
介
す
る
多
言
語
シ

ー
ト
を
作
成
し
、関
係
機
関
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
事
業
後
の
新
た
な
取
り
組
み

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
多
様
な
関
係
機
関

と
連
携
体
制
を
構
築
し
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
と
と
も
に
福
祉
関
係
者
へ
の
情
報
提

供
、
支
援
ツ
ー
ル
等
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「こ
れ
ま
で
外
国
人
支
援
は
、
国
際
交
流
協
会
の

役
割
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
2
年
間
の
モ

デ
ル
事
業
で
行
政
や
関
係
機
関
も
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
ニ
ー

ズ
と
し
て
通
訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
発
掘
、

外
国
人
家
族
の
課
題
の
多
様

化
、
就
労
が
で
き
ず
に
居
住

確
保
が
困
難
な
外
国
人
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

モ
デ
ル
事
業
の
終
了
後
は
通

訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人

材
バ
ン
ク
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講

座
の
受
講
者
に
参
加
を
呼
び

か
け
、
定
期
的
に
ケ
ー
ス
検

討
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
居
住
支
援
と
し
て
在
留

資
格
が
切
れ
家
賃
が
支
払
え

な
く
な
っ
た
外
国
人
が
利
用

で
き
る
『
サ
ポ
ー
ト
つ
き
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
』
を
整
備
し
て

い
ま
す
」。

　

　当法人は、単年度の助成事業を活
用した経験もありますが、検討会議
を中心に行政や多様な関係機関と人
脈形成ができたことは、モデル事業
として 2 年間実施したところが大
きかったと思います。セミナーや講
座の企画・運営においても、誰を対
象に、どのような内容にしていくの

かを関係機関と検討しながら巻き込み型で実施することが
でき、行政が関わることで福祉関係者にも広く参加してい
ただくことにつながりました。
　また、伴走支援者の高橋氏からは、行政を巻き込むこと
の重要性とともに、すべての支援を抱え込むのではなく、
地域の支援団体にノウハウを伝えていくことが必要だとい
うアドバイスをいただきました。今後は支援のノウハウを
提供しながら、持続可能な支援体制づくりに取り組んでい
きたいと考えています。

認定 NPO 法人茨城 NPO センター・コモンズ
代表理事　横田  能洋氏

複数年のモデル事業が
人脈形成につながる

〒 310−0031
茨城県水戸市大工町 1-2-3 トモスみとビル 4 階

みとしんビジネスセンター C-1
T E L： 029−300−4321
F A X： 029−300−4320
U R L： http://www.npocommons.org
設　　立：平成 10 年 11 月
代表理事：横田　能洋

◆団体概要

多
様
な
関
係
者
で
構
成
す
る

検
討
会
議
を
開
催

　1
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
県
内
の
福
祉
関

係
機
関
の
定
住
外
国
人
対
応
を
促
進
す
る
た
め
、
行

政
や
関
係
機
関
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
多
様
な
関
係

者
で
構
成
す
る
検
討
会
議
を
開
催
し
、
情
報
共
有
や

事
業
の
企
画
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
顔
の
見
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

　検
討
会
議
に
は
、
茨
城
県
の
複
数
の
担
当
課
（
国

際
交
流
課
、
健
康
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
、
青
少
年
家

庭
課
、
長
寿
福
祉
推
進
課
）
を
は
じ
め
、
茨
城
県
・

つ
く
ば
市
国
際
交
流
協
会
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

常
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
伴
走
支

援
者
の
高
橋
氏
も
参
加
し
た
。

　多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
に
向
け
、
福

祉
現
場
で
の
外
国
人
対
応
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
市
町
村
の
各
課
窓
口
担
当
者
、

県
内
の
福
祉
・
医
療
機
関
等
を
対
象

に
実
施
し
た
。

　調
査
方
法
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
、
検

討
委
員
の
協
力
の
も
と
調
査
票
を
配

布
し
、
44
市
町
村
の
担
当
課
か
ら

１
７
８
件
、
児
童
相
談
所
や
介
護
施

設
、
保
育
所
、
保
健
所
な
ど
の
福
祉
・

医
療
機
関
か
ら
２
０
８
件
の
回
答
を

得
た
。
さ
ら
に
、
相
談
内
容
や
対
応

事
例
・
困
難
事
例
、
困
り
ご
と
等
の

具
体
的
な
記
述
の
あ
っ
た
6
市
町
村

11
担
当
課
と
1
機
関
に
対
し
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

　「自
治
体
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果
で
は
、
外
国

人
住
民
か
ら
の
相
談
対
応
歴
は
『
よ
く
受
け
る
』
と

『
時
々
受
け
る
』
を
合
わ
せ
た
回
答
が
全
体
の
9
割

を
占
め
、
外
国
人
住
民
に
制
度
を
説
明
す
る
際
の
課

題
と
し
て
、『
外
国
語
で
の
説
明
資
料
が
な
い
』、『
通

訳
が
お
ら
ず
説
明
が
困
難
ま
た
は
時
間
が
か
か
る
』

と
い
う
回
答
が
多
く
、
多
言
語
資
料
や
通
訳
の
配
置

な
ど
言
語
面
で
の
課
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
、と
く
に
保
育
所
の
回
収
率
が
高
く
、

外
国
籍
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
へ
の
対
応
で
困
難

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

　多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
情
報
提
供

で
は
、
令
和
2
年
1
月
に
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
多
文
化
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
概
念
や
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
役
割
・
課
題
等
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
福

祉
関
係
者
25
人
が
参
加
し
た
。

　さ
ら
に
、
福
祉
機
関
で
活
用
で
き
る
多
言
語
資
料

の
翻
訳
と
通
訳
派
遣
の
取
り
組
み
で
は
、
平
成
26
年

度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
で
作
成
し

た
、
福
祉
制
度

や
地
域
の
相
談

窓
口
な
ど
の
社

会
資
源
を
掲
載

し
た
冊
子
『
リ

ン
ク
』
を
翻
訳

し
、
多
言
語
版

（
英
語
、
中
国

語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
タ
ガ
ロ

グ
語
）
を
作
成

し
た
。
多
言
語
版
の
冊
子
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

協
力
し
て
く
れ
た
44
市
町
村
の
担
当
課
や
福
祉
機
関

等
に
送
付
し
た
ほ
か
、
同
法
人
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に

Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
掲
載
し
、
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
福
祉
現
場
で
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
母
子

保
健
関
係
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
連
す
る
文
書
を

作
成
・
翻
訳
し
た
ほ
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
電
話
・

来
所
に
よ
る
相
談
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
で
通
訳
が
必
要
な
際
に
は
、
対

応
可
能
な
言
語
は
通
訳
を
派
遣
し
、
福
祉
・
医
療
機

関
と
の
連
携
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
現
場
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

支
援
を
実
施

　1
年
目
の
事
業
で
は
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
た
め
、
多
様
な
関
係
機
関
が
参
画
す

る
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
外
国
人
対
応
の
現
状
や

課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
関
す
る
情
報
提
供
、
多
言
語
版
の
支
援
ツ

ー
ル
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
2
年
目
は

前
年
度
の
取
り
組
み
と
並
行
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
現

場
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
情
報
提
供
、
多
言
語
資
料
の

翻
訳
を
行
い
、多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
導
入
・

波
及
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　2
年
目
の
検
討
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
委

員
に
加
え
て
、
県
の
介
護
福
祉
士
会
、
心
身
障
害
者

福
祉
協
会
、
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、
介
護
支
援
専

門
員
協
会
、
保
育
協
議
会
、
水
海
道
厚
生
病
院
な
ど

の
職
能
団
体
に
参
画
を
呼
び
か
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
を
図
っ
た
。

　「1
年
目
の
検
討
会
議
は
、
行
政
と
国
際
交
流
協

17 ●WAMー2022.6

1年目に開催した多文化ソーシャルワークに関する
セミナーには25人の福祉関係者が参加

13



いきいき

ャレンジチ
いきいき

会
を
中
心
に
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
顔
の
み
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
票
の
配
布
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
広
く
情

報
発
信
し
て
い
く
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

2
年
目
か
ら
は
、
多
様
な
職
能
団
体
に
も
参
画
し
て

も
ら
い
、
専
門
分
野
ご
と
に
連
続
講
座
を
企
画
し
、

各
職
能
団
体
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
関
係
者
に

講
座
を
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　全
5
回
開
催
し
た
連
続
講
座
は
、「
多
文
化
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
概
論
」、「
子
ど
も
と
家
族
」、「
発

達
障
害
」、「
高
齢
者
介
護
」、「
外
国
人
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
保
育
・
教

育
・
介
護
な
ど
各
分
野
の
現
場
担
当
者
の
実
践
に
つ

な
が
り
や
す
い
事
例
紹
介
と
講
義
を
行
っ
た
。

　多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
講
座
は
、

県
内
初
の
試
み
と
な
っ
た
が
、
検
討
委
員
を
通
じ
て

多
く
の
福
祉
関
係
者
に
周
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、
延

べ
１
３
５
人
が
受
講
し
た
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
令
和
3
年
2
月
28
日

に
「
い
ば
ら
き
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」
を
開
催

し
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
事
例

紹
介
や
通
訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

や
意
義
に
関
す
る
講
義
、
行
政
・
福
祉
関

係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
実
施
し
、
延
べ
30
人
が
参
加
し

た
。　多

言
語
資
料
の
作
成
で
は
、『
リ
ン
ク
』

を
さ
ら
に
5
言
語
（
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
韓
国
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
）
追
加
し
た
ほ
か
、
2
年
目
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
困
窮
状
態

に
陥
る
外
国
人
が
増
加
し
た
こ
と
を
受

け
、
生
活
保
護
、
生
活
福
祉
資
金
、
児
童
手
当
、
児

童
扶
養
手
当
、
住
居
確
保
給
付
金
な
ど
、
外
国
人
が

利
用
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
紹
介
す
る
多
言
語
シ

ー
ト
を
作
成
し
、関
係
機
関
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
事
業
後
の
新
た
な
取
り
組
み

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
多
様
な
関
係
機
関

と
連
携
体
制
を
構
築
し
、
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
と
と
も
に
福
祉
関
係
者
へ
の
情
報
提

供
、
支
援
ツ
ー
ル
等
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「こ
れ
ま
で
外
国
人
支
援
は
、
国
際
交
流
協
会
の

役
割
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
2
年
間
の
モ

デ
ル
事
業
で
行
政
や
関
係
機
関
も
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
ニ
ー

ズ
と
し
て
通
訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
発
掘
、

外
国
人
家
族
の
課
題
の
多
様

化
、
就
労
が
で
き
ず
に
居
住

確
保
が
困
難
な
外
国
人
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

モ
デ
ル
事
業
の
終
了
後
は
通

訳
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人

材
バ
ン
ク
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講

座
の
受
講
者
に
参
加
を
呼
び

か
け
、
定
期
的
に
ケ
ー
ス
検

討
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
居
住
支
援
と
し
て
在
留

資
格
が
切
れ
家
賃
が
支
払
え

な
く
な
っ
た
外
国
人
が
利
用

で
き
る
『
サ
ポ
ー
ト
つ
き
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
』
を
整
備
し
て

い
ま
す
」。

　

　当法人は、単年度の助成事業を活
用した経験もありますが、検討会議
を中心に行政や多様な関係機関と人
脈形成ができたことは、モデル事業
として 2 年間実施したところが大
きかったと思います。セミナーや講
座の企画・運営においても、誰を対
象に、どのような内容にしていくの

かを関係機関と検討しながら巻き込み型で実施することが
でき、行政が関わることで福祉関係者にも広く参加してい
ただくことにつながりました。
　また、伴走支援者の高橋氏からは、行政を巻き込むこと
の重要性とともに、すべての支援を抱え込むのではなく、
地域の支援団体にノウハウを伝えていくことが必要だとい
うアドバイスをいただきました。今後は支援のノウハウを
提供しながら、持続可能な支援体制づくりに取り組んでい
きたいと考えています。

認定 NPO 法人茨城 NPO センター・コモンズ
代表理事　横田  能洋氏

複数年のモデル事業が
人脈形成につながる

〒 310−0031
茨城県水戸市大工町 1-2-3 トモスみとビル 4 階

みとしんビジネスセンター C-1
T E L： 029−300−4321
F A X： 029−300−4320
U R L： http://www.npocommons.org
設　　立：平成 10 年 11 月
代表理事：横田　能洋

◆団体概要

　多文化ソーシャルワークネットいばらきは、年5回のケース検討会を継続しています。自治体、保健センター、包括支援セ
ンター、児童相談所などからの問い合わせがあります。DVで逃げてきた人、難民申請中の未成年、入国者収容所等や刑務所を
出た人などを当会シェアハウスで受け入れ生活支援をしています。非正規滞在の妊婦の出産とその後の子育て支援、在留資格や
国籍の取得など難しいケースが増えていますが組織間連携によりなんとか対応しています。（横田氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
な
か
で
、
緊
急
時
の
受
け

入
れ
に
対
す
る
要
望
や
、
地
域
移
行
の
た
め
の
一
人

暮
ら
し
体
験
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者

を
限
定
し
な
い
緊
急
時
の
一
時
宿
泊
受
け
入
れ
事
業

の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」

中
は
山
田
代
表
理
事
の
説
明
）。

食
事
支
援
と
就
労
体
験
の
場
を
提
供

　「要
配
慮
者
へ
の
食
事
支
援
と
就
労
体
験
場
所
の

確
保
事
業
」
は
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
が
自
立
し
て
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
食
事
支
援
と
同
時
に

就
労
体
験
の
場
を
提
供
し
た
。

　食
事
支
援
は
、
連
携
す
る
農
家
の
協
力
を
受
け
、

県
内
産
の
規
格
外
野
菜
を
中
心
と
し
た
食
材
を
用

い
、
安
価
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
弁
当
や
一
品

総
菜
を
調
理
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
し
て

安
否
確
認
を
兼
ね
た
食
事
の
配
送
を
行
う
ほ
か
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
公
園
、
過
疎
地

域
に
出
向
い
て
販
売
を
実
施
し
た
。

　「私
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
、
高
齢
者
が
専
門
分

野
と
な
り
ま
す
が
、
独
居
高
齢
者
の
な
か
に
は
食
事

の
用
意
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
一
人
暮
ら
し
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
施
設
に
入
所
し
た
い
な

ど
、
食
事
が
在
宅
生
活
の
壁
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
地
域
に
は
多
く
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
も

の
の
、
高
齢
者
の
食
事
は
２
品
く
ら
い
で
十
分
と
い

わ
れ
ま
す
し
、
毎
食
５
０
０
円
ほ
ど
の
料
金
を
支
払

う
経
済
的
な
余
裕
の
な
い
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
農
家
か
ら
規
格
外
の
野
菜
を
安
く

分
け
て
も
ら
い
、
１
品
１
０
０
円
の
多
彩
な
総
菜
を

つ
く
り
、
自
分
の
食
べ
た
い
も
の
を
選
び
な
が
ら
、

見
守
り
も
で
き
る
食
事
支
援
を
行
い
ま
し
た
」。

　な
お
、
下
半
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
は
集

令和元年度の助成事業で開設した空き家を活用したシェアハウス

食事支援では安価で栄養バ
ランスのとれた弁当や総菜
づくりを行い、要配慮者へ
見守りを兼ねた食事の配送
を行うほか、キッチンカー
で地域に出向いて販売した

特定非営利活動法人ささえる
要配慮者が地域移行するための伴走型自立支援事業

令和2年度事業

助成額
578万8千円

【事業概要】
　高齢者や障害者、生活困窮者など要配慮者の地域移行を支えることを目的
に、住まいの緊急時の一時受け入れをはじめ、食事支援や就労体験、居場所
づくりなどを関係機関や専門職と協働しながら伴走型の自立支援を行う事業

【実施内容】
◆�要配慮者への食事支援と就労体験
場所の確保事業
要配慮者の自立支援を支えるため、
安否確認を兼ねた食事の販売・配
送を行うとともに就労体験の場を
提供

◆�緊急時の一時宿泊受け入れ事業
住居や宿泊場所の確保が困難な人
や、地域移行のための一人暮らし
体験が必要な人に対し、一時宿泊
受け入れを行い、生活再建に向け
た自立支援を実施

◆�要配慮者の居場所づくり事業
孤立しがちな要配慮者と地域との
つながりをつくるため、対象を限
定しない「だれでも食堂」の参加
につなげるほか、高齢者施設など
にキッチンカーで出向き、交流を
図るイベントを開催

◆�自立支援や活動についての勉強会
活動の普及と支援課題や地域課題
の共有、支援者の育成を目的に、
連携団体や専門職、地域住民を対
象とした勉強会を開催

事業概要

【成果】
◆食事支援の取り組みでは、近隣農家の協力により県内
産の規格外野菜を用いた安価で栄養バランスのとれた
弁当や総菜づくりを行い、キッチンカーで販売すると
ともに、高齢者や障害者などの要
配慮者に対し、安否確認を兼ねた
食事の配送を行った
　　就労体験では、高齢者や障害者
が有償ボランティアとして農作業
や弁当・総菜づくり、販売の手伝
いなどに参加する機会をつくり、
生きがいをもつことにつながった

◆緊急時の一時宿泊受け入れ事業では、高齢者、障害者、
生活困窮者、DV被害者、矯正施設退所者など6組 7
人が利用した
　　居住支援とあわせて生活支援を行うとともに、関係機
関と協働して利用者ごとの課題に応じた支援先を確保す
ることができた

◆要配慮者の居場所づくりでは、コロナ禍でイベント開催
が困難になるなか、弁当や総菜を販売するシェアショッ
プを開設するとともに、地域交流の場として開放した。
活動を広く周知する機会となり、地域住民との新たなつ
ながりが生まれることになった

◆毎月開催した勉強会には、スタッフをはじめ、専門職や
当事者、地域住民など延べ約180人が参加した

WAM助成
e -ライブラリー
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要
配
慮
者
の
た
め
の

伴
走
型
自
立
支
援

愛
媛
県
松
山
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
さ
え
る

地
域
で
活
動
す
る

医
療
・
福
祉
専
門
職
で
団
体
を
設
立

　愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ

さ
え
る
は
、「
無
い
も
の
を
つ
く
り
、
出
来
な
い
こ

と
を
な
く
す
」
と
い
う
支
援
方
針
の
も
と
、
高
齢
者

や
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
等
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
点
在
し
て
い
る
支
援
や
資
源

を
結
び
つ
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　同
法
人
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
代
表
理
事

の
山
田
洋
子
氏
が
、
身
寄
り
の
な
い
独
居
高
齢
者
の

看
取
り
を
経
験
す
る
な
か
で
住
居
の
処
分
や
金
銭
的

な
問
題
な
ど
、
業
務
の
範
囲
を
超
え
た
支
援
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
居
住
支
援
を
は
じ
め
、
要
配

慮
者
や
医
療
・
福
祉
関
係
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
12
月

に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
看
護

師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
・
福
祉
専
門
職
が
中
心
と

な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
し
た
。

　平
成
31
年
1
月
に
は
、
愛
媛
県
よ
り
県
内
の
団
体

と
し
て
初
め
て
居
住
支
援
法
人
＊
の
指
定
を
受
け
、

配
慮
の
必
要
な
人
た
ち
が
賃
貸
住
宅
に
ス
ム
ー
ズ
に

入
居
で
き
る
よ
う
、
入
退
去
や
安
否
確
認
な
ど
の
居

住
支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

　ま
た
、
地
域
課
題
と
し
て
独
居
高
齢
者
の
増
加
と

と
も
に
、
愛
媛
県
は
全
国
で
も
空
き
家
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
空
き
家
を

利
活
用
し
た
低
所
得
者
向
け
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
開

設
し
、
利
用
者
へ
の
見
守
り
や
生
活
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
配
慮
者
の
地
域
移
行
を
支
え
る

自
立
支
援

　同
法
人
は
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
要
配
慮
者
が
地
域
移
行
す
る
た
め
の
伴
走
型

自
立
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
要
配
慮
者
を
支
え
る
自
立
支
援
を
目

的
に
、
①
要
配
慮
者
へ
の
食
事
支
援
と
就
労
体
験
場

所
の
確
保
事
業
、
②
緊
急
時
の
一
時
宿
泊
受
け
入
れ

事
業
、③
孤
立
し
が
ち
な
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
、

④
自
立
支
援
や
活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施
し

た
。　伴

走
型
の
自
立
支
援
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、
山
田
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「こ
れ
ま
で
居
住
支
援
を
行
う
な
か
で
、
住
ま
い

だ
け
で
な
く
、
食
事
や
就
労
、
金
銭
問
題
、
家
族
関

係
な
ど
、
生
活
し
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
関
係
機
関
と
結
び
つ
い
て

い
な
い
現
状
が
あ
り
、
要
配
慮
者
の
地
域
移
行
が
進

ま
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
多

様
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
、

生
活
困
窮
者
な
ど
の
要
配
慮
者
の
地
域
移
行
を
支
え

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
助
成
事
業
で
は
関

係
機
関
や
専
門
職
と
協
働
し
て
課
題
が
改
善
す
る
ま

で
伴
走
型
の
自
立
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
＊住宅確保要配慮者居住支援法人：�住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障害者、その他住宅の確保にとくに配慮を要する者）の民間賃貸住宅への円滑な入居

の促進を図るため、家賃債務保証の提供、賃貸住宅への入居に係る住宅情報の提供・相談、見守りなどの生活支援等を実施する法人

 WAMから ひと言

　ひとり暮らしの高齢者や障害者、
生活困窮者といった配慮が必要な人
に対し、食事や就労体験、シェアショ 
ップの場の提供を通して、地域に関
わり続ける仕組みづくりを行ってい
ます。特に、新型コロナウイルス感
染症の影響でより困難な状況にある
者に対しては、包括的な支援を行う
ことで、自立に向けての後押しとなっ
たことは大きな成果です。今後も地
域のニーズをつかみながら、行政と
の信頼・協働をふかめ、活動が広がっ
ていくことを期待します。

15 ●WAMー2022.11

要
配
慮
者
を
支
え
る
自
立
支
援
を
目
的
に
、
要
配

慮
者
へ
の
食
事
支
援
と
就
労
体
験
場
所
の
確
保
事
業

を
は
じ
め
、
緊
急
時
の
一
時
宿
泊
受
け
入
れ
事
業
、

孤
立
し
が
ち
な
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
自
立
支

援
や
活
動
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
を
実
施
し
た
愛

媛
県
松
山
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
さ
え
る
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

3
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ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
な
か
で
、
緊
急
時
の
受
け

入
れ
に
対
す
る
要
望
や
、
地
域
移
行
の
た
め
の
一
人

暮
ら
し
体
験
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、
対
象
者

を
限
定
し
な
い
緊
急
時
の
一
時
宿
泊
受
け
入
れ
事
業

の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」

中
は
山
田
代
表
理
事
の
説
明
）。

食
事
支
援
と
就
労
体
験
の
場
を
提
供

　「要
配
慮
者
へ
の
食
事
支
援
と
就
労
体
験
場
所
の

確
保
事
業
」
は
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
が
自
立
し
て
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
食
事
支
援
と
同
時
に

就
労
体
験
の
場
を
提
供
し
た
。

　食
事
支
援
は
、
連
携
す
る
農
家
の
協
力
を
受
け
、

県
内
産
の
規
格
外
野
菜
を
中
心
と
し
た
食
材
を
用

い
、
安
価
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
弁
当
や
一
品

総
菜
を
調
理
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
し
て

安
否
確
認
を
兼
ね
た
食
事
の
配
送
を
行
う
ほ
か
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
公
園
、
過
疎
地

域
に
出
向
い
て
販
売
を
実
施
し
た
。

　「私
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
、
高
齢
者
が
専
門
分

野
と
な
り
ま
す
が
、
独
居
高
齢
者
の
な
か
に
は
食
事

の
用
意
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
一
人
暮
ら
し
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
施
設
に
入
所
し
た
い
な

ど
、
食
事
が
在
宅
生
活
の
壁
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
地
域
に
は
多
く
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
も

の
の
、
高
齢
者
の
食
事
は
２
品
く
ら
い
で
十
分
と
い

わ
れ
ま
す
し
、
毎
食
５
０
０
円
ほ
ど
の
料
金
を
支
払

う
経
済
的
な
余
裕
の
な
い
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
農
家
か
ら
規
格
外
の
野
菜
を
安
く

分
け
て
も
ら
い
、
１
品
１
０
０
円
の
多
彩
な
総
菜
を

つ
く
り
、
自
分
の
食
べ
た
い
も
の
を
選
び
な
が
ら
、

見
守
り
も
で
き
る
食
事
支
援
を
行
い
ま
し
た
」。

　な
お
、
下
半
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
販
売
は
集

令和元年度の助成事業で開設した空き家を活用したシェアハウス

食事支援では安価で栄養バ
ランスのとれた弁当や総菜
づくりを行い、要配慮者へ
見守りを兼ねた食事の配送
を行うほか、キッチンカー
で地域に出向いて販売した

特定非営利活動法人ささえる
要配慮者が地域移行するための伴走型自立支援事業

令和2年度事業

助成額
578万8千円

【事業概要】
　高齢者や障害者、生活困窮者など要配慮者の地域移行を支えることを目的
に、住まいの緊急時の一時受け入れをはじめ、食事支援や就労体験、居場所
づくりなどを関係機関や専門職と協働しながら伴走型の自立支援を行う事業

【実施内容】
◆�要配慮者への食事支援と就労体験
場所の確保事業
要配慮者の自立支援を支えるため、
安否確認を兼ねた食事の販売・配
送を行うとともに就労体験の場を
提供

◆�緊急時の一時宿泊受け入れ事業
住居や宿泊場所の確保が困難な人
や、地域移行のための一人暮らし
体験が必要な人に対し、一時宿泊
受け入れを行い、生活再建に向け
た自立支援を実施

◆�要配慮者の居場所づくり事業
孤立しがちな要配慮者と地域との
つながりをつくるため、対象を限
定しない「だれでも食堂」の参加
につなげるほか、高齢者施設など
にキッチンカーで出向き、交流を
図るイベントを開催

◆�自立支援や活動についての勉強会
活動の普及と支援課題や地域課題
の共有、支援者の育成を目的に、
連携団体や専門職、地域住民を対
象とした勉強会を開催

事業概要

【成果】
◆食事支援の取り組みでは、近隣農家の協力により県内
産の規格外野菜を用いた安価で栄養バランスのとれた
弁当や総菜づくりを行い、キッチンカーで販売すると
ともに、高齢者や障害者などの要
配慮者に対し、安否確認を兼ねた
食事の配送を行った

　　就労体験では、高齢者や障害者
が有償ボランティアとして農作業
や弁当・総菜づくり、販売の手伝
いなどに参加する機会をつくり、
生きがいをもつことにつながった

◆緊急時の一時宿泊受け入れ事業では、高齢者、障害者、
生活困窮者、DV被害者、矯正施設退所者など6組 7
人が利用した

　　居住支援とあわせて生活支援を行うとともに、関係機
関と協働して利用者ごとの課題に応じた支援先を確保す
ることができた

◆要配慮者の居場所づくりでは、コロナ禍でイベント開催
が困難になるなか、弁当や総菜を販売するシェアショッ
プを開設するとともに、地域交流の場として開放した。
活動を広く周知する機会となり、地域住民との新たなつ
ながりが生まれることになった

◆毎月開催した勉強会には、スタッフをはじめ、専門職や
当事者、地域住民など延べ約180人が参加した

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
「
自
立
支
援
や
活
動

に
つ
い
て
の
勉
強
会
」
を
毎
月
開
催
し
た
。

　勉
強
会
に
は
、
支
援
者
を
中
心
に
当
事
者
や
活
動

に
関
心
を
も
つ
地
域
住
民
な
ど
、
延
べ
１
８
０
人
が

参
加
し
た
。
活
動
内
容
の
普
及
に
向
け
た
説
明
を
は

じ
め
、自
立
支
援
を
実
施
す
る
う
え
で
の
課
題
共
有
、

地
域
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
協
働
す
る

医
師
に
よ
る
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
い
の
ち
の
授

業
」
を
実
施
し
た
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て

課
題
に
応
じ
た
支
援
先
を
確
保

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
居
住
支
援
と
あ
わ
せ

て
食
事
支
援
や
就
労
体
験
、
緊
急
一
時
宿
泊
の
受
け

入
れ
を
行
う
な
ど
、
要
配
慮
者
の
地
域
移
行
に
向
け

た
自
立
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「居
住
支
援
と
あ
わ
せ
て
、

行
政
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
健
所
等
と
協
働
し

て
課
題
解
決
に
向
け
た
伴
走

型
の
自
立
支
援
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
一
人

ひ
と
り
の
課
題
に
応
じ
た
支

援
先
を
確
保
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
緊
急
一
時
宿
泊

の
受
け
入
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
生
活
困
窮
者
の
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
、

支
援
対
象
を
限
定
し
な
い
こ
と
で
行
政
を
は
じ
め
、

幅
広
い
方
面
か
ら
相
談
依
頼
が
あ
り
、
大
き
な
反
響

が
あ
り
ま
し
た
」。

　令
和
3
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

ソ
ー
ス
財
団
の
休
眠
預
金
活

用
事
業
と
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー

を
は
じ
め
、
就
労
体
験
、
食

事
・
生
活
支
援
を
一
体
化
し

た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
縁
（
よ

す
が
）」
を
開
設
し
て
お
り
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実
施
し
た
取

り
組
み
を
事
業
化
し
、
運
営

を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

　新
設
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

の
居
室
は
16
室
あ
り
、
利
用

状
況
に
応
じ
て
支
援
ニ
ー
ズ

の
高
い
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
居

室
の
う
ち
10
室
を
日
常
生
活

支
援
住
居
施
設
と
し
て
申
請

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

　令和元年度から 2 年間にわたり、
WAM 助成を活用して要配慮者の
地域移行を支えることに取り組み
ましたが、法人設立から間もなく、
あまり支援実績がないなかで、採

択いただけたことは非常に助かりました。コロナ禍で当初
計画の変更を余儀なくされましたが、相談に対しても柔軟
に対応していただくことができ、経理・会計面でも勉強に
なりました。
　令和 3 年度に休眠預金活用事業としてシェルターや就労
体験、食事・生活支援を統合した一体型のシェアハウスを
開設していますが、これも WAM 助成で事業のベースとな
る部分をつくれたことが大きかったと実感しています。

特定非営利活動法人ささえる

代表理事　山田  洋子氏
（介護福祉士、社会福祉士、介護支援
専門員）

WAM助成で事業のベースを構築

〒 790−0964　愛媛県松山市中村 3−4−3
T E L： 089−909−6412
F A X： 089−909−6413
U R L： https://sasael.org/
設　　立：平成 30 年 12 月
代表理事：山田　洋子

◆団体概要

就労体験として食事支援で用いる規格外野菜の選
別を行う参加者

弁当や総菜を販売するシェアショップを開設する
とともに、地域交流の場として開放

客
を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
実
施
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
「
満ま
ん

ま
る
キ
ッ
チ
ン
三
津
店
」
を
開
店
し
、弁
当
や
総
菜
、

農
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
野
菜
な
ど
を
販
売
し
た
。

　ま
た
、
就
労
体
験
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農
作
業
や
弁
当
・
総
菜
づ

く
り
、
販
売
な
ど
の
手
伝
い
に
参
加
す
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ

る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
参
加
者
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

対
象
者
を
限
定
し
な
い
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設

　一
時
的
に
住
居
を
必
要
と

す
る
人
や
、
地
域
移
行
の
た

め
に
一
人
暮
ら
し
体
験
が
必

要
な
人
の
受
け
入
れ
を
目
的

と
し
た
「
緊
急
時
の
一
時
宿

泊
受
け
入
れ
事
業
」
で
は
、運
営
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
と
は
別
に
2
階
建
て
の
空
き
家
を
改
修
し
、
1
階

部
分
に
食
事
支
援
や
就
労
体
験
で
使
用
す
る
厨
房
、

2
階
部
分
に
一
時
宿
泊
用
の
居
室（
シ
ェ
ル
タ
ー
）

2
室
を
設
置
し
、対
象
者
を
限
定
せ
ず
幅
広
く
受
け

入
れ
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。

　利
用
期
間
は
原
則
2
カ
月
と
し
、
生
活
再
建
に
向

け
た
各
種
手
続
き
や
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

応
じ
て
関
係
機
関
や
専
門
職
と
協
働
し
て
問
題
解
決

に
向
け
た
伴
走
型
の
自
立
支
援
を
行
っ
た
。

　助
成
期
間
中
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
人
数
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
矯

正
施
設
退
所
者
な
ど
６
組
７
人
で
、
利
用
者
の
年
齢

は
18
歳
か
ら
80
歳
ま
で
幅
広
い
層
の
利
用
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　「利
用
者
の
支
援
例
と
し
て
、Ｄ
Ｖ
被

害
を
受
け
た
親
子
は
、
利
用
制
限
の
た

め
母
子
寮
に
入
れ
ず
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を

利
用
し
ま
し
た
が
、
住
居
探
し
を
一
緒

に
し
た
こ
と
で
民
間
ア
パ
ー
ト
に
入
居

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、知
的

障
害
の
あ
る
男
性
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

で
母
親
が
亡
く
な
り
、
１
人
で
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
勤
務
先
か
ら
金
銭
的
な

搾
取
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
保
護
し

ま
し
た
。
入
居
後
は
障
害
者
手
帳
を
申

請
し
て
受
給
開
始
ま
で
弁
護
士
に
介
入

し
て
も
ら
い
問
題
解
決
を
図
り
な
が

ら
、最
終
的
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所

し
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ェ
ル
タ
ー
は
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

配
慮
が
必
要
と
判
断
し
た
す
べ
て
の
人

を
受
け
入
れ
た
た
め
、
幅
広
い
分
野
か

ら
依
頼
が
あ
り
、常
に
満
室
の
状
態
で
し
た
。と
く
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
後
は
、
行
政
や

他
県
を
含
め
て
相
談
や
依
頼
が
急
増
し
て
い
ま
す
」。

　食
事
支
援
や
緊
急
時
の
一
時
宿
泊
受
け
入
れ
事
業

の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
、
現
役
の
医
療
・

福
祉
専
門
職
で
構
成
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
を
は
じ

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
健
所
等
に
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
、
関
係
機
関
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
と
い
う
。

シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
交
流
の
場
に

　「要
配
慮
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
孤

立
し
が
ち
な
要
配
慮
者
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
た
め
、
対
象
者
を
限
定
し
な
い
「
だ
れ
で
も
食

堂
」
を
毎
月
開
催
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
・
障
害

者
施
設
な
ど
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
出
向
き
、
食
を
通

じ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
休
止
と
な

る
な
か
、
新
設
し
た
シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域
交
流

の
場
と
し
て
開
放
し
た
ほ
か
、
同
法
人
が
別
事
業
で

実
施
す
る
「
子
ど
も
の
学
習
支
援
」
の
新
た
な
支
援

場
所
と
し
て
活
用
し
た
。

　「シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
の
販
売
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
当
初
の

計
画
を
変
更
し
て
開
設
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
店

舗
を
つ
く
る
こ
と
で
地
域
住
民
に
当
法
人
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

の
居
場
所
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い

17 ●WAMー2022.11

緊急時の一時宿
泊受け入れ事業
では、2階建て
の空き家を改修
し、2階部分に
居室 2室、1階
には食事支援や
就労体験で使用
する厨房を整備
した

17
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つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
の
方
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
「
自
立
支
援
や
活
動

に
つ
い
て
の
勉
強
会
」
を
毎
月
開
催
し
た
。

　勉
強
会
に
は
、
支
援
者
を
中
心
に
当
事
者
や
活
動

に
関
心
を
も
つ
地
域
住
民
な
ど
、
延
べ
１
８
０
人
が

参
加
し
た
。
活
動
内
容
の
普
及
に
向
け
た
説
明
を
は

じ
め
、自
立
支
援
を
実
施
す
る
う
え
で
の
課
題
共
有
、

地
域
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
の
ほ
か
、
協
働
す
る

医
師
に
よ
る
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
い
の
ち
の
授

業
」
を
実
施
し
た
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て

課
題
に
応
じ
た
支
援
先
を
確
保

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
居
住
支
援
と
あ
わ
せ

て
食
事
支
援
や
就
労
体
験
、
緊
急
一
時
宿
泊
の
受
け

入
れ
を
行
う
な
ど
、
要
配
慮
者
の
地
域
移
行
に
向
け

た
自
立
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「居
住
支
援
と
あ
わ
せ
て
、

行
政
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
保
健
所
等
と
協
働
し

て
課
題
解
決
に
向
け
た
伴
走

型
の
自
立
支
援
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
一
人

ひ
と
り
の
課
題
に
応
じ
た
支

援
先
を
確
保
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
と
く
に
緊
急
一
時
宿
泊

の
受
け
入
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
生
活
困
窮
者
の
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
、

支
援
対
象
を
限
定
し
な
い
こ
と
で
行
政
を
は
じ
め
、

幅
広
い
方
面
か
ら
相
談
依
頼
が
あ
り
、
大
き
な
反
響

が
あ
り
ま
し
た
」。

　令
和
3
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ

ソ
ー
ス
財
団
の
休
眠
預
金
活

用
事
業
と
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー

を
は
じ
め
、
就
労
体
験
、
食

事
・
生
活
支
援
を
一
体
化
し

た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
縁
（
よ

す
が
）」
を
開
設
し
て
お
り
、

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実
施
し
た
取

り
組
み
を
事
業
化
し
、
運
営

を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

　新
設
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

の
居
室
は
16
室
あ
り
、
利
用

状
況
に
応
じ
て
支
援
ニ
ー
ズ

の
高
い
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
居

室
の
う
ち
10
室
を
日
常
生
活

支
援
住
居
施
設
と
し
て
申
請

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

　令和元年度から 2 年間にわたり、
WAM 助成を活用して要配慮者の
地域移行を支えることに取り組み
ましたが、法人設立から間もなく、
あまり支援実績がないなかで、採

択いただけたことは非常に助かりました。コロナ禍で当初
計画の変更を余儀なくされましたが、相談に対しても柔軟
に対応していただくことができ、経理・会計面でも勉強に
なりました。
　令和 3 年度に休眠預金活用事業としてシェルターや就労
体験、食事・生活支援を統合した一体型のシェアハウスを
開設していますが、これも WAM 助成で事業のベースとな
る部分をつくれたことが大きかったと実感しています。

特定非営利活動法人ささえる

代表理事　山田  洋子氏
（介護福祉士、社会福祉士、介護支援
専門員）

WAM助成で事業のベースを構築

〒 790−0964　愛媛県松山市中村 3−4−3
T E L： 089−909−6412
F A X： 089−909−6413
U R L： https://sasael.org/
設　　立：平成 30 年 12 月
代表理事：山田　洋子

◆団体概要

就労体験として食事支援で用いる規格外野菜の選
別を行う参加者

弁当や総菜を販売するシェアショップを開設する
とともに、地域交流の場として開放

　令和4年2月に開設したシェアハウス及び緊急シェルターの利用者は、令和5年7月現在で延べ22名、うち13名が地域移行
しています。
　令和4年度WAM助成にて、愛媛県内のインフォーマルサービスや要配慮者用物件のオンライン照会、支援ネットワーク形成
を目的としたプラットフォーム「つながる愛媛」を構築しました。また、支援者間のつながり強化のため「つながる支援ネット
ワーク」を立ち上げ、生きづらさを抱える人への支援をテーマに年4回の勉強会を実施しています。（山田氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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な
い
15
～
23
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る

自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
受
け
入
れ
、
自
立
に
向

け
た
生
活
支
援
を
提
供
し
た
。

　シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
定
員
は
6
人
で
、
居
室
に
は
生

活
に
必
要
な
家
具
や
家
電
、
寝
具
な
ど
を
備
え
、
共

用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
リ
ビ
ン
グ
を
設
け
て
い
る
。
食

事
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
の
場
で
あ
る
た
め
、
平

日
の
夕
食
は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
っ
た
食
事

を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
常
備
し
て
い
る

共
有
の
食
材
を
用
い
て
、
利
用
者
が
食
事
を
用
意
す

る
。　助

成
期
間
（
令
和
2
年
4
月
～
3
年
3
月
）
の
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
数
は
7
人
で
、
そ
の
う
ち
新

規
入
居
者
は
4
人
、継
続
入
居
者
は
3
人
で
あ
っ
た
。

入
居
の
経
路
と
し
て
は
、
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者

が
全
体
の
3
分
の
1
を
占
め
、
児
童
相
談
所
か
ら
の

紹
介
の
ほ
か
、
親
か
ら
の
虐
待
被
害
や
生
活
保
護
か

ら
自
立
す
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
に
移
行
し
た
い
若

者
本
人
か
ら
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
。　「支

援
体
制
と
し
て
は
、
24
時
間
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
施
設
出
身
者
の
な
か
に
は
『
大
人
に
監
視
さ

れ
た
く
な
い
』
と
い
う
利
用
者
が
い
る
た
め
、
あ
ま

り
過
保
護
な
支
援
設
計
に
は
し
て
お
ら
ず
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
理
解
が
あ
る
大
人
が
い
つ
で
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
期
間
は
設
け
ず
、
入
居
時
に
『
親
と
の
関
係
を
修

復
し
た
い
の
か
』、『
自
分
で
自
立
し
て
生
き
て
い
き

た
い
の
か
』
な
ど
を
確
認
し
、
自
立
支
援
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
用
い
て
目
標
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、

寄
り
添
い
な
が

ら
定
期
的
に
面

談
を
行
い
、
達

成
状
況
や
課

題
、
目
標
に
対

す
る
気
持
ち
の

変
化
な
ど
を
確

認
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
卒
業
も
し
く
は
利
用
を
延

長
す
る
の
か
を
決
め
て
い
ま
す
」。

　令
和
2
年
7
月
に
熊
本
県
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
と
法
人
ス
タ

ッ
フ
が
毎
週
水
曜
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
と
い
う
。

　「豪
雨
被
害
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
し
た

時
期
と
重
な
り
、
仕
事
や
学
校
が
休
み
に
な
る
入
居

者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
人
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
若
者
が
、
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て

自立支援シェアハウス「IPPO」の居室とリビング

ＮＰＯ法人トナリビト
社会的養護から巣立つ若者の自立支援事業

令和2年度事業

助成額
371万9千円

【事業概要】
　社会的養護出身者や、さまざまな事情で親を頼れない若者に対し、自分ら
しく人生を切り開いていくための支援や居場所を提供することを目的に、自
立支援、生活支援、就労支援ネットワーク構築、児童養護・社会事業に関す
る啓発活動を行う事業

【実施内容】
◆�自立支援事業
社会的養護出身者や親を頼れない若者を対
象に、運営する自立支援シェアハウスで自
立に向けた支援を行うとともに、新たに相
談窓口・居場所スペースを設置
◆�学習支援事業
県内の児童養護
施設に入所する
中高生 3人に対
し、訪問とオンラ
インによる学習
支援を実施
◆�就労支援事業
ハローワークとの連携のほか、施設退所
者等に理解がある「職親」の発掘やネッ
トワーク化を通じて、仕事を探す若者と
就労先のマッチングを行う
◆�支援者育成事業
法人内外の児童養護や自立支援に携わる
支援者の育成を目的とした勉強会を開催
◆�普及啓発事業
親を頼れない子ども・若者の現状を伝え
るため、講演活動やニュースレターの発
行、見学の受け入れなどを実施

事業概要

【成果】
◆助成期間中の自立支援シェアハウスの利用者
は7人（新規入居者4人、継続入居者3人）で、
自立支援を受けた全対象者の自立度の向上が
みられ、3人が卒業することができた
　　新設した相談窓口・居場所スペースは、シ
ェルターを設置したことで緊急宿泊の受け入
れが可能となったほか、
行政や学校、関係団体か
らの相談を受けやすくな
り、多様な支援団体につ
なぐことで若者の複雑な
問題に対応するハブ的な
役割を果たすこととなった

◆就労支援事業では、ハローワークへの同行支援、
面接対策等の訓練を行うとともに、仕事が必要
な若者10人に対して「職親」をマッチングした。
マッチング前の若者へのコーチングや「職親」
との面談による情報共有を行うことで定着率が
向上した

◆若者への自立支援以外にも、若者と企画した地
域貢献活動やプロジェクト活動を実施すること
で、同法人の取り組みを広く知ってもらうこと
ができ、新聞やテレビなどのメディアで取りあげ
られたほか、新規サポーターの獲得につながった

WAM助成
e -ライブラリー
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社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ
若
者
の

自
立
を
目
指
し
て

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て

　熊
本
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
、
社

会
的
養
護
経
験
者
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
親

を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
10
～
20
歳
代
の
若
者
を
対

象
に
、
自
立
支
援
、
就
労
支
援
、
学
習
支
援
、
普
及

啓
発
活
動
等
を
通
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た
家
庭
や
地

域
の
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
代
表
理
事
の
山
下
祈
恵

氏
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
た
際
、
外
国
人
の

夫
婦
に
引
き
取
ら
れ
た
熊
本
県
の
児
童
養
護
施
設
出

身
の
同
級
生
と
出
会
い
、
卒
業
後
に
同
級
生
の
育
っ

た
施
設
を
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
養
育
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や
当
時
の

大
学
進
学
率
が
1
割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
将

来
の
選
択
肢
が
狭
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
任
意
団
体
を
発
足
し
て
家
庭
教

師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ

の
後
、
貧
民
国
・
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
を
支
援
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
団
体
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
子
ど
も
支
援
の
専
門
訓
練
を
受

け
た
ほ
か
、
令
和
元
年
に
は
県
内
で
生
涯
学
習
支
援

を
行
う
団
体
の
協
力
の
も
と
、
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」
を
立
ち
上
げ
、
自
立
支
援
事
業

に
取
り
組
み
、
令
和
２
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
て
い
る
。

　県
内
に
お
け
る
社
会
的
養
護
が
必
要
な
若
者
の
現

状
と
活
動
に
つ
い
て
、山
下
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
熊
本
県
は
、
里
親
委
託
率
が
全
国
で
も
最
下
位
ク

ラ
ス
で
、人
口
か
ら
み
た
児
童
養
護
施
設
数
が
多
く
、

毎
年
30
～
40
人
の
若
者
が
施
設
か
ら
退
所
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
受
け
皿
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
施
設
出
身
者

や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
親
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い

若
者
に
対
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
居
と
食
事

を
提
供
す
る
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
準
備
や
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
可
能
性
を
広

げ
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
以
下
、「  

」
内

は
山
下
代
表
理
事
の
説
明
）。

社
会
的
養
護
か
ら

巣
立
つ
若
者
の
支
援
を
強
化

　同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ
若
者
の
自
立
支
援

事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
施
設
出
身
者
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り

親
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
若
者
の
支
援
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
自
立
支
援
事
業
、
②
学
習
支

援
事
業
、
③
就
労
支
援
事
業
、
④
支
援
者
育
成
事
業
、

⑤
普
及
啓
発
事
業
を
行
っ
た
。

　自
立
支
援
事
業
で
は
、
社
会
的
養
護
か
ら
巣
立
つ

若
者
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
親
を
頼
る
こ
と
の
で
き

 WAMから ひと言

　今の若者の置かれている現状をいち早
くキャッチし、若者のために迷いなく行
動に移している姿勢から、代表の山下氏
やスタッフの熱い想いを感じます。
　親に頼ることのできない若者や、居場
所を必要とする若者が可能な限り早く自
立するために、24時間いつでも支援がで
きる体制を構築し、それぞれの個性に合
わせたきめ細やかな対応を行っています。
　また、普及啓発活動により活動を広く
周知することで支援団体が増えつつあり
ますが、さらなる連携により、この取り
組みが広がることを期待します。

17 ●WAMー2022.8

熊
本
県
熊
本
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト

施
設
出
身
者
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
親
を
頼
る
こ

と
の
で
き
な
い
若
者
、
居
場
所
を
必
要
と
す
る
若
者

が
可
能
な
限
り
早
く
自
立
す
る
た
め
に
、
自
立
支
援

事
業
を
は
じ
め
、
学
習
支
援
事
業
、
就
労
支
援
事
業
、

支
援
者
育
成
事
業
、
普
及
啓
発
事
業
な
ど
を
実
施
し

た
熊
本
県
熊
本
市
の
N
P
O
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

4
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な
い
15
～
23
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る

自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
受
け
入
れ
、
自
立
に
向

け
た
生
活
支
援
を
提
供
し
た
。

　シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
定
員
は
6
人
で
、
居
室
に
は
生

活
に
必
要
な
家
具
や
家
電
、
寝
具
な
ど
を
備
え
、
共

用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
リ
ビ
ン
グ
を
設
け
て
い
る
。
食

事
に
つ
い
て
は
、
自
立
支
援
の
場
で
あ
る
た
め
、
平

日
の
夕
食
は
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
っ
た
食
事

を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
常
備
し
て
い
る

共
有
の
食
材
を
用
い
て
、
利
用
者
が
食
事
を
用
意
す

る
。　助

成
期
間
（
令
和
2
年
4
月
～
3
年
3
月
）
の
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
数
は
7
人
で
、
そ
の
う
ち
新

規
入
居
者
は
4
人
、継
続
入
居
者
は
3
人
で
あ
っ
た
。

入
居
の
経
路
と
し
て
は
、
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者

が
全
体
の
3
分
の
1
を
占
め
、
児
童
相
談
所
か
ら
の

紹
介
の
ほ
か
、
親
か
ら
の
虐
待
被
害
や
生
活
保
護
か

ら
自
立
す
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
に
移
行
し
た
い
若

者
本
人
か
ら
相
談
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い

う
。　「支

援
体
制
と
し
て
は
、
24
時
間
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
施
設
出
身
者
の
な
か
に
は
『
大
人
に
監
視
さ

れ
た
く
な
い
』
と
い
う
利
用
者
が
い
る
た
め
、
あ
ま

り
過
保
護
な
支
援
設
計
に
は
し
て
お
ら
ず
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
理
解
が
あ
る
大
人
が
い
つ
で
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
期
間
は
設
け
ず
、
入
居
時
に
『
親
と
の
関
係
を
修

復
し
た
い
の
か
』、『
自
分
で
自
立
し
て
生
き
て
い
き

た
い
の
か
』
な
ど
を
確
認
し
、
自
立
支
援
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
用
い
て
目
標
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、

寄
り
添
い
な
が

ら
定
期
的
に
面

談
を
行
い
、
達

成
状
況
や
課

題
、
目
標
に
対

す
る
気
持
ち
の

変
化
な
ど
を
確

認
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
卒
業
も
し
く
は
利
用
を
延

長
す
る
の
か
を
決
め
て
い
ま
す
」。

　令
和
2
年
7
月
に
熊
本
県
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
と
法
人
ス
タ

ッ
フ
が
毎
週
水
曜
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
と
い
う
。

　「豪
雨
被
害
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
し
た

時
期
と
重
な
り
、
仕
事
や
学
校
が
休
み
に
な
る
入
居

者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
人
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
若
者
が
、
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て

自立支援シェアハウス「IPPO」の居室とリビング

ＮＰＯ法人トナリビト
社会的養護から巣立つ若者の自立支援事業

令和2年度事業

助成額
371万9千円

【事業概要】
　社会的養護出身者や、さまざまな事情で親を頼れない若者に対し、自分ら
しく人生を切り開いていくための支援や居場所を提供することを目的に、自
立支援、生活支援、就労支援ネットワーク構築、児童養護・社会事業に関す
る啓発活動を行う事業

【実施内容】
◆�自立支援事業
社会的養護出身者や親を頼れない若者を対
象に、運営する自立支援シェアハウスで自
立に向けた支援を行うとともに、新たに相
談窓口・居場所スペースを設置
◆�学習支援事業
県内の児童養護
施設に入所する
中高生 3人に対
し、訪問とオンラ
インによる学習
支援を実施
◆�就労支援事業
ハローワークとの連携のほか、施設退所
者等に理解がある「職親」の発掘やネッ
トワーク化を通じて、仕事を探す若者と
就労先のマッチングを行う
◆�支援者育成事業
法人内外の児童養護や自立支援に携わる
支援者の育成を目的とした勉強会を開催
◆�普及啓発事業
親を頼れない子ども・若者の現状を伝え
るため、講演活動やニュースレターの発
行、見学の受け入れなどを実施

事業概要

【成果】
◆助成期間中の自立支援シェアハウスの利用者
は7人（新規入居者4人、継続入居者3人）で、
自立支援を受けた全対象者の自立度の向上が
みられ、3人が卒業することができた

　　新設した相談窓口・居場所スペースは、シ
ェルターを設置したことで緊急宿泊の受け入
れが可能となったほか、
行政や学校、関係団体か
らの相談を受けやすくな
り、多様な支援団体につ
なぐことで若者の複雑な
問題に対応するハブ的な
役割を果たすこととなった

◆就労支援事業では、ハローワークへの同行支援、
面接対策等の訓練を行うとともに、仕事が必要
な若者10人に対して「職親」をマッチングした。
マッチング前の若者へのコーチングや「職親」
との面談による情報共有を行うことで定着率が
向上した

◆若者への自立支援以外にも、若者と企画した地
域貢献活動やプロジェクト活動を実施すること
で、同法人の取り組みを広く知ってもらうこと
ができ、新聞やテレビなどのメディアで取りあげ
られたほか、新規サポーターの獲得につながった

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

す
る
と
と
も

に
、
ス
タ
ッ

フ
が
疲
弊
し

な
い
持
続
可

能
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会
（
全
4
回
）
と
自
立
支
援
勉
強
会
（
2
回
）
を
開

催
し
た
。

　主
に
法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

勉
強
会
で
は
、「
児
童
養
護
に
か
か
る
行
政
・
児
童

相
談
所
の
体
制
」、「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」、「
性

（
生
）
教
育
」、「
発
達
障
害
」
を
テ
ー
マ
に
、
支
援

者
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
も
つ
強
み
や
弱
み
に
気
づ
い
て
も

ら
う
学
び
を
大
切
に
し
た
。

　「自
立
支
援
勉
強
会
は
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童

自
立
支
援
施
設
、
母
子
支
援
施
設
な
ど
が
集
ま
る
施

設
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
か
ら
自
立
支
援
や
退

所
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
関
わ
る
職
業
指
導
員
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
熊
本
県
で
は
、
職
業

指
導
員
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、

関
係
機
関
に
呼
び
か
け
て
、
事
例
や
対
応
な
ど
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
」。

普
及
啓
発
事
業
で

活
動
を
広
く
周
知

　そ
の
ほ
か
に
も
、
普
及
啓
発
事

業
と
し
て
、
親
を
頼
れ
な
い
子
ど

も
・
若
者
の
現
状
を
伝
え
る
講
演

活
動
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
、
積
極
的
な
見
学
の
受
け
入
れ

な
ど
を
実
施
し
た
。
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
進

め
た
こ
と
で
、
1
年
間
で
11
回
取
り
上
げ
ら
れ
、
活

動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
新
規
サ
ポ

ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
山
下
氏
は
相
談
窓

口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
と
緊
急
対
応
を
行
う
シ
ェ
ル

タ
ー
を
整
備
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
た
こ

と
に
よ
り
、
若
者
だ
け
で
な

く
、
行
政
関
係
者
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

弁
護
士
、
里
親
な
ど
か
ら
多

く
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

多
種
多
様
な
支
援
団
体
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
若
者
の
複
雑
な

問
題
に
対
応
す
る
ハ
ブ
的
な

役
割
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
関
係
機

関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　親
を
頼
れ
な
い
若
者
の
自

立
支
援
を
行
う
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当法人は、さまざまな分野の NPO
とつながりがありますが、高齢者や
障害などある程度予算がある分野に
比べると、親を頼ることのできない
若者の支援はお金を生み出すスキー
ムが少なく、助成金がなければ支援を始めることのできな
い部分がありましたので非常に助かりました。
　私たちが取り組んでいる分野は、今後もさまざまな課題
がある分野であり、いつまでも NPO が取り組むべきでは
ない部分もたくさん出てくると思いますので、政策の提言
を行いながら、私たちの事業が熊本県のインフラとして組
み込まれていくことを目指していきたいと考えています。
そして、行政のできない部分を NPO などが補っていくか
たちになればと思います。

NPO法人トナリビト
代表理事　山下  祈恵氏

行政のインフラになることを目指す

〒 860−0079
熊本市西区上熊本 2−15−16
T E L： 090−8409−6565
U R L： https://www.tonaribito.net/
設　　立：令和 2 年 2 月
代表理事：山下　祈恵

◆団体概要

くつろぎスペースでは、軽食や 
飲み物を無料で提供

「おとなりさん」には、DVやネグレクトなどを理由に緊
急に保護が必要な若者のためのシェルターを設置し、助成
期間中は 14 回稼働した

そ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」。

　シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
共
同
生
活
に
よ
り
、
自
立
支

援
を
受
け
た
全
対
象
者
の
自
立
度
の
向
上
が
み
ら
れ

た
ほ
か
、
入
居
者
2
人
が
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
前
年
度
に
卒
業
し
た
1
人
を
含

め
た
計
3
人
に
対
し
、
定
期
的
な
家
庭
訪
問
や
電
話

連
絡
、
食
料
支
援
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
実

施
し
、
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス

「
お
と
な
り
さ
ん
」
を
開
設

　令
和
2
年
10
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
施
設
退
所
者
や
家
庭
に
問
題
を
抱
え
た
子
ど

も
・
若
者
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
ひ
っ
迫
す
る
な

か
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
1
～
2
階
部
分
に
相
談
窓
口
・

居
場
所
ス
ペ
ー
ス
「
お
と
な
り
さ
ん
」
を
新
設
し
た
。

　相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
は
、「
誰
で
も
来

ら
れ
る
」、「
相
談
で
き
る
」、「
人
と
つ
な
が
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
配
置
し
た
相
談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
は
じ
め
、
マ
ン
ガ
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、
自
習
ス
ペ
ー
ス
、
軽
食
や
飲
み
物
を

無
料
で
提
供
す
る
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
ほ

か
、
Ｄ
Ｖ
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
を
理
由
に
緊
急
に
保

護
が
必
要
な
若
者
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
家
出
し
た
若
者

か
ら
の
相
談
や
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
依
頼

を
受
け
、
年
間
の
稼
働
回
数
は
14
回
に
の
ぼ
っ
た
。

　学
習
支
援
事
業
で
は
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
に

入
所
す
る
中
高
生
3
人
を
対
象
に
、
家
庭
教
師
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。

　「こ
れ
ま
で
家
庭
教
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
施
設
に

訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
内
の
立

ち
入
り
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
早
い
段
階
か
ら
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
提
案
し
、
感

染
状
況
に
応
じ
て
訪
問
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
切
り
替
え

て
継
続
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
支
援
で

は
、
勉
強
を
教
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ン
タ
ー

的
な
役
割
を
大
事
に
し
、
本
人
の
希
望
に
応
じ
て
、

授
業
以
外
の
時
間
に
外
出
を
し
た
り
、
学
校
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
施
設
退
所
後
も
信
頼

し
て
相
談
で
き
る
相
手
と
し
て
の

関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
」。仕

事
が
必
要
な
若
者
と

「
職
親
」を
マ
ッ
チ
ン
グ

　就
労
支
援
事
業
で
は
、
仕
事
が

必
要
な
若
者
に
「
職
親
（
し
ょ
く

お
や
）
ネ
ッ
ト
」
か
ら
職
親
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
、
就
労
を
支
援
し
た

ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行

支
援
、
面
接
や
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
の
指
導
を
行

っ
た
。

　「職
親
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
施
設
退
所
者
等
に
理
解

が
あ
る
職
場
・
事
業
所
を
「
職
親
」
と
し
て
発
掘
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
も
の
で
、
仕
事
が
必
要
な
若

者
と
就
労
先
を
つ
な
げ
る
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
現
在
は
農
家
や
建
築
関
係
、
介
護
施
設
、

美
容
室
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
登
録
が
あ

る
と
い
う
。

　「マ
ッ
チ
ン
グ
の
流
れ
と
し
て
は
、
自
分
で
仕
事

を
探
す
こ
と
が
困
難
な
若
者
に
職
親
を
紹
介
し
、
本

人
が
希
望
す
れ
ば
、
面
接
や
職
場
体
験
に
同
行
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
職
親
に
対
し
て
は
、『
も

し
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
っ
て
も
、
次
に
つ
な
が
る
た

め
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、

若
者
が
自
分
に
あ
う
仕
事
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
害
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る
若
者
が
多
い
た

め
、
そ
の
よ
う
な
若
者
に
対
す
る
関
わ
り
方
、
指
導

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

　就
職
先
・
職
親
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
親
を
頼
り
づ

ら
い
15
～
23
歳
の
若
者
10
人
に
対
し
て
12
回
実
施
し

た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
前
の
若
者
へ
の
コ
ー
チ
ン
グ
や
、

職
親
と
の
面
談
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
で
、就
労
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
な
く
な
り
、

定
着
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

法
人
内
外
の
支
援
者
を
対
象
に

勉
強
会
を
開
催

　支
援
者
育
成
事
業
で
は
、
自
立
支
援
に
関
す
る
適

切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
対
応
が
で
き
る
人
材
を
育
成

19 ●WAMー2022.8

令和2年10月に開設した相談窓口・居場所ス
ペース「おとなりさん」。相談対応とともに安心
して過ごせる居場所として開放
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

す
る
と
と
も

に
、
ス
タ
ッ

フ
が
疲
弊
し

な
い
持
続
可

能
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会
（
全
4
回
）
と
自
立
支
援
勉
強
会
（
2
回
）
を
開

催
し
た
。

　主
に
法
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

勉
強
会
で
は
、「
児
童
養
護
に
か
か
る
行
政
・
児
童

相
談
所
の
体
制
」、「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」、「
性

（
生
）
教
育
」、「
発
達
障
害
」
を
テ
ー
マ
に
、
支
援

者
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
も
つ
強
み
や
弱
み
に
気
づ
い
て
も

ら
う
学
び
を
大
切
に
し
た
。

　「自
立
支
援
勉
強
会
は
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童

自
立
支
援
施
設
、
母
子
支
援
施
設
な
ど
が
集
ま
る
施

設
長
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
か
ら
自
立
支
援
や
退

所
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
関
わ
る
職
業
指
導
員
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
熊
本
県
で
は
、
職
業

指
導
員
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、

関
係
機
関
に
呼
び
か
け
て
、
事
例
や
対
応
な
ど
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
」。

普
及
啓
発
事
業
で

活
動
を
広
く
周
知

　そ
の
ほ
か
に
も
、
普
及
啓
発
事

業
と
し
て
、
親
を
頼
れ
な
い
子
ど

も
・
若
者
の
現
状
を
伝
え
る
講
演

活
動
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発

行
、
積
極
的
な
見
学
の
受
け
入
れ

な
ど
を
実
施
し
た
。
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
進

め
た
こ
と
で
、
1
年
間
で
11
回
取
り
上
げ
ら
れ
、
活

動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
新
規
サ
ポ

ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
山
下
氏
は
相
談
窓

口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
と
緊
急
対
応
を
行
う
シ
ェ
ル

タ
ー
を
整
備
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「相
談
窓
口
・
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
た
こ

と
に
よ
り
、
若
者
だ
け
で
な

く
、
行
政
関
係
者
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

弁
護
士
、
里
親
な
ど
か
ら
多

く
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

多
種
多
様
な
支
援
団
体
に
つ

な
ぐ
こ
と
で
若
者
の
複
雑
な

問
題
に
対
応
す
る
ハ
ブ
的
な

役
割
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
さ
ら
に
関
係
機

関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　親
を
頼
れ
な
い
若
者
の
自

立
支
援
を
行
う
同
法
人
の
取

り
組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当法人は、さまざまな分野の NPO
とつながりがありますが、高齢者や
障害などある程度予算がある分野に
比べると、親を頼ることのできない
若者の支援はお金を生み出すスキー
ムが少なく、助成金がなければ支援を始めることのできな
い部分がありましたので非常に助かりました。
　私たちが取り組んでいる分野は、今後もさまざまな課題
がある分野であり、いつまでも NPO が取り組むべきでは
ない部分もたくさん出てくると思いますので、政策の提言
を行いながら、私たちの事業が熊本県のインフラとして組
み込まれていくことを目指していきたいと考えています。
そして、行政のできない部分を NPO などが補っていくか
たちになればと思います。

NPO法人トナリビト
代表理事　山下  祈恵氏

行政のインフラになることを目指す

〒 860−0079
熊本市西区上熊本 2−15−16
T E L： 090−8409−6565
U R L： https://www.tonaribito.net/
設　　立：令和 2 年 2 月
代表理事：山下　祈恵

◆団体概要

くつろぎスペースでは、軽食や 
飲み物を無料で提供

「おとなりさん」には、DVやネグレクトなどを理由に緊
急に保護が必要な若者のためのシェルターを設置し、助成
期間中は 14 回稼働した

　令和4年度より取り組んでいる行政委託の「子どもの権利擁護推進事業」は、私たち法人の基本理念と合致するものであり、
今年度はさらにこの事業の活動範囲が広がり社会的養護の現場での実践と普及啓発の両輪で展開しています。令和5年度より
常勤のスタッフを1名増やし、より若者がアクセスしやすいオンライン相談窓口を設計しています。これまでの実績を系統立て、
相談スキームを構築し、相談者への迅速な対応と支援者の負担軽減の双方のメリットを実現していきます。（怒留湯氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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動
を
通
し
て
、
子
ど
も
同
士
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

理
解
し
、
支
え
あ
う
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　
令
和
2
年
度
事
業
で
は
、
乳
幼
児
の
誤
食
事
故
を

防
ぐ
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
を
患

者
等
の
意
見
を
反
映
し
て
改
訂
し
、
全
国
の
ア
レ
ル

ギ
ー
中
心
拠
点
病
院
と
食
物
経
口
負
荷
試
験
実
施
施

設
に
配
布
し
た
ほ
か
、
学
校
給
食
の
導
入
時
期
に
正

し
く
啓
発
す
る
必
要
の
あ
る
小
学
1
年
生
を
対
象

に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
デ
ジ
タ

ル
絵
本
や
動
画
等
を
作
成
し
、
啓
発
教
材
セ
ッ
ト
と

し
て
藤
沢
市
と
平
塚
市
の
す
べ
て
の
小
学
校
に
提
供

し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
冊
で
親
子
で
と
も
に
学
べ
る
よ
う
、

子
ど
も
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
を
学
べ
る
絵
本
と

し
、
大
人
向
け
に
は
学
校
生
活
で
の
注
意
点
を
掲
載

し
た
啓
発
冊
子
「
入
園
・
入
学
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
小
学
校

1
年
生
を
対
象
に
配
布
し
て
い

る
。

　
令
和
3
年
度
事
業
は
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
子

ど
も
同
士
で
支
え
あ
う
事
業
」
と
し
て
、
小
学
校
高

学
年
向
け
の
啓
発
活
動
と
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
さ
ら

な
る
普
及
を
目
的
に
、
①
小
学
校
高
学
年
向
け
ア
レ

ル
ギ
ー
啓
発
教
材
の
作
成
、
②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ

イ
ン
プ
レ
ー
ト
の
普
及
、
③
講
演
会
・
相
談
事
業
を

実
施
し
た
。

　「
子
ど
も
が
成
長
し
、
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、

自
ら
の
判
断
で
食
事
を
す
る
機
会
や
学
校
行
事
な
ど

が
増
え
、
周
囲
の
理
解
や
協
力
が
必
要
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
思
春
期
に
近

づ
き
、
個
人
に

焦
点
を
充
て

ら
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
子

ど
も
も
い
る
た
め
、
令
和
3
年
度
事
業
で
は
患
児
を

対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
や
ク
ラ
ス
全
体
に

対
す
る
啓
発
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
同
士
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
服
部
理
事
長
）。

小
学
校
高
学
年
向
け
の

啓
発
教
材
を
作
成

　
小
学
校
高
学
年
向
け
の
ア
レ
ル
ギ
ー
啓
発
教
材
の

作
成
で
は
、
思
春
期
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
に
ア
レ

食物アレルギーに関する相談対応や患児家族の交
流の場として「F.A.cafe」を定期的に開催

食物アレルギーであることを周
囲に伝え、注意や理解を促す
ツール「食物アレルギーサイン
プレート」を作成する子ども

NPO法人ピアサポートF.A.cafe
食物アレルギーを子ども同士で支えあう事業

令和3年度事業

助成額
401万6千円

【事業概要】
　社会全体で食物アレルギーを理解し、協力できる体制づくりを目
的に、小学校高学年向けの啓発教材を作成するとともに、食物アレ
ルギーがあることを周囲に伝え、注意や理解を促す「食物アレルギ
ーサインプレート」を医療機関に配布して普及を図る事業

【実施内容】
◆�小学校高学年向けアレルギー啓発教材の
作成
小学校高学年向けにアレルギー全般を理解
してもらうため、学校行事（給食、調理実習、
運動会、宿泊行事、防災の5種類）をテー
マに、アレルギー疾患や注意点、関連情報
などを盛り込んだポスターと豆本（折り本）
を作成

◆�食物アレルギーサインプレートの普及
自らのアレルゲンをイラストで伝えるこ
とのできる「食物アレルギーサインプレ
ート」を全国で食物アレルギーの診断・
治療を行う医療機関に配布

◆�講演会・相談事業
入園・入学を控えた保護者や学校・保育
関係者などを対象にした、専門医による
食物アレルギー講演会をはじめ、患児家
族が参加でき
るワークショ
ップや相談会
をオンライン
で開催

事業概要

【成果】
◆作成したポスターは、子どもたちが興味をも
って読んでもらえるよう学習啓発マンガ形式
とし、教育委員会を通じて藤
沢市の小学校 36 校、平塚市
29校に配布したほか、小学校
5年生を対象に豆本形式の教
材を配布した（藤沢市 4200
人、平塚市2400人）

◆「食物アレルギーサインプレート」は、都道府
県アレルギー疾患医療拠点病院と、食物経口負
荷試験実施施設500カ所（2万部）に配布し、
専門医から患児家族に提供することにより普及
啓発を図った

◆専門医による食物アレルギーオンライン講演会に
は、入園や入学を控えた保護者をはじめ、学校・
保育関係者、医療従事者など58人が参加した

▼
　事業の波及効果として、作成した教材は養護教
諭の専門誌で取り上げられたことにより、全国の
小学校から問い合わせがあり、教材を提供したほ
か、厚生労働省の「災害におけるアレルギー疾患の
対応」研究班の委員として参加し、国が推奨する
ツールとして教材が紹介されることにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
を
通
し
て

子
ど
も
同
士
で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る

神
奈
川
県
藤
沢
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
Ｆ.

Ａ.

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
む

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
Ｆ.

Ａ.

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
は
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」を
目
指
し
、

ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
や
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ

ー
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
は
、
理
事
長
の
服
部
佳
苗
氏
の
子
ど
も
に

重
篤
な
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
保
育
所
の
入
園

や
遠
足
な
ど
の
参
加
を
断
ら
れ
る
経
験
を
す
る
な
か

で
、
平
成
19
年
に
小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

た
ち
が
安
全
か
つ
円
滑
に
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
社
会
啓
発
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
平

成
31
年
4
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
患
児
学
習
会
の
開
催
や
患
者

ツ
ー
ル
の
提
供
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る

社
会
啓
発
、
患
者
家
族
の
つ
な
が
り
に
よ
る
調
査
活

動
と
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
に
つ
い

て
、
服
部
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
乳
幼
児
期
に
発
症
す
る

こ
と
が
多
く
、
幼
い
患
児
は
自
分
で
食
の
判
断
を
し

た
り
、
病
状
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
周
囲

の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
を
周
囲
に

伝
え
、
注
意
や
理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
安
全
対
策

や
工
夫
を
共
有
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て

『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
』
を
提
案
し
、

周
囲
の
協
力
を
得
な
が
ら
患
児
の
安
心
・
安
全
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
お

い
て
は
、
患
者
を
医
療
機
関
に
つ
な
げ
て
正
確
な
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
保

護
者
の
な
か
に
は
思
い
込
み
に
よ
る
自
己
判
断
で
制

限
し
て
し
ま
い
、
栄
養
不
足
に
陥
る
事
例
も
あ
り
、

受
診
の
動
機
づ
け
と
し
て
医
療
機
関
を
通
し
て
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
を
配
布
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
と
し
て
、

藤
沢
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
患
者
家
族
の
相
談
対
応

や
交
流
の
場
と
し
て
「
Ｆ.

Ａ.

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

子
ど
も
同
士
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

　
同
法
人
は
、
令
和
2
～
3
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
へ
の
啓
発
活

 WAMから ひと言

　事業の実施にあたり、小児科医等
の協力・支援を受けながら事業展開
することができました。また、食物
アレルギーのある子どもたちへの対
策だけではなく、子ども同士が食物
アレルギーについて理解し、協力す
ることを目指して啓発活動を展開し
ている点は、当団体ならではの工夫
であり、評価できます。作成した啓
発教材は、全国から多数の問い合わ
せがあり、食物アレルギーの啓発が
全国に広がっていくことが期待され
ます。
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食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
焦
点
を

充
て
た
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
同
士
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
、
支
え
あ
う
こ
と
を

目
指
し
て
、
工
夫
さ
れ
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

る
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
N
P
O
法
人
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

F
・
A
・
c
a
f
e
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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動
を
通
し
て
、
子
ど
も
同
士
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

理
解
し
、
支
え
あ
う
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　
令
和
2
年
度
事
業
で
は
、
乳
幼
児
の
誤
食
事
故
を

防
ぐ
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
を
患

者
等
の
意
見
を
反
映
し
て
改
訂
し
、
全
国
の
ア
レ
ル

ギ
ー
中
心
拠
点
病
院
と
食
物
経
口
負
荷
試
験
実
施
施

設
に
配
布
し
た
ほ
か
、
学
校
給
食
の
導
入
時
期
に
正

し
く
啓
発
す
る
必
要
の
あ
る
小
学
1
年
生
を
対
象

に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
デ
ジ
タ

ル
絵
本
や
動
画
等
を
作
成
し
、
啓
発
教
材
セ
ッ
ト
と

し
て
藤
沢
市
と
平
塚
市
の
す
べ
て
の
小
学
校
に
提
供

し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
冊
で
親
子
で
と
も
に
学
べ
る
よ
う
、

子
ど
も
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
を
学
べ
る
絵
本
と

し
、
大
人
向
け
に
は
学
校
生
活
で
の
注
意
点
を
掲
載

し
た
啓
発
冊
子
「
入
園
・
入
学
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
小
学
校

1
年
生
を
対
象
に
配
布
し
て
い

る
。

　
令
和
3
年
度
事
業
は
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
子

ど
も
同
士
で
支
え
あ
う
事
業
」
と
し
て
、
小
学
校
高

学
年
向
け
の
啓
発
活
動
と
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
さ
ら

な
る
普
及
を
目
的
に
、
①
小
学
校
高
学
年
向
け
ア
レ

ル
ギ
ー
啓
発
教
材
の
作
成
、
②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ

イ
ン
プ
レ
ー
ト
の
普
及
、
③
講
演
会
・
相
談
事
業
を

実
施
し
た
。

　「
子
ど
も
が
成
長
し
、
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、

自
ら
の
判
断
で
食
事
を
す
る
機
会
や
学
校
行
事
な
ど

が
増
え
、
周
囲
の
理
解
や
協
力
が
必
要
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
思
春
期
に
近

づ
き
、
個
人
に

焦
点
を
充
て

ら
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
子

ど
も
も
い
る
た
め
、
令
和
3
年
度
事
業
で
は
患
児
を

対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
や
ク
ラ
ス
全
体
に

対
す
る
啓
発
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
同
士
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
服
部
理
事
長
）。

小
学
校
高
学
年
向
け
の

啓
発
教
材
を
作
成

　
小
学
校
高
学
年
向
け
の
ア
レ
ル
ギ
ー
啓
発
教
材
の

作
成
で
は
、
思
春
期
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
に
ア
レ

食物アレルギーに関する相談対応や患児家族の交
流の場として「F.A.cafe」を定期的に開催

食物アレルギーであることを周
囲に伝え、注意や理解を促す
ツール「食物アレルギーサイン
プレート」を作成する子ども

NPO法人ピアサポートF.A.cafe
食物アレルギーを子ども同士で支えあう事業

令和3年度事業

助成額
401万6千円

【事業概要】
　社会全体で食物アレルギーを理解し、協力できる体制づくりを目
的に、小学校高学年向けの啓発教材を作成するとともに、食物アレ
ルギーがあることを周囲に伝え、注意や理解を促す「食物アレルギ
ーサインプレート」を医療機関に配布して普及を図る事業

【実施内容】
◆�小学校高学年向けアレルギー啓発教材の
作成
小学校高学年向けにアレルギー全般を理解
してもらうため、学校行事（給食、調理実習、
運動会、宿泊行事、防災の5種類）をテー
マに、アレルギー疾患や注意点、関連情報
などを盛り込んだポスターと豆本（折り本）
を作成

◆�食物アレルギーサインプレートの普及
自らのアレルゲンをイラストで伝えるこ
とのできる「食物アレルギーサインプレ
ート」を全国で食物アレルギーの診断・
治療を行う医療機関に配布

◆�講演会・相談事業
入園・入学を控えた保護者や学校・保育
関係者などを対象にした、専門医による
食物アレルギー講演会をはじめ、患児家
族が参加でき
るワークショ
ップや相談会
をオンライン
で開催

事業概要

【成果】
◆作成したポスターは、子どもたちが興味をも
って読んでもらえるよう学習啓発マンガ形式
とし、教育委員会を通じて藤
沢市の小学校 36 校、平塚市
29校に配布したほか、小学校
5年生を対象に豆本形式の教
材を配布した（藤沢市 4200
人、平塚市2400人）

◆「食物アレルギーサインプレート」は、都道府
県アレルギー疾患医療拠点病院と、食物経口負
荷試験実施施設500カ所（2万部）に配布し、
専門医から患児家族に提供することにより普及
啓発を図った

◆専門医による食物アレルギーオンライン講演会に
は、入園や入学を控えた保護者をはじめ、学校・
保育関係者、医療従事者など58人が参加した

▼
　事業の波及効果として、作成した教材は養護教
諭の専門誌で取り上げられたことにより、全国の
小学校から問い合わせがあり、教材を提供したほ
か、厚生労働省の「災害におけるアレルギー疾患の
対応」研究班の委員として参加し、国が推奨する
ツールとして教材が紹介されることにつながった
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に
よ
る
患
者
相
談
会
（
全
17
回
）
を
行
っ
た
ほ
か
、

小
学
校
が
夏
休
み
の
8
月
に
は
、
子
ど
も
も
一
緒
に

参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
全
国
か
ら
8
組
の
親
子
が
参
加
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
学
年
を
迎
え
る
3
月
に
は
、
入
園
・

入
学
を
控
え
た
保
護
者
や
学
校
・
保
育
関
係
者
を
対

象
に
し
た
「
小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
講

演
会
」
を
開
催
し
、
58
人
が
参
加
し
た
。

　「
講
演
会
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
を
講
師
に
招

き
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
作
成
し
た
『
入

園
・
入
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
内
容
に
も
触
れ
て
も
ら

い
な
が
ら
、『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
と
社

会
生
活
の
注
意
事
項
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
行

い
、
参
加
者
に
は
事
前
に
質
問
事
項
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
専
門
医
か
ら
の
回
答
を
共
有
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
保
護
者
や
学
校
・
保
育
関
係
者
に
と
ど
ま

ず
、
医
師
や
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
な

ど
の
医
療
従
者
者
、
養
護
教
諭
、
行
政
担
当
者
な
ど

の
参
加
も
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
高
い
関
心

や
啓
発
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
」（
生
熊
氏
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
東
京
都
が
主
催

す
る
飲
食
店
事
業
者
向
け
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会
に
服
部
理
事
長
が
登
壇
し
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
理
解
し
、
対
応
す
る
た
め
の
情

報
発
信
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
の
「
災

害
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
対
応
」
研
究
班
の

委
員
に
患
者
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
、
東
日
本
大

震
災
の
避
難
所
で
実
際
に
起
き
た
事
例
の
解
説
を
行

う
と
と
も
に
、
国
が
推
奨
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
が
紹
介
さ
れ
た

と
い
う
。

啓
発
教
材
の
提
供
が

全
国
に
広
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
小
学
校
高
学
年
向

け
に
啓
発
教
材
を
広
く
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト

の
さ
ら
な
る
普
及
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
啓
発
教
材
は
、
養
護
教
諭
の
専
門
誌
を
は
じ
め
、

多
く
の
専
門
書
で
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
り
、
活
動
拠
点
の
藤
沢
市
と
平
塚
市
以
外
の
小
学

校
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
全
国
18
カ
所
の
小

学
校
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

学
校
に
対
す
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
啓
発
教

材
は
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
学
校
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
は
学
校
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
な
か
で
啓
発
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」（
服
部
理
事
長
）。

　
令
和
4
年
度
に
は
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
と
岩
沼
市
の
教

育
委
員
会
を
訪
問
し
、
啓
発

教
材
の
説
明
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
も
さ
ら
な
る
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

　
学
校
へ
の
啓
発
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
同
士
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解

し
、
支
え
あ
う
こ
と
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
同
法
人
の
活
動
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　令和 3 年度の WAM 助成では、
小学校高学年向けの啓発教材を作
成しましたが、多くのイラストを
用いて、わかりやすい工夫をした
ことで保育所や幼稚園からも多く
の問い合わせをいただきました。

患者としては圧倒的に多く、自分で伝えることの難しい乳
幼児に対しては、これまで直接働きかけることはできてい
ませんし、支援者も対応に苦慮していることから、そのよ
うな年齢層への啓発活動にも力を入れていく必要性を感じ
ています。
　今後の展望としては、食物アレルギー啓発教材セットの
内容をさまざまな意見をいただきながら改訂し、最終的に
は絵本と特典データをダウンロード形式で出版する計画を
構想しています。

NPO 法人
ピアサポート F.A.cafe

理事長　服部  佳苗氏

乳幼児への啓発活動に取り組む

〒 251−0052　神奈川県藤沢市藤沢 1049 
藤沢市地域ささえあいセンター内

T E L： 070−6429−1575
U R L： https://www.facafe.org
設　立：平成 31 年 4 月（任意団体：平成 30 年）
理事長：服部　佳苗

◆団体概要

ル
ギ
ー
全
般
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
学
校
行
事

を
テ
ー
マ
に
し
た
5
種
類
（
給
食
、
調
理
実
習
、
運

動
会
、
宿
泊
行
事
、
防
災
）
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
は
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
も
っ
て
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
学
習
啓
発
マ
ン
ガ
形
式
と
し
、

各
テ
ー
マ
に
応
じ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
特
徴
や
注

意
点
、
関
連
情
報
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
啓
発
教
材
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
生
熊
し
の
ぶ

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
啓
発
教
材
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、5
人
の
ア
レ

ル
ギ
ー
専
門
医
に
監
修
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
藤
沢

市
教
育
委
員
会
の
協
力
を
受
け
、
わ
か
り
や
す
い
表

記
や
言
葉
遣
い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す
い
構
成
と
表
現
を
心
が

け
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
団
体
の
紹
介
で
文
部
科
学

省
の
担
当
者
か
ら
『
関
連
学
会
の
後
援
が
あ
る
と
学

校
の
先
生
も
安
心
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
』

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
日
本
ア
レ
ル
ギ

ー
学
会
・
日
本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
の
後
援
を
受

け
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
内
容
を
Ａ
４
サ
イ
ズ

に
再
構
築
し
、
用
紙
を
折
っ
て
切
る
こ
と
で
本
の
よ

う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
豆
本
（
折
本
）
を
小
学
校

5
年
生
向
け
に
作
成
し
た
。

　
啓
発
教
材
の
配
布
実
績
は
、
教
育
委
員
会
の
協
力

を
受
け
、
ポ
ス
タ
ー
は
藤
沢
市
と
平
塚
市
の
小
学
校

65
校
（
藤
沢
市
36
校
、
平
塚
市
29
校
）、豆
本
は
両
市

の
小
学
5
年
生
６
６
０
０
人（
藤
沢
市
４
２
０
０
人
、

平
塚
市
２
４
０
０
人
）
に
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
当
初
は
、
教
材
を
作
成

し
て
出
前
講
座
と
し
て
対
面

形
式
で
啓
発
活
動
を
行
う
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
小
学
校
に
教
材
を

提
供
し
て
先
生
に
啓
発
を
行

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
変
更
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
学
校

に
出
向
き
、
出
前
講
座
を
行

う
の
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
し
、
結
果
的
に
広
く
配
布

す
る
こ
と
で
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
服
部

理
事
長
）。

サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
を

医
療
機
関
５
０
０
カ
所
に
配
布

　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」の
普
及
に

向
け
て
は
、
厚
生
労
働
省
指
定
の
都
道
府
県
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
医
療
拠
点
病
院
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
を
行
う
食
物
経
口
負
荷
試

験
実
施
施
設
５
０
０
カ
所
に
新
た
に
配
布
し
、
医
療

機
関
か
ら
診
断
を
受
け
た
患
者
に
提
供
し
て
い
る
。

　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
は
、
特

定
原
材
料
7
品
目
（
義
務
表
示
）
に
、
特
定
原
材
料

に
準
ず
る
も
の
21
品
目
（
食
品
表
示
推
奨
品
目
）
を

加
え
た
、
28
品
目
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
食
物
の
イ
ラ
ス
ト

を
記
載
し
、
自
分
が
該
当
す
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
イ
ラ

ス
ト
を
切
り
取
り
、
カ
ー
ド
に
貼
り
付
け
て
携
帯
す

る
も
の
で
、
誤
食
を
防
ぐ
対
策
や
対
応
な
ど
も
記
載

し
て
い
る
。

　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、
診
療

や
診
断
を
受
け
た
親
子
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
周
囲
へ
の
理
解
を
促
進

し
て
誤
食
事
故
の
防
止
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
し
て
医

療
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
追

加
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
専
門
医
か
ら
賛

助
会
員
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
、
当
法
人
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま

す
」（
服
部
理
事
長
）。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

高
い
啓
発
ニ
ー
ズ

　
講
演
会
・
相
談
事
業
で
は
、
来
所
と
オ
ン
ラ
イ
ン

19 ●WAMー2023.1

患者相談会は、対面とオンラインの両
方で開催することにより、全国の患児
家族から相談が寄せられた

食物アレルギーに関する啓
発教材として学校行事を
テーマとした5種類（給食、
調理実習、運動会、宿泊行事、
防災）のポスターを作成

ポスターの内容を盛り込んだ
豆本（折本）を作成し、藤沢市と平塚市の小
学校5年生に配布した

NPO法人
ピアサポート F.A.cafe

　事務局長

生熊 しのぶ氏
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

に
よ
る
患
者
相
談
会
（
全
17
回
）
を
行
っ
た
ほ
か
、

小
学
校
が
夏
休
み
の
8
月
に
は
、
子
ど
も
も
一
緒
に

参
加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
全
国
か
ら
8
組
の
親
子
が
参
加
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
学
年
を
迎
え
る
3
月
に
は
、
入
園
・

入
学
を
控
え
た
保
護
者
や
学
校
・
保
育
関
係
者
を
対

象
に
し
た
「
小
児
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
講

演
会
」
を
開
催
し
、
58
人
が
参
加
し
た
。

　「
講
演
会
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
を
講
師
に
招

き
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
作
成
し
た
『
入

園
・
入
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
内
容
に
も
触
れ
て
も
ら

い
な
が
ら
、『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
と
社

会
生
活
の
注
意
事
項
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
行

い
、
参
加
者
に
は
事
前
に
質
問
事
項
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
専
門
医
か
ら
の
回
答
を
共
有
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
保
護
者
や
学
校
・
保
育
関
係
者
に
と
ど
ま

ず
、
医
師
や
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
な

ど
の
医
療
従
者
者
、
養
護
教
諭
、
行
政
担
当
者
な
ど

の
参
加
も
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
高
い
関
心

や
啓
発
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
」（
生
熊
氏
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
東
京
都
が
主
催

す
る
飲
食
店
事
業
者
向
け
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会
に
服
部
理
事
長
が
登
壇
し
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
理
解
し
、
対
応
す
る
た
め
の
情

報
発
信
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
の
「
災

害
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
対
応
」
研
究
班
の

委
員
に
患
者
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し
、
東
日
本
大

震
災
の
避
難
所
で
実
際
に
起
き
た
事
例
の
解
説
を
行

う
と
と
も
に
、
国
が
推
奨
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
が
紹
介
さ
れ
た

と
い
う
。

啓
発
教
材
の
提
供
が

全
国
に
広
が
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
小
学
校
高
学
年
向

け
に
啓
発
教
材
を
広
く
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト

の
さ
ら
な
る
普
及
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
啓
発
教
材
は
、
養
護
教
諭
の
専
門
誌
を
は
じ
め
、

多
く
の
専
門
書
で
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

よ
り
、
活
動
拠
点
の
藤
沢
市
と
平
塚
市
以
外
の
小
学

校
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
全
国
18
カ
所
の
小

学
校
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

学
校
に
対
す
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
啓
発
教

材
は
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
学
校
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
は
学
校
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
な
か
で
啓
発
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」（
服
部
理
事
長
）。

　
令
和
4
年
度
に
は
、
宮
城

県
気
仙
沼
市
と
岩
沼
市
の
教

育
委
員
会
を
訪
問
し
、
啓
発

教
材
の
説
明
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
も
さ
ら
な
る
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

　
学
校
へ
の
啓
発
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
同
士
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解

し
、
支
え
あ
う
こ
と
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
同
法
人
の
活
動
が

全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

　令和 3 年度の WAM 助成では、
小学校高学年向けの啓発教材を作
成しましたが、多くのイラストを
用いて、わかりやすい工夫をした
ことで保育所や幼稚園からも多く
の問い合わせをいただきました。

患者としては圧倒的に多く、自分で伝えることの難しい乳
幼児に対しては、これまで直接働きかけることはできてい
ませんし、支援者も対応に苦慮していることから、そのよ
うな年齢層への啓発活動にも力を入れていく必要性を感じ
ています。
　今後の展望としては、食物アレルギー啓発教材セットの
内容をさまざまな意見をいただきながら改訂し、最終的に
は絵本と特典データをダウンロード形式で出版する計画を
構想しています。

NPO 法人
ピアサポート F.A.cafe

理事長　服部  佳苗氏

乳幼児への啓発活動に取り組む

〒 251−0052　神奈川県藤沢市藤沢 1049 
藤沢市地域ささえあいセンター内

T E L： 070−6429−1575
U R L： https://www.facafe.org
設　立：平成 31 年 4 月（任意団体：平成 30 年）
理事長：服部　佳苗

◆団体概要

　食物アレルギー患者の誤食事故を防ぎ命を守るため、乳幼児には医療機関からサインプレートを配布、小学生には級友にアレ
ルギーの理解と協力に繋がる啓発教材を制作しました。今後は患者数の多い保育園・幼稚園での食物アレルギー啓発に取り組ん
でいきます。またWAM助成で制作した小学生向け啓発教材の出版を準備しています。成長につれて広がる患児の活動にあわ
せた教材を提供し、自分で判断し対応する力を付けてもらいたいと思っております。（生熊氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

〒251−0052　神奈川県藤沢市藤沢1049
	 　　藤沢市地域ささえあいセンター内
T E L：	070−6429−1575
U R L：https://www.facafe.org
設　立：平成31年4月（任意団体：平成30年）
理事長：服部　佳苗
※現在理事長に「角野茉里子	氏」が就任しています。
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活
用
し
、
性
的
画
像
記
録
等
の
削
除
要
請
と
被
害
者

に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
た
。

　「デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
の
被
害
者
に
と
っ
て
、
ま
ず

は
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
さ
れ
た
画
像
記
録
を
削
除
す
る

こ
と
が
被
害
回
復
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
制
度
で
は
、
ネ

ッ
ト
上
に
拡
散
さ
れ
た
性
的

画
像
を
削
除
す
る
た
め
に

は
、
本
人
も
し
く
は
家
族
が

当
該
画
像
記
録
を
探
し
出

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

削
除
窓
口
に
通
報
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
な
ど
に
拡
散
さ
れ
た

性
的
画
像
を
自
分
自
身
で
探

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

ほ
か
の
画
像
も
見
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
精
神
的
な

苦
痛
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

相
談
者
か
ら
委
任
を
受
け
、

当
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
代
わ
り
に
ネ
ッ
ト
上
か
ら
当

該
画
像
を
探
し
出
し
、
削
除
要
請
を
代
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
相
談
件
数
が
急
増
し
て
い
る
た

め
、
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ａ

Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
削
除
要
請
を
行
う
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
」。

　過
去
2
年
間
の
取
り
組
み
に
よ

り
、拡
大
・
深
刻
化
す
る
被
害
者
の

社
会
的
ニ
ー
ズ
を
可
視
化
し
、
支

援
の
有
効
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
3
年
3

月
に
は「
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
被
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図

っ
た
。

　令
和
3
年
度
事
業
は
、「
児
童
ポ
ル
ノ
・
リ
ベ
ン

ジ
ポ
ル
ノ
等
の
性
的
画
像
記
録
の
削
除
と
そ
の
支
援

事
業
」
と
し
て
、
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
府
省
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請

事
業
、
②
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
事
業
を
実
施
し
た
。

相談者から依頼を受けた性的画像記録の
削除要請を行うスタッフの様子

特定非営利活動法人ぱっぷす
児童ポルノ・リベンジポルノ等の性的画像記録の削除と
その支援事業

令和3年度事業

助成額
900万円

【事業概要】
デジタル性暴力を受けた被害者の総合的な支援を目的に、リベンジポルノ、児童
ポルノ、AV出演強要に係る性的画像記録等の削除要請を行うとともに、違法性
があるケースは被害者の同意のもと刑事事件化の対応を行い、デジタル性暴力を
容認しない社会基盤づくりを推進する事業

【実施内容】
◆�性的画像記録の削除要請事業
相談者・被害者から依頼を受
け、本人に代わって拡散した
性的画像記録等の削除要請を
投稿者やサイト運営者、イン
ターネット通信販売事業者に
対して行う

◆�デジタル性暴力被害者カウン
セリング事業
被害者の社会復帰に向け、専
門職による個別カウンセリン
グを継続的に行うとともに、
ピアカウンセリングを実施
し、孤立化を防ぐ

事業概要

【成果】
◆削除要請事業では、年間2万 1876
件の削除要請を行った。このうち、
アダルトサイト事業者等が削除に対
応したのは 1万 90件で、対応の内
訳は「すべて削除」が8344件、「一
部削除」が1746件であった
◆児童ポルノ・リベンジポルノなどの違法性がある性的画像
記録の場合は、被害者の意思を確認したうえで法務執行機
関と連携することにより、刑事事件化に至ったケースは9
件にのぼった
◆カウンセリング事業では、延べ27人の相談者に対して継
続的にカウンセリングを行ったほか、元相談者（ピア）が
書いた生きづらさや人生の変化を綴った手紙を、相談者に
読んでもらうピアカウンセリングを実施した

▼
　事業の波及効果として、民法改正に伴う成人年齢の引き下
げの議論をきっかけに、国際人権NGOヒューマンライツナ
ウと連携し、「高校生AV出演解禁を止めてください」キャン
ペーンを実施。ロビー活動に取り組んだ結果、国会議員から
のヒアリング、法務省法制審議会（性犯罪部会）で提言を行い、
令和4年6月23日に施行された「AV出演被害防止・救済法」
制定の一助となった
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図2 デジタル性暴力に関する新規相談件数の推移
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性
的
搾
取
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

東
京
都
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぱ
っ
ぷ
す

デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
の

被
害
相
談
が
増
加

　近
年
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

児
童
ポ
ル
ノ
や
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
、
Ａ
Ｖ
出
演
強
要

な
ど
、
本
人
が
同
意
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
性

的
な
画
像
や
動
画
が
撮
影
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
拡
散
さ
れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
」
に
関
す
る

被
害
相
談
が
急
増
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お

い
て
、
性
的
画
像
記
録
は
一
度
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
拡
散
し
た
場
合
、
被
害
者
の
権
利
侵
害
が
長

期
間
継
続
し
、
心
身
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
一

方
で
、
有
効
な
名
誉
回
復
手
段
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　東
京
都
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぱ
っ
ぷ
す

は
、「
性
的
搾
取
に
私
た
ち
の
世
代
で
終
止
符
を
打

つ
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
婦
人
保
護
施
設

職
員
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
大
学
教
員
、
保
護

司
、
弁
護
士
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
知
識
を
活
か
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
や
性
的

搾
取
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
性
暴
力
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　主
な
活
動
は
、
性
的
画
像
記
録
の
拡
散
被
害
に
関

す
る
総
合
的
な
相
談
支
援
、
支
援
が
必
要
な
人
へ
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
、性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
、

広
報
・
啓
発
活
動
・
政
策
提
言
な
ど
を
行
う
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　性
的
画
像
記
録
の
拡
散
被
害
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
金
尻
カ
ズ
ナ
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「も
と
も
と
、
当
法
人
は
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
の
予
防

啓
発
を
行
う
任
意
団
体
と
し
て
平
成
21
年
に
設
立
し

ま
し
た
が
、
平
成
26
年
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
の
深
刻
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
と
同
時
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
や
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
性
的
画
像
記
録
の

拡
散
に
関
す
る
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
10
～
20
代
の
若
年
層
の
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。被
害
の
ケ
ー
ス
で
い

う
と
、児
童
ポ
ル
ノ
で
は
、
＂手
な
づ
け
る＂
こ
と
を

意
味
す
る
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
用
い
ら

れ
、
例
え
ば
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で
知
り
合
っ
た
人
と
仲

良
く
な
り
、
個
人
的
な
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
い
、
信

頼
関
係
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
で
性
的
画
像
を
送
る
よ

う
に
頼
ま
れ
て
、
送
っ
て
し
ま
っ
た
画
像
を
ネ
ッ
ト

上
に
拡
散
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

関
わ
る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」（
以
下
、「  

」

内
は
金
尻
理
事
長
の
説
明
）。

　と
く
に
、
10
代
の
若
者
は
相
談
す
る
と
「
親
に
迷

惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
、
学
校
に
知
ら
れ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
理
由

か
ら
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
1
人
で
抱
え
込
み
、
深

刻
化
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

削
除
要
請
の
代
行
で

本
人
・
家
族
の
苦
痛
軽
減

　同
法
人
は
、
令
和
元
～
3
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

 WAMから ひと言

　事業を通し、性的画像記録等の削除要請
だけでなく被害者にカウンセリングを行
うなど、継続的な支援を行いました。本事
業は被害内容の特性から、家族や友人等、
誰にも相談できず一人で悩み抱え込んで
いた対象者にとって大きな救いとなるこ
とから、事業の意義は非常に高いといえま
す。SNS等で画像の拡散が身近となって
いる昨今では被害者は増加傾向にあり、潜
在的な被害者も今後増え続ける事が予想
されます。団体の活動がより多くの対象者
の心を救い、性的搾取のない社会の実現へ
繋がっていく事を期待します。
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婦
人
保
護
施
設
職
員
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

大
学
教
員
、
保
護
司
、
弁
護
士
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
専
門
知
識
を
生
か
し
実
施
し
た
、
性
的
画

像
記
録
な
ど
の
削
除
要
請
事
業
や
被
害
者
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
な
ど
、
東
京
都
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ぱ
っ
ぷ
す
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

6

27



活
用
し
、
性
的
画
像
記
録
等
の
削
除
要
請
と
被
害
者

に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
た
。

　「デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
の
被
害
者
に
と
っ
て
、
ま
ず

は
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
さ
れ
た
画
像
記
録
を
削
除
す
る

こ
と
が
被
害
回
復
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
制
度
で
は
、
ネ

ッ
ト
上
に
拡
散
さ
れ
た
性
的

画
像
を
削
除
す
る
た
め
に

は
、
本
人
も
し
く
は
家
族
が

当
該
画
像
記
録
を
探
し
出

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

削
除
窓
口
に
通
報
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
な
ど
に
拡
散
さ
れ
た

性
的
画
像
を
自
分
自
身
で
探

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

ほ
か
の
画
像
も
見
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
精
神
的
な

苦
痛
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

相
談
者
か
ら
委
任
を
受
け
、

当
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
代
わ
り
に
ネ
ッ
ト
上
か
ら
当

該
画
像
を
探
し
出
し
、
削
除
要
請
を
代
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
相
談
件
数
が
急
増
し
て
い
る
た

め
、
対
応
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ａ

Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
削
除
要
請
を
行
う
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
」。

　過
去
2
年
間
の
取
り
組
み
に
よ

り
、拡
大
・
深
刻
化
す
る
被
害
者
の

社
会
的
ニ
ー
ズ
を
可
視
化
し
、
支

援
の
有
効
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
3
年
3

月
に
は「
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
被
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図

っ
た
。

　令
和
3
年
度
事
業
は
、「
児
童
ポ
ル
ノ
・
リ
ベ
ン

ジ
ポ
ル
ノ
等
の
性
的
画
像
記
録
の
削
除
と
そ
の
支
援

事
業
」
と
し
て
、
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
府
省
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
目
的
に
、
①
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請

事
業
、
②
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
事
業
を
実
施
し
た
。

相談者から依頼を受けた性的画像記録の
削除要請を行うスタッフの様子

特定非営利活動法人ぱっぷす
児童ポルノ・リベンジポルノ等の性的画像記録の削除と
その支援事業

令和3年度事業

助成額
900万円

【事業概要】
デジタル性暴力を受けた被害者の総合的な支援を目的に、リベンジポルノ、児童
ポルノ、AV出演強要に係る性的画像記録等の削除要請を行うとともに、違法性
があるケースは被害者の同意のもと刑事事件化の対応を行い、デジタル性暴力を
容認しない社会基盤づくりを推進する事業

【実施内容】
◆�性的画像記録の削除要請事業
相談者・被害者から依頼を受
け、本人に代わって拡散した
性的画像記録等の削除要請を
投稿者やサイト運営者、イン
ターネット通信販売事業者に
対して行う

◆�デジタル性暴力被害者カウン
セリング事業
被害者の社会復帰に向け、専
門職による個別カウンセリン
グを継続的に行うとともに、
ピアカウンセリングを実施
し、孤立化を防ぐ

事業概要

【成果】
◆削除要請事業では、年間2万 1876
件の削除要請を行った。このうち、
アダルトサイト事業者等が削除に対
応したのは 1万 90件で、対応の内
訳は「すべて削除」が8344件、「一
部削除」が1746件であった

◆児童ポルノ・リベンジポルノなどの違法性がある性的画像
記録の場合は、被害者の意思を確認したうえで法務執行機
関と連携することにより、刑事事件化に至ったケースは9
件にのぼった

◆カウンセリング事業では、延べ27人の相談者に対して継
続的にカウンセリングを行ったほか、元相談者（ピア）が
書いた生きづらさや人生の変化を綴った手紙を、相談者に
読んでもらうピアカウンセリングを実施した

▼
　事業の波及効果として、民法改正に伴う成人年齢の引き下
げの議論をきっかけに、国際人権NGOヒューマンライツナ
ウと連携し、「高校生AV出演解禁を止めてください」キャン
ペーンを実施。ロビー活動に取り組んだ結果、国会議員から
のヒアリング、法務省法制審議会（性犯罪部会）で提言を行い、
令和4年6月23日に施行された「AV出演被害防止・救済法」
制定の一助となった

WAM助成
e -ライブラリー
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図2 デジタル性暴力に関する新規相談件数の推移
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※AV出演被害防止・救済法…�性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者
の救済に資するための出演契約等に関する特則等に関する法律（令和4年法律第78号）

意
の
も
と
性
的
画
像
記
録
の
証
拠
保
全
を
し
て
刑
事

事
件
化
に
つ
な
げ
る
対
応
を
行
っ
た
。
令
和
3
年
度

は
被
害
届
の
提
出
や
警
察
が
捜
査
を
行
っ
た
ケ
ー
ス

が
10
件
、
撮
影
者
の
逮
捕
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
9
件

に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

個
別
支
援
と

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施

　デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

で
は
、
相
談
者
延
べ
27
人
に
対
し
て
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
継
続
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、『
手
紙
』

と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
た
。

　「カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
は
、
前
年
度
に
グ
ル
ー

プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
相
談
者

が
不
安
に
襲
わ
れ
て
参
加
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
デ

ジ
タ
ル
性
暴
力
の
被
害
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
た

め
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

令
和
3
年
度
は
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
並
行
し

て
、
被
害
を
受
け
た
元
相
談
者
に
生
き
づ
ら
さ
や
人

生
の
変
化
な
ど
を
綴
っ
た
『
手
紙
』
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
相
談
者
に
読
ん
で
も
ら
う
か
た
ち
の
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
民
法
改
正
に
伴
い
令
和
4
年
4

月
1
日
か
ら
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
未
成
年
者
取
消
権
（
民
法

5
条
）
の
行
使
に
よ
り
、
被
害
救
済
が
で
き
て
い
た

18
～
19
歳
の
若
年
層
の
Ａ
Ｖ
出
演
の
被
害
救
済
が
困

難
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
若
者
の
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
法
律
制
定
に
向
け
た
ロ
ビ
ー
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。

　元
被
害
者
の
声
を
国
政
に
届
け
る
と
と
も
に
、
国

際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
ナ
ウ
と
連
携

し
、『
高
校
生
Ａ
Ｖ
出
演
解
禁
を
止
め
て
く
だ
さ
い
』

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
国
会

議
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
法
務
省
法
制
審
議
会

（
性
犯
罪
部
会
）
で
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
の
参
考
人
と
し
て
金
尻
理
事
長
が

被
害
実
態
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
4
年
6
月

15
日
に
施
行
さ
れ
た
「
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
防
止
・
救
済

法
」※
制
定
の
一
助
と
な
っ
た
。

加
害
予
防
に
向
け
た

教
育
・
啓
発
に
取
り
組
む

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
2
万
件
を
超
え

る
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
を
行
い
、
デ
ジ
タ

ル
性
暴
力
を
容
認
し
な
い
社
会
基
盤
、
社
会
風
土

を
醸
成
す
る
た
め
の
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「1
万
90
件
の
削
除
対
応
と
と
も
に
、
刑
事
事
件

化
が
9
件
で
き
た
こ
と
で
加

害
者
を
特
定
で
き
た
こ
と
は

成
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

要
因
と
し
て
3
年
間
の
助
成

事
業
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
く
、
今
後

は
削
除
要
請
や
相
談
事
業
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

被
害
を
な
く
し
て
い
く
た
め

に
も
加
害
予
防
に
向
け
た
教

育
や
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　性
的
搾
取
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル

性
暴
力
の
撲
滅
に
向
け
て
、

総
合
的
な
支
援
を
実
践
す
る

同
法
人
の
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

　デジタル性暴力の被害は、性
的画像記録の削除だけでなく、
カウンセリングを含めて継続的
に関わり、きちんと社会復帰で
きるかたちの総合的な支援が重
要となりますが、すべての支援を担うのではなく、関
係機関と連携しながら、当法人としては得意分野を伸
ばしていくことが大切だと感じています。
　今後の課題としては、インターネットの知識・スキ
ルなどの高い専門性を維持するとともに、海外連携を
していくためにも多言語を話せるスタッフを育成して
いく必要があります。同時に業務内容がストレスフル
になるため、スタッフのメンタルケアも不可欠となっ
ています。

特定非営利活動法人ぱっぷす

理事長　金尻  カズナ氏

総合的な支援に向けて
連携体制を強化

T E L： 050−3186−4119

U R L： https://www.paps.jp

設　立：平成 29 年11月（前身団体：平成 21年）

理事長：金尻　カズナ

◆団体概要

２
万
１
８
７
６
件
の

削
除
要
請
を
実
施

　性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
事
業
は
、
法
人
の
相

談
窓
口
や
「
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
」か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
ほ
か
、女
性
相
談
セ
ン

タ
ー
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関

か
ら
紹
介
を
受
け
た
、
本
人
の
意
に
反
し
て
拡
散
し

た
す
べ
て
の
性
的
画
像
記
録
を
対
象
と
し
、
令
和
3

年
度
は
２
万
１
８
７
６
件
の
削
除
要
請
を
行
っ
た
。

　削
除
要
請
の
体
制
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
通
常

時
の
3
人
か
ら
5
人
に
増
員
し
、
経
験
年
数
の
長
い

ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し

な
が
ら
業
務
を
行
い
、
当
該
画
像
を
探
し
出
し
た
あ

と
は
、
投
稿
者
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
管
理
者
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
削

除
要
請
を
行
っ
た
。

　「削
除
要
請
に
あ
た
っ
て
は
、ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽

減
と
増
加
す
る
依
頼
に
応
え
る
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
2
年
度
に
か
け
て
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
の

助
成
を
受
け
、削
除
要
請
業
務
の
自
動
化
・
補
助
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
該
画
像
が
あ
っ
た
場
合
、

検
索
を
か
け
る
こ
と
で
類
似
す
る
画
像
を
含
め
、
す

べ
て
の
画
像
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
知
文
を
記
載
し
た
削
除
要
請
ツ
ー
ル
に
画
像
を
添

付
し
て
投
稿
者
や
サ
イ
ト
管
理
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
事
業
者
等
に
対
し
て
削
除
要
請
を
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
開
発
に
よ
り

業
務
が
飛
躍
的
に
効
率
化
し
て
い
る
も
の
の
、
膨
大

な
性
的
画
像
記
録
を
目
に
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
精
神

的
・
身
体
的
な
負
担
は
依
然
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今

後
は
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た

め
に
も
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
つ
く
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」。

　現
在
も
さ
ら
な
る

シ
ス
テ
ム
開
発
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
登

録
し
た
顔
を
認
識
で

き
る
機
械
学
習
の
機

能
を
用
い
て
、
当
該

画
像
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
り
、
特
定
の

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を

定
期
的
に
巡
回
し
て

当
該
画
像
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
自
動
的

に
通
知
が
入
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
る

と
い
う
。

削
除
対
応
と
と
も
に

刑
事
事
件
化
に
つ
な
げ
る

　令
和
3
年
度
に
行
っ
た
２
万
１
８
７
６
件
の
削
除

要
請
に
対
し
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
側
が
削
除
に
対
応

し
た
の
は
１
万
90
件
。
対
応
の
内
訳
は
「
す
べ
て
削

除
」
が
８
３
４
４
件
（
38
・
1
％
）、「
一
部
削
除
」

が
１
７
４
６
件
（
8
・
0
％
）、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
削
除
」

が
５
１
８
９
件
（
23
・
7
％
）、「
現
存
」
が
６
５
１ 

９
件
（
29
・
8
％
）
で
あ
っ
た
。

　削
除
要
請
に
応
じ
な
い
サ
イ
ト
に
対
し
て
は
、
要

請
を
繰
り
返
し
行
い
、
サ
ー
バ
ー
に
対
す
る
削
除
要

請
の
送
付
、
ド
メ
イ
ン
所
有
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
な

ど
を
行
っ
た
。削
除
に
応
じ
な
い
サ
イ
ト
の
多
く
は
、

法
的
な
管
轄
を
海
外
に
置
く
こ
と
で
国
内
法
が
及
ば

な
い
オ
フ
シ
ョ
ア
地
域
の
サ
ー
バ
ー
を
使
用
し
て
い

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
実
際
に
削
除
要
請
を
行
っ

た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
所
在
地
は
、
ア
メ
リ
カ
が

９
２
３
２
件
（
全
体
の
42
・
2
％
）
で
圧
倒
的
に
多

く
、
日
本
は
２
５
３
６
件
（
11
・
6
％
）
と
1
割
程

度
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、

新
し
い
削
除
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
国
際
連
携
な
ど
の

方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
る
。

　削
除
結
果
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

未
成
年
か
ら
の
相
談
件
数
が
急
増
し
た
こ
と
に
伴

い
、
児
童
ポ
ル
ノ
と
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
削

除
要
請
が
増
加
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
は
２
１
２
件
の
削

除
要
請
の
う
ち
１
４
４
件
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
は

８
０
４
件
の
削
除
要
請
の
う
ち
５
３
０
件
が
削
除
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　さ
ら
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
や
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
な
ど

の
違
法
性
が
あ
る
性
的
画
像
の
場
合
、
被
害
者
の
同

19 ●WAMー2023.2

民法改正に伴う成人年齢の引き下げに伴い、18～
19歳はAV出演被害などで未成年者取消権が使え
なくなる問題から、支援団体と連携して「高校生AV
出演解禁を止めてください」キャンペーンを実施

映像
性的
商業的
＋

DV被害　児童虐待　レイプ
リベンジポルノ　　セクハラ

点線内が
活動領域

盗撮被害 性風俗被害

児童買春AV被害

ぱっぷすの削除要請
アダルトサイト事業者等の対応

すべて削除

一部削除

キャッシュ削除

現存

不明

令和元年度

1万7389

6274

717

3580

6818

0

性的
642

令和 2年度

2万2735

1万 1465

1890

3182

5977

221

令和3年度

2万1876

8344

1746

5189

6519

78

集計日：2022／ 3／ 31

図３ 性的画像記録の削除要請件数および削除の進捗
（令和元年〜令和3年度）
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※AV出演被害防止・救済法…�性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者
の救済に資するための出演契約等に関する特則等に関する法律（令和4年法律第78号）

意
の
も
と
性
的
画
像
記
録
の
証
拠
保
全
を
し
て
刑
事

事
件
化
に
つ
な
げ
る
対
応
を
行
っ
た
。
令
和
3
年
度

は
被
害
届
の
提
出
や
警
察
が
捜
査
を
行
っ
た
ケ
ー
ス

が
10
件
、
撮
影
者
の
逮
捕
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
9
件

に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

個
別
支
援
と

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施

　デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
被
害
者
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

で
は
、
相
談
者
延
べ
27
人
に
対
し
て
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
継
続
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、『
手
紙
』

と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
た
。

　「カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
は
、
前
年
度
に
グ
ル
ー

プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
相
談
者

が
不
安
に
襲
わ
れ
て
参
加
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
デ

ジ
タ
ル
性
暴
力
の
被
害
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
た

め
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

令
和
3
年
度
は
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
並
行
し

て
、
被
害
を
受
け
た
元
相
談
者
に
生
き
づ
ら
さ
や
人

生
の
変
化
な
ど
を
綴
っ
た
『
手
紙
』
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
相
談
者
に
読
ん
で
も
ら
う
か
た
ち
の
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
民
法
改
正
に
伴
い
令
和
4
年
4

月
1
日
か
ら
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
未
成
年
者
取
消
権
（
民
法

5
条
）
の
行
使
に
よ
り
、
被
害
救
済
が
で
き
て
い
た

18
～
19
歳
の
若
年
層
の
Ａ
Ｖ
出
演
の
被
害
救
済
が
困

難
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
若
者
の
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
法
律
制
定
に
向
け
た
ロ
ビ
ー
活

動
に
取
り
組
ん
だ
。

　元
被
害
者
の
声
を
国
政
に
届
け
る
と
と
も
に
、
国

際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
ナ
ウ
と
連
携

し
、『
高
校
生
Ａ
Ｖ
出
演
解
禁
を
止
め
て
く
だ
さ
い
』

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
国
会

議
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
法
務
省
法
制
審
議
会

（
性
犯
罪
部
会
）
で
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
衆
議
院

厚
生
労
働
委
員
会
の
参
考
人
と
し
て
金
尻
理
事
長
が

被
害
実
態
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
4
年
6
月

15
日
に
施
行
さ
れ
た
「
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
防
止
・
救
済

法
」※
制
定
の
一
助
と
な
っ
た
。

加
害
予
防
に
向
け
た

教
育
・
啓
発
に
取
り
組
む

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
2
万
件
を
超
え

る
性
的
画
像
記
録
の
削
除
要
請
を
行
い
、
デ
ジ
タ

ル
性
暴
力
を
容
認
し
な
い
社
会
基
盤
、
社
会
風
土

を
醸
成
す
る
た
め
の
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「1
万
90
件
の
削
除
対
応
と
と
も
に
、
刑
事
事
件

化
が
9
件
で
き
た
こ
と
で
加

害
者
を
特
定
で
き
た
こ
と
は

成
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

要
因
と
し
て
3
年
間
の
助
成

事
業
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
く
、
今
後

は
削
除
要
請
や
相
談
事
業
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

被
害
を
な
く
し
て
い
く
た
め

に
も
加
害
予
防
に
向
け
た
教

育
や
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　性
的
搾
取
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル

性
暴
力
の
撲
滅
に
向
け
て
、

総
合
的
な
支
援
を
実
践
す
る

同
法
人
の
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

　デジタル性暴力の被害は、性
的画像記録の削除だけでなく、
カウンセリングを含めて継続的
に関わり、きちんと社会復帰で
きるかたちの総合的な支援が重
要となりますが、すべての支援を担うのではなく、関
係機関と連携しながら、当法人としては得意分野を伸
ばしていくことが大切だと感じています。
　今後の課題としては、インターネットの知識・スキ
ルなどの高い専門性を維持するとともに、海外連携を
していくためにも多言語を話せるスタッフを育成して
いく必要があります。同時に業務内容がストレスフル
になるため、スタッフのメンタルケアも不可欠となっ
ています。

特定非営利活動法人ぱっぷす

理事長　金尻  カズナ氏

総合的な支援に向けて
連携体制を強化

T E L： 050−3186−4119

U R L： https://www.paps.jp

設　立：平成 29 年11月（前身団体：平成 21年）

理事長：金尻　カズナ

◆団体概要

　当団体への新規相談件数は、WAM助成を受けた2019年度は182件でしたが、2020年度は281人・2021年度は643人・
2022年度は1208人と急増しました。2022年6月にはAV出演被害防止救済法が施行。2023年７月13日に施行したグルー
ミング罪・性的撮影罪では、WAM助成期間中に法制審議会（性犯罪関係）からヒアリングを受け、要望した内容の多くが反映さ
れました。2019年当時はまだ光の当たらない社会課題であった「デジタル性暴力」について、本助成を受け、社会的認知度が
向上でき社会化・制度化に至りました。今後は新しい法律をフル活用して相談支援に努めていきたいと思っています。（金尻氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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を
も
つ
若
者
の
実
態
調
査
、②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、

③
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
居
場
所
事
業
、
④

地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活
実
態
を
把
握

し
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
実
態
調
査
で
は
、
若
者
の
な
か
で
も
、
と
く

に
潜
在
化
し
や
す
い
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を

あ
て
た
ほ
か
、
同
協
会
の
若
者
支
援
事
業
に
参
加
し

て
い
る
ペ
ル
ー
人
を
対
象
に
行
っ
た
。

　「ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を
あ
て
た
理
由
は
、

豊
中
市
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
留
学
生
で
は
な
く
、

先
に
仕
事
で
来
日
し
た
親
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、『
家

族
滞
在
』
と
い
う
在
留
資
格
で
日
本
に
暮
ら
し
て
い

る
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
若
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
教
育
よ
り
働
き
手
と
し
て
日
本
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
義
務
教
育
学
齢

期
（
15
歳
）
を
超
え
て
来
日
し
た
場
合
、
日
本
語
を

学
ぶ
機
会
が
な
く
、
中
学
校
へ
の
編
入
や
高
校
進
学

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
言
葉
の
壁
か
ら
就
労
も
ま
ま

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
、
家
族
滞
在
と
い
う
在
留
資
格
に

よ
る
就
労
時
間
の
制
限
、
安
心
し
て
自
分
が
出
せ
る

居
場
所
が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
た
め
、

社
会
的
に
孤
立
し
た

若
者
の
生
活
実
態
を

把
握
し
、
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
」。

　調
査
方
法
は
、
市

内
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー

ル
料
理
店
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
同
協
会
の

ネ
パ
ー
ル
人
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
訪
問
し

て
若
者
・
保
護
者
9

人
を
対
象
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
う
な
か
で
、

同
協
会
や
地
域
の
支

援
団
体
と
つ
な
が
り

が
な
い
若
者
が
多

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
情
報
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「例
え
ば
、ネ
パ
ー
ル
人
に
多
い『
家
族
滞
在
』は
、親

に
付
随
し
た
在
留
資
格
の
た
め
、
親
が
帰
国
す
る
と

家
族
も
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
18
歳
未

満
で
来
日
し
た
場
合
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
す
る
こ

と
で
在
留
資
格
を
特
定
活
動
に
変
更
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
長
期
的
に
生
活
し
て

い
き
た
い
若
者
に
と
っ
て
は
高
校
に
進
学
し
て
卒
業

す
る
こ
と
が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

計43回開催した「たまりば」には、
延べ126人の外国にルーツをもつ若
者が参加した。活動では、主に調理活
動を行い、一緒に食事をすることで参
加者が話をしやすい環境をつくった

公益財団法人とよなか国際交流協会
外国にルーツをもつ若者支援事業

令和2年度事業

助成額
132万4千円

【事業概要】
　社会的に潜在化しやすい外国にルーツをもつ若者が抱える課題やニーズを明らか
にすることを目的とした実態調査をはじめ、若者自身がレジリエンスやライフスキ
ルを習得できる居場所づくり、進学や就労のための日本語サポートのほか、支援ス
タッフの育成研修を実施する事業

【実施内容】
◆�外国にルーツをもつ若者の実態調査
外国にルーツをもつ若者のなかでも、
より潜在化しやすいネパール人に焦点
を当てたインタビュー調査を行い、生
活実態や課題、ニーズを明らかにする
◆�スキルアップ研修
支援スタッフの資質向上を目的にし
たスキルアップ研修を実施
◆�居場所事業
外国にルーツをもつ若者が安心して
集い、仲間と出会える居場所「たま
りば」を運営し、相談対応や生活に
必要な情報を提供
◆�地域で作るライフプランニングのため
の日本語サポート
進学・就労を希望す
る若者への日本語サ
ポートを実施し、若
者自身が将来を切り
開くことができるよう
支援

事業概要

【成果】
◆実態調査では、ネパール人の若者・保護者 9人と、ペル
ー人の若者 5人にインタビューを実施。これまでつなが
りがなかった若者の生活実態を把握するとともに、同法人
の若者支援事業への参加に結びついた

◆支援スタッフを対象にしたスキルアップ研修では、スーパ
ーバイザーによるスーパービジョン（全12回）、グループワー
ク研修（全3回）を実施。延べ33人の支援スタッフが参加
し、相談援助におけるスキル・技術を習得することができた

◆計43回（うちオンライン開催4回）開催した「たまりば」
は、延べ126人の若者が参加した。「たまりば」では、相
談対応のほか、ネパールの祭り「ダサイン」や「子ども・若者
交流会」などのイベントを開催し、若者自身がスタッフと
して参加することでエンパワメントされる姿がみられた

◆日本語支援を行う市民グループの協力を受けて実施した日
本語サポート（計23回）は、高校進学を目指した若者2
人が志望校に合格することができた

▼
　事業の波及効果として、令和 3年 4月から自主事業で行
っていた外国にルーツをもつ若者支援事業が、受託する「と
よなか国際交流センター」の指定管理事業のなかに組み込ま
れ、継続的な支援の提供体制を構築することにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
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外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
が

自
分
ら
し
く
過
ご
し
、活
躍
で
き
る
場
づ
く
り

大
阪
府
豊
中
市
・
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

外
国
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

多
様
な
支
援
に
取
り
組
む

　大
阪
府
豊
中
市
に
あ
る
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か

国
際
交
流
協
会
（
理
事
長
：
松
本
康
之
氏
）
は
、「
市

民
の
主
体
的
で
広
範
な
参
加
に
よ
り
、
人
権
尊
重
を

基
調
と
し
た
国
際
交
流
活
動
を
地
域
か
ら
進
め
、
世

界
と
つ
な
が
る
多
文
化
共
生
の
社
会
を
つ
く
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
5
年
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。

　現
在
は
、「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
日
本
語
交
流
活
動
を
は
じ
め
、

多
言
語
に
よ
る
相
談
サ
ー
ビ
ス
、多
文
化
保
育
活
動
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、

学
習
支
援
事
業
、国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、外
国

人
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
沿
っ
た
多
様
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
4
月
に
は
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、同
協
会
で
は
、「
子
ど
も
」
か
ら
「
大
人
」

へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
若
者
を
対
象
に
し
た
事
業
の

必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
か
ら
若
者

支
援
事
業
と
し
て
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
進

学
や
就
労
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
居
場
所
づ
く

り
や
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　豊
中
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
状
況
に
つ
い
て
、

事
業
主
任
の
山
根
絵
美
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。　「豊

中
市
の
人
口
約
41
万
人
の
う
ち
、
外
国
人
は

約
６
０
０
０
人
で
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
1
・

5
％
と
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
多
い
地
域
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
内
訳
と
し
て
は
、
韓
国
・
朝
鮮
が
最
も
多

く
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
続
き
、
ア
ジ
ア
圏
が
約
9
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
徴
と
し
て
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
と

す
る
特
別
永
住
者
、
永
住
者
が
多
い
ほ
か
、
市
内
に

国
立
大
学
が
あ
る
関
係
か
ら
留
学
生
も
多
く
、国
籍
・

地
域
別
で
は
90
カ
国
く
ら
い
の
外
国
人
が
地
域
に
点

在
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
技
能
実
習
生

と
し
て
来
日
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
と
と
も
に
、
ネ
パ
ー

ル
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
」（
以
下
、「  

」
内

は
山
根
氏
の
説
明
）。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

実
態
調
査
を
実
施

　同
法
人
は
、
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
支
援
事
業
」
を

実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活

実
態
の
把
握
と
支
援
を
目
的
に
、
①
外
国
に
ル
ー
ツ

 WAMから ひと言

　職員のスキルアップ研修や、豊中市
内に暮らすネパール人の実態調査な
ど、支援対象者への直接支援以外の事
業を併せて実施されていたことが印
象的でした。若者支援事業の具体的事
例に関する研修を直接支援に活かせ
たこと、実態調査でつながった支援対
象者に対して調査だけにとどまらず
アプローチができたことなど、複数の
事業の組み合わせによる相乗効果が
生まれていました。支援対象者の現状
に即して事業を展開したことが、若者
支援事業の予算化などの成果につな
がったと考えられます。

15 ●WAMー2022.4

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活
実
態
の
把
握

と
支
援
を
目
的
に
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

実
態
調
査
を
は
じ
め
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
居
場
所
事

業
、
地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
大
阪
府
豊
中
市

の
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

7
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を
も
つ
若
者
の
実
態
調
査
、②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、

③
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
居
場
所
事
業
、
④

地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の
日
本

語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の
生
活
実
態
を
把
握

し
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
実
態
調
査
で
は
、
若
者
の
な
か
で
も
、
と
く

に
潜
在
化
し
や
す
い
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を

あ
て
た
ほ
か
、
同
協
会
の
若
者
支
援
事
業
に
参
加
し

て
い
る
ペ
ル
ー
人
を
対
象
に
行
っ
た
。

　「ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
に
焦
点
を
あ
て
た
理
由
は
、

豊
中
市
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
留
学
生
で
は
な
く
、

先
に
仕
事
で
来
日
し
た
親
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、『
家

族
滞
在
』
と
い
う
在
留
資
格
で
日
本
に
暮
ら
し
て
い

る
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
若
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
教
育
よ
り
働
き
手
と
し
て
日
本
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
義
務
教
育
学
齢

期
（
15
歳
）
を
超
え
て
来
日
し
た
場
合
、
日
本
語
を

学
ぶ
機
会
が
な
く
、
中
学
校
へ
の
編
入
や
高
校
進
学

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
言
葉
の
壁
か
ら
就
労
も
ま
ま

な
ら
な
い
ケ
ー
ス
、
家
族
滞
在
と
い
う
在
留
資
格
に

よ
る
就
労
時
間
の
制
限
、
安
心
し
て
自
分
が
出
せ
る

居
場
所
が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
た
め
、

社
会
的
に
孤
立
し
た

若
者
の
生
活
実
態
を

把
握
し
、
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
」。

　調
査
方
法
は
、
市

内
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー

ル
料
理
店
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
同
協
会
の

ネ
パ
ー
ル
人
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
訪
問
し

て
若
者
・
保
護
者
9

人
を
対
象
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
う
な
か
で
、

同
協
会
や
地
域
の
支

援
団
体
と
つ
な
が
り

が
な
い
若
者
が
多

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
情
報
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
、
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「例
え
ば
、ネ
パ
ー
ル
人
に
多
い『
家
族
滞
在
』は
、親

に
付
随
し
た
在
留
資
格
の
た
め
、
親
が
帰
国
す
る
と

家
族
も
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
18
歳
未

満
で
来
日
し
た
場
合
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
す
る
こ

と
で
在
留
資
格
を
特
定
活
動
に
変
更
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
長
期
的
に
生
活
し
て

い
き
た
い
若
者
に
と
っ
て
は
高
校
に
進
学
し
て
卒
業

す
る
こ
と
が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

計43回開催した「たまりば」には、
延べ126人の外国にルーツをもつ若
者が参加した。活動では、主に調理活
動を行い、一緒に食事をすることで参
加者が話をしやすい環境をつくった

公益財団法人とよなか国際交流協会
外国にルーツをもつ若者支援事業

令和2年度事業

助成額
132万4千円

【事業概要】
　社会的に潜在化しやすい外国にルーツをもつ若者が抱える課題やニーズを明らか
にすることを目的とした実態調査をはじめ、若者自身がレジリエンスやライフスキ
ルを習得できる居場所づくり、進学や就労のための日本語サポートのほか、支援ス
タッフの育成研修を実施する事業

【実施内容】
◆�外国にルーツをもつ若者の実態調査
外国にルーツをもつ若者のなかでも、
より潜在化しやすいネパール人に焦点
を当てたインタビュー調査を行い、生
活実態や課題、ニーズを明らかにする
◆�スキルアップ研修
支援スタッフの資質向上を目的にし
たスキルアップ研修を実施
◆�居場所事業
外国にルーツをもつ若者が安心して
集い、仲間と出会える居場所「たま
りば」を運営し、相談対応や生活に
必要な情報を提供
◆�地域で作るライフプランニングのため
の日本語サポート
進学・就労を希望す
る若者への日本語サ
ポートを実施し、若
者自身が将来を切り
開くことができるよう
支援

事業概要

【成果】
◆実態調査では、ネパール人の若者・保護者 9人と、ペル
ー人の若者 5人にインタビューを実施。これまでつなが
りがなかった若者の生活実態を把握するとともに、同法人
の若者支援事業への参加に結びついた

◆支援スタッフを対象にしたスキルアップ研修では、スーパ
ーバイザーによるスーパービジョン（全12回）、グループワー
ク研修（全3回）を実施。延べ33人の支援スタッフが参加
し、相談援助におけるスキル・技術を習得することができた

◆計43回（うちオンライン開催4回）開催した「たまりば」
は、延べ126人の若者が参加した。「たまりば」では、相
談対応のほか、ネパールの祭り「ダサイン」や「子ども・若者
交流会」などのイベントを開催し、若者自身がスタッフと
して参加することでエンパワメントされる姿がみられた

◆日本語支援を行う市民グループの協力を受けて実施した日
本語サポート（計23回）は、高校進学を目指した若者2
人が志望校に合格することができた

▼
　事業の波及効果として、令和 3年 4月から自主事業で行
っていた外国にルーツをもつ若者支援事業が、受託する「と
よなか国際交流センター」の指定管理事業のなかに組み込ま
れ、継続的な支援の提供体制を構築することにつながった

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

　「12
月
に
来
日
し
た
若
者
2
人
か
ら
今
年
度
に
高

校
を
受
験
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
受
験
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
加
え
、
当

協
会
が
実
施
す
る
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
と
も
連

携
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、3
カ
月
と
い
う
短
期
間
な
が
ら
も
、

高
校
進
学
を
目
指
し
た
若
者
2
人
が
志
望
校
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

令
和
３
年
度
か
ら
若
者
支
援
事
業
が

指
定
管
理
事
業
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
若
者
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

支
援
ス
キ
ル
の
向
上
や
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
当
協

会
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た
若
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
後
の
相
談
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
活
動
時
間

の
短
縮
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
活
動
を
休
止
せ
ず
に
継
続
で
き
た
こ
と
で
若
者

同
士
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
後
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令

和
3
年
4
月
か
ら
自
主
事
業
で
行
っ
て
い
た
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
支
援
事
業
の
取
り
組
み
が
、
受

託
す
る
「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定

管
理
事
業
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

継
続
的
な
支
援
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
。

　「今
後
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
若
者
支

援
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
者
や
親

向
け
に
在
留
資
格
に
関
す
る
勉
強
会
や
、
地
域
の
夜

間
中
学
校
や
定
時
制
高
校
と
の
連
携
の
強
化
、
豊
中

市
と
の
合
同
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
支
援
の
展
開

を
構
想
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、居
場
所
の
な
か
で
、

参
加
者
が
社
会
的
な
自
己
実
現
を
達
成
で
き
る
よ
う

な
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　一
方
、課
題
と
し
て
は
、外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

な
か
に
は
、
日
本
語
が
わ
か

ら
な
い
家
族
の
世
話
や
仕
事

を
手
伝
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
、
周
囲
と
の
関
係

が
つ
く
れ
ず
、
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
る
若
者
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若

者
の
多
様
な
支
援
を
行
う
同

協
会
の
活
動
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当協会は、他団体の助成事業を活用
した経験がありますが、居場所での食
材費に助成金を使用できない助成が多
いなか、柔軟に対応していただいたこ
とで多くの若者の参加につながりまし
た。また、報告書などの提出書類の

フォーマットも非常にしっかりしているため、書類作成の負
担が少なく、現場での支援に集中することができました。
　今後の課題としては、外国にルーツのある若者に限らず、
地域で暮らす外国人の生活課題はみえにくい部分があり、コ
ロナ禍で浮き彫りになった経済的な問題や在留資格といった
社会課題があることを可視化していく必要があると思ってい
ます。そして、そのような人たちも社会の大事な担い手であ
るということを、地域のなかで認識してもらいながら、さま
ざまな活動に取り組んでいきたいと考えています。

公益財団法人とよなか国際交流協会

事業主任　山根  絵美氏

社会課題の可視化に取り組む

〒560−0026  
大阪府豊中市玉井町 1-1-1-601 エトレ豊中 6 階
T E L： 06−6843−4343
FA X： 06−6843−4375
U R L： https://www.a-atoms.info
設　立：平成 5 年 10 月
理事長：松本　康之

◆団体概要

イベントとして実施した「ネパールの子ども・
若者交流会」。若者自身がスタッフとして参
加することでエンパワメントされる姿がみら
れた

た
め
、
そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
や
高
校
進
学
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
5
人
の
ペ
ル
ー
人
を
対
象
に

し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
仲
間
が
い
る

こ
と
が
そ
の
後
も
強
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
こ
の
よ
う
な
互
い
に
支
え
あ
え
る
仲
間
づ
く
り

の
活
動
を
さ
ら
に
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
」。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
よ
り

支
援
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
の
向
上
を
図
る

　若
者
支
援
事
業
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で
は
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研

修
を
実
施
し
、
延
べ
33
人
が
参
加
し
た
。

　計
12
回
実
施
し
た
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
う
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
２
回
）
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
若
者
支

援
事
業
や
相
談
対
応
に
お
い
て
困
難
な
こ
と
や
、
自

身
の
対
応
に
つ
い
て
、
外
国
人
支
援
に
関
わ
る
臨
床

心
理
士
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
相
談
援
助
に
お
け
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　ま
た
、
計
3
回
開
催
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修

は
、
大
学
教
授
を
講
師
に
招
き
、
若
者
支
援
事
業
の

具
体
的
な
事
例
検
討
を
行
い
、
課
題
を
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
研
修
に

は
、
若
者
支
援
事
業
と
深
く
関
わ
る
日
本
語
交
流
事

業
や
相
談
事
業
の
支
援
担
当
者
も
一
緒
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
若
者
支
援
事
業
だ
け
で
な
く
、
他
事
業
と

の
つ
な
が
り
や
連
携
に
つ
い
て
も
俯
瞰
し
て
振
り
返

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　「外
国
人
の
相
談
対
応
で
は
、
入
国
管
理
や
在
留

資
格
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
個
人
よ
り
も
家
族
の
利
益
が
優
先

さ
れ
る
な
ど
、国
ご
と
に
文
化
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
あ
た
り
の
文
化
的
な
背
景
を
理
解
し
た
う
え
で

支
援
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
」。

相
談
機
能
を
も
つ
居
場
所
を
運
営

　外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
が
安
心
し
て
集
い
、

仲
間
と
出
会
え
る
居
場
所
「
た
ま
り
ば
」
は
、
毎
週

日
曜
日
（
第
1
日
曜
を
除
く
）
の
17
～
20
時
の
時
間

帯
に
計
39
回
開
催
し
、
延
べ
１
２
６
人
の
若
者
が
参

加
し
た
。
令
和
2
年
4
～
5
月
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
よ
り
開
催
場
所
の
「
と
よ
な
か
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
」
が
休
館
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
オ
ン

ラ
イ
ン
（
4
回
）
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
居
場
所
の

活
動
を
休
止
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
る
。

　「た
ま
り
ば
」で
は
、調
理
活
動
を
メ
イ
ン
に
行
い
、

参
加
者
が
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
、
日
々
の
出
来

事
や
生
活
の
悩
み
な
ど
を
本
音
で
話
し
あ
え
る
場
と

な
っ
て
い
る
。支
援
体
制
で
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
相
談
員
を
配
置
し
、
相
談
対
応
や
生
活
に
必
要
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
者
に
安
心
感
を
も

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
れ

ま
で
実
費
負
担
で
あ
っ
た
調
理
活
動
の
食
材
費
を
令

和
2
年
度
か
ら
助
成
金
か
ら
支
出
し
た
こ
と
で
参
加

し
や
す
く
な
り
、
活
動
の
な
か
で
若
者
た
ち
の
生
活

課
題
が
よ
り
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「と
く
に
ネ
パ
ー
ル
人
の
若
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き
く
、
失
業
し

た
り
、ア
ル
バ
イ
ト
の
シ
フ
ト
が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
食
材
費
を
無
料
に
し
た
こ
と
で
、
十
分
な
食

事
が
で
き
て
い
な
い
若
者
に
と
っ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、「
た
ま
り
ば
」
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
祭

り
「
ダ
サ
イ
ン
」
や
、「
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
・
若

者
交
流
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
若
者
自

身
が
企
画
や
運
営
に
関
わ
り
、
人
の
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
さ
れ
る
姿
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

高
校
進
学
を
希
望
す
る
若
者
へ
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト

　「地
域
で
作
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
で
は
、
外
国
に
ル

ー
ツ
を
も
つ
若
者
自
身
で
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
進
学
や
就
労
を
希
望
す
る
若
者
へ
の

日
本
語
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　日
本
語
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
語
支
援

を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
受
け
、
令
和
2
年

12
月
～
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
期
間
に
計
23
回
開
催

し
た
。

17 ●WAMー2022.4

居場所では、仲間と交流しながら、コーディ
ネーターや相談員に相談できるため、参加
者にとって安心できる場になっている
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

　「12
月
に
来
日
し
た
若
者
2
人
か
ら
今
年
度
に
高

校
を
受
験
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
受
験
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
加
え
、
当

協
会
が
実
施
す
る
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
と
も
連

携
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、3
カ
月
と
い
う
短
期
間
な
が
ら
も
、

高
校
進
学
を
目
指
し
た
若
者
2
人
が
志
望
校
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

令
和
３
年
度
か
ら
若
者
支
援
事
業
が

指
定
管
理
事
業
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

も
つ
若
者
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の

支
援
ス
キ
ル
の
向
上
や
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
居
場
所

づ
く
り
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
当
協

会
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た
若
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
後
の
相
談
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
活
動
時
間

の
短
縮
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
活
動
を
休
止
せ
ず
に
継
続
で
き
た
こ
と
で
若
者

同
士
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
後
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令

和
3
年
4
月
か
ら
自
主
事
業
で
行
っ
て
い
た
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
支
援
事
業
の
取
り
組
み
が
、
受

託
す
る
「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定

管
理
事
業
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

継
続
的
な
支
援
提
供
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
。

　「今
後
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
若
者
支

援
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
者
や
親

向
け
に
在
留
資
格
に
関
す
る
勉
強
会
や
、
地
域
の
夜

間
中
学
校
や
定
時
制
高
校
と
の
連
携
の
強
化
、
豊
中

市
と
の
合
同
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
支
援
の
展
開

を
構
想
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、居
場
所
の
な
か
で
、

参
加
者
が
社
会
的
な
自
己
実
現
を
達
成
で
き
る
よ
う

な
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　一
方
、課
題
と
し
て
は
、外

国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若
者
の

な
か
に
は
、
日
本
語
が
わ
か

ら
な
い
家
族
の
世
話
や
仕
事

を
手
伝
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
、
周
囲
と
の
関
係

が
つ
く
れ
ず
、
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
る
若
者
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
若

者
の
多
様
な
支
援
を
行
う
同

協
会
の
活
動
が
全
国
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　当協会は、他団体の助成事業を活用
した経験がありますが、居場所での食
材費に助成金を使用できない助成が多
いなか、柔軟に対応していただいたこ
とで多くの若者の参加につながりまし
た。また、報告書などの提出書類の

フォーマットも非常にしっかりしているため、書類作成の負
担が少なく、現場での支援に集中することができました。
　今後の課題としては、外国にルーツのある若者に限らず、
地域で暮らす外国人の生活課題はみえにくい部分があり、コ
ロナ禍で浮き彫りになった経済的な問題や在留資格といった
社会課題があることを可視化していく必要があると思ってい
ます。そして、そのような人たちも社会の大事な担い手であ
るということを、地域のなかで認識してもらいながら、さま
ざまな活動に取り組んでいきたいと考えています。

公益財団法人とよなか国際交流協会

事業主任　山根  絵美氏

社会課題の可視化に取り組む

〒560−0026  
大阪府豊中市玉井町 1-1-1-601 エトレ豊中 6 階
T E L： 06−6843−4343
FA X： 06−6843−4375
U R L： https://www.a-atoms.info
設　立：平成 5 年 10 月
理事長：松本　康之

◆団体概要

イベントとして実施した「ネパールの子ども・
若者交流会」。若者自身がスタッフとして参
加することでエンパワメントされる姿がみら
れた

　「外国にルーツをもつ若者支援事業」がWAM助成終了後に「とよなか国際交流センター」指定管理事業となり２年目となりました。若
者の日本語サポートや、さまざまな相談（進路や精神面等）については、当協会で実施している他の事業と連携し、引き続き実施しています。
　「若者のたまりば」については、令和4年度一年をかけ、居場所についての検討会を実施し、年度途中からいったん規模を
縮小（月３回から月1回へ）しました。居場所の目指すものや、コーディネーター・職員の役割を改めて確認し、令和5年
度からは新たな体制で取り組みを始めています。地域の夜間中学校や定時制高校、若者サポートステーション、その他の地域
の居場所などとも連携をとりながら、活動の規模も参加者のニーズに合わせて徐々に拡充予定です。（山本氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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支
援
、
多
世
代
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

①
「
と
ま
り
木
」
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
と
広
報
事
業
、

②
支
援
者
・
保
護
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
・
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
③
ま
ち
の
居
場
所
活
用
モ
デ

ル
事
業
、
④
子
ど
も
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
実
施

し
た
。

　①
「『
と
ま
り
木
』
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
と
広
報

事
業
」
で
は
、
孤
立
し
て
い
る
親
子
が
地
域
の
居
場

所
（
と
ま
り
木
）
や
支
援
者
と
つ
な
が
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を

行
っ
た
。

　新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
街
の
と
ま
り
木
」

は
、居
場
所
（
と
ま
り
木
）
ご
と
の
詳
細
が
わ
か
り
、

目
的
や
地
域
別
に
合
わ
せ
た
検
索
の
ほ
か
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
遊
び
の
場
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
、
親
の
会
な
ど
を
探
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
同
団
体
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居

場
所
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
も
随
時
更
新

で
き
る
機
能
を
備
え
た
。

　広
報
活
動
で
は
、
居
場
所
を
示
す
ロ
ゴ
ス
テ
ッ
カ

ー
を
よ
り
丈
夫
な
も
の
と
し
た
こ
と
に
加
え
、「
と

ま
り
木
」
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
や
魅
力
、
運
営
の
始

め
方
を
掲
載
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
国

の
居
場
所
に
配
布
す
る
こ
と
で
活
動
を
広
く
周
知
し

た
。　こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
小
中
学
校

が
一
斉
休
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
は
学
校
に
通
う
子
ど
も
を
含
め
、
多
く
の
親

子
に
利
用
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、

約
１
０
０
施
設 

・
団
体
か
ら
居

場
所
の
登
録
申

し
込
み
が
あ

り
、
登
録
数
は

全
国
約
４
０
０

カ
所
に
ま
で
拡

大
し
た
と
い
う
。

支
援
者
・
保
護
者
を
対
象
に
し
た

講
座
と
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　②「
支
援
者
・
保
護
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」

で
は
、「
と
ま
り
木
」
の
オ
ー
ナ
ー
と
孤
立
し
て
い

る
保
護
者
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
定
期
的
な
研
修

や
、
支
援
の
担
い
手
と
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
る
オ

ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を

安心して立ち寄れる地域の居場所（とまり木）とし
て、全国の児童館やプレーパーク、学習塾、フリー
スクール、カフェ、農園など、約400カ所が登
録されている

FUTURE DESIGN
街に多様な学びと多世代交流の場を創る多様な学びプロジェクト事業

令和 2 年度事業

助成額
200万円

【事業概要】
　孤立している不登校の子どもや保護者が地域の居場所につながり、育ちや子育て
支援、地域コミュニティの場とすることを目的に、不登校家庭と居場所をつなげる
サイトのアップグレードを行うとともに、保護者・支援者向けと子ども向けのオン
ライン講座、居場所を活用したモデル事業を実施する事業

【実施内容】
◆�『とまり木』マッチングサイトと広報事業
不登校家族が地域の居場所（とまり木）につなが
りやすくするため、居場所の情報をはじめ、地域、
目的、カテゴリー別に検索ができるサイトを整備
◆�支援者・保護者向けのオンライン講座・ピアカ
ウンセリング
子どもが信頼関係を育み、成長できる地域の居
場所や家庭を増やすことを目的に、支援者と保
護者を対象にしたオンライン講座やピアカウン
セリングを実施
◆�まちの居場所活用モデル事業
居場所に登録する農園での農作業を通して、子
どもたちの生きる力を育みながら多世代交流を
行う
◆�子ども向けオンライン講座
居場所に参加ができ
ない不登校の子ども
を対象に、オンライ
ンによる講座や部活
動を行うことで家族
以外の人と信頼関係
を築き、自信や自己
肯定感の向上を図る

事業概要

【成果】
◆アップグレードしたポータルサイト「街のとま
り木」は、令和2年度は新型コロナ感染拡大の
影響で学校が一斉休校になったこともあり、学
校に通う子どもも含めて多くの親子に利用され
た。居場所（とまり木）の登録数は全国約400
カ所に拡大した

◆毎月開催した支援者・保護者向けのオンライン
講座は、毎回100人前後、延べ1500人以上が
参加した。有料サロン会員は1年間で149人
となり、全国的なつながりが形成された

◆まちの居場所活用モデル事業には、不登校等の
子ども延べ212人、保護者延べ102人が参加。
農作業を学んだ
ほか、栽培した
作物の販売会や
試食会を通じて
地域住民との交
流も生まれた

◆不登校の小中高生を対象にした子ども向けオン
ライン講座には延べ151人が参加。講座に参加
することで学校の出席扱いになるなど学校との
連携も進んだ

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

不
登
校
の
子
ど
も
が
人
と
つ
な
が
り

学
び
あ
え
る
場
づ
く
り

神
奈
川
県
川
崎
市
・
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

社
会
的
に
孤
立
し
が
ち
な

不
登
校
家
庭
を
支
援

　神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ
る
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
は
、「
街
全
体
を
学
び
場
に

　子
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
学
び
が
広
く
認
め
ら
れ
る
社
会
を
目

指
し
て
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
社
会
の
な
か

で
孤
立
し
や
す
い
不
登
校
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　団
体
の
設
立
経
緯
は
、
代
表
の
生
駒
知
里
氏
の
長

男
が
小
学
校
１
年
生
の
と
き
に
不
登
校
に
な
り
ホ
ー

ム
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
過
ご
す
も
の
の
、
学
校
以
外
で

の
教
育
の
機
会
や
社
会
体
験
の
場
が
少
な
く
、
子
ど

も
が
家
庭
で
育
つ
こ
と
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い

と
感
じ
、
不
登
校
家
庭
の
親
子
が
孤
立
せ
ず
に
学
校

外
で
学
ぶ
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
こ
と
を
目
指

し
、
平
成
29
年
10
月
に
支
援
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。

　支
援
活
動
で
は
、
孤
立
す
る
不
登
校
家
庭
の
親
子

が
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
居
場
所
を
「
と
ま

り
木
」と
し
て
実
施
。
居
場
所
を
可
視
化
す
る
た
め
、

「
と
ま
り
木
」
に
は
ロ
ゴ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
と

ま
り
木
」
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、雑
貨
屋
な
ど
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
職
業
に
し
て
い
る
大
人
か
ら

仕
事
を
学
ぶ
「
ま
ち
の
先
生
」、
農
家
の
協
力
に
よ

り
農
業
体
験
を
行
う
「
コ
ド
モ
農
業
大
学
」
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　「と
ま
り
木
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
仕
組
み
に
つ
い

て
生
駒
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「居
場
所
づ
く
り
で
は
、
新
た
な
箱
を
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
既
存
の
施
設
・
場
所
を
活
用
す
る
こ
と

で
多
様
な
居
場
所
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味

や
関
心
の
あ
る
活
動
を
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る
新

し
い
街
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

い
ま
す
。
仕
組
み
と
し
て
は
、
活
動
へ
の
参
画
を
希

望
す
る
方
に
『
と
ま
り
木
』
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
開
放

す
る
居
場
所
を
登
録
し
て
も
ら
い
、
登
録
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
は
無
料
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
活

動
地
域
は
全
国
に
広
が
り
、
児
童
館
や
学
童
保
育
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
、
ア
ト
リ
エ
教
室
、
カ
フ
ェ
、
楽
器

店
な
ど
が
居
場
所
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
」（
以

下
、「  

」
内
は
生
駒
代
表
の
説
明
）。

　「と
ま
り
木
」
オ
ー
ナ
ー
は
、支
援
関
係
者
に
と
ど

ま
ら
ず
、
活
動
に
共
感
し
た
人
や
自
身
の
子
ど
も
に

不
登
校
の
経
験
が
あ
る
人
の
参
画
も
多
い
と
い
う
。

不
登
校
家
庭
の
親
子
と

居
場
所
を
つ
な
ぐ
サ
イ
ト
を
新
設

　同
団
体
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
街
に
多
様
な
学
び
と
多
世
代
交
流
の
場
を
創

る
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
孤
立
し
て
い
る
不
登
校
親
子
が
地
域

の
居
場
所
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
学
び
や
子
育
て

 WAMから ひと言

　代表自身の経験から、不登校家庭にとっ
て真に必要な支援は何かを常に考え、子
どもたちの多様な居場所・学び場づくりを
行っているだけでなく、ポータルサイトを
通じて全国規模で支援者と家庭をつなぐ
ネットワークを確立し、定期的に勉強会や
交流会を行っていることは、保護者や支援
者にとっても大きな役割を果たしていると
思われます。
　新型コロナの影響もあり、孤立した不登
校児童の家庭が増えているなか、オンライ
ンと実際の体験活動を組み合わせ、新しい
事業展開の形を工夫されている点が評価で
きます。
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孤
立
す
る
不
登
校
家
庭
の
親
子
が
安
心
し
て
立
ち

寄
れ
る
地
域
の
居
場
所
を
「
と
ま
り
木
」
と
し
た
、
多

様
な
居
場
所
・
学
び
場
づ
く
り
を
は
じ
め
、
支
援
者

と
家
庭
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
実
際
の
体
験
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
な

ど
を
実
施
し
た
神
奈
川
県
川
崎
市
の
F
U
T
U
R
E
　

D
E
S
I
G
N
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

8
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支
援
、
多
世
代
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

①
「
と
ま
り
木
」
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
と
広
報
事
業
、

②
支
援
者
・
保
護
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
・
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
③
ま
ち
の
居
場
所
活
用
モ
デ

ル
事
業
、
④
子
ど
も
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
実
施

し
た
。

　①
「『
と
ま
り
木
』
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
と
広
報

事
業
」
で
は
、
孤
立
し
て
い
る
親
子
が
地
域
の
居
場

所
（
と
ま
り
木
）
や
支
援
者
と
つ
な
が
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を

行
っ
た
。

　新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
街
の
と
ま
り
木
」

は
、居
場
所
（
と
ま
り
木
）
ご
と
の
詳
細
が
わ
か
り
、

目
的
や
地
域
別
に
合
わ
せ
た
検
索
の
ほ
か
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
遊
び
の
場
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
、
親
の
会
な
ど
を
探
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
同
団
体
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居

場
所
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
も
随
時
更
新

で
き
る
機
能
を
備
え
た
。

　広
報
活
動
で
は
、
居
場
所
を
示
す
ロ
ゴ
ス
テ
ッ
カ

ー
を
よ
り
丈
夫
な
も
の
と
し
た
こ
と
に
加
え
、「
と

ま
り
木
」
の
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
や
魅
力
、
運
営
の
始

め
方
を
掲
載
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
国

の
居
場
所
に
配
布
す
る
こ
と
で
活
動
を
広
く
周
知
し

た
。　こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
小
中
学
校

が
一
斉
休
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
は
学
校
に
通
う
子
ど
も
を
含
め
、
多
く
の
親

子
に
利
用
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、

約
１
０
０
施
設 

・
団
体
か
ら
居

場
所
の
登
録
申

し
込
み
が
あ

り
、
登
録
数
は

全
国
約
４
０
０

カ
所
に
ま
で
拡

大
し
た
と
い
う
。

支
援
者
・
保
護
者
を
対
象
に
し
た

講
座
と
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　②「
支
援
者
・
保
護
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」

で
は
、「
と
ま
り
木
」
の
オ
ー
ナ
ー
と
孤
立
し
て
い

る
保
護
者
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
定
期
的
な
研
修

や
、
支
援
の
担
い
手
と
保
護
者
同
士
が
つ
な
が
る
オ

ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を

安心して立ち寄れる地域の居場所（とまり木）とし
て、全国の児童館やプレーパーク、学習塾、フリー
スクール、カフェ、農園など、約400カ所が登
録されている

FUTURE DESIGN
街に多様な学びと多世代交流の場を創る多様な学びプロジェクト事業

令和 2 年度事業

助成額
200万円

【事業概要】
　孤立している不登校の子どもや保護者が地域の居場所につながり、育ちや子育て
支援、地域コミュニティの場とすることを目的に、不登校家庭と居場所をつなげる
サイトのアップグレードを行うとともに、保護者・支援者向けと子ども向けのオン
ライン講座、居場所を活用したモデル事業を実施する事業

【実施内容】
◆�『とまり木』マッチングサイトと広報事業
不登校家族が地域の居場所（とまり木）につなが
りやすくするため、居場所の情報をはじめ、地域、
目的、カテゴリー別に検索ができるサイトを整備
◆�支援者・保護者向けのオンライン講座・ピアカ
ウンセリング
子どもが信頼関係を育み、成長できる地域の居
場所や家庭を増やすことを目的に、支援者と保
護者を対象にしたオンライン講座やピアカウン
セリングを実施
◆�まちの居場所活用モデル事業
居場所に登録する農園での農作業を通して、子
どもたちの生きる力を育みながら多世代交流を
行う
◆�子ども向けオンライン講座
居場所に参加ができ
ない不登校の子ども
を対象に、オンライ
ンによる講座や部活
動を行うことで家族
以外の人と信頼関係
を築き、自信や自己
肯定感の向上を図る

事業概要

【成果】
◆アップグレードしたポータルサイト「街のとま
り木」は、令和2年度は新型コロナ感染拡大の
影響で学校が一斉休校になったこともあり、学
校に通う子どもも含めて多くの親子に利用され
た。居場所（とまり木）の登録数は全国約400
カ所に拡大した

◆毎月開催した支援者・保護者向けのオンライン
講座は、毎回100人前後、延べ1500人以上が
参加した。有料サロン会員は1年間で149人
となり、全国的なつながりが形成された

◆まちの居場所活用モデル事業には、不登校等の
子ども延べ212人、保護者延べ102人が参加。
農作業を学んだ
ほか、栽培した
作物の販売会や
試食会を通じて
地域住民との交
流も生まれた

◆不登校の小中高生を対象にした子ども向けオン
ライン講座には延べ151人が参加。講座に参加
することで学校の出席扱いになるなど学校との
連携も進んだ
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　④「
子
ど
も
向
け
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
」は
、「子

ど
も
哲
学
カ
フ
ェ
」（
全

12
回
）と
、「
こ
こ
か
ら

世
界
へ
」（
全
8
回
）を

実
施
し
、
延
べ
１
５
１

人
が
参
加
し
た
。

　『子
ど
も
哲
学
カ
フ

ェ
』
で
は
、『
な
ぜ
ル
ー

ル
は
あ
る
の
か
』、『
ど

う
し
て
ケ
ン
カ
は
起
こ
る
の
か
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
哲
学
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、

非
認
知
能
力
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、『
こ
こ
か
ら
世
界
へ
』
で
は
、世
界
に
つ
い
て

深
く
知
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
い
、
探

求
学
習
し
て
い
く
内
容
と
し
ま
し
た
。
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
で
学
校
の
出
席
扱
い
と
し
て
認
め
ら
れ
る

な
ど
、
学
校
と
の
連
携
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。　そ

の
ほ
か
に
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
部
活
動
と
し
て「
植

物
栽
培
部
」
と
「
イ
ラ
ス
ト
部
」
を
立
ち
上
げ
、
子

ど
も
が
自
宅
で
育
て
た
植
物
や
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
の

写
真
や
動
画
を
投
稿
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
や
ス
タ
ッ

フ
が
互
い
に
コ
メ
ン
ト
し
あ
い
な
が
ら
交
流
を
深
め

た
と
い
う
。

サ
ロ
ン
運
営
が
持
続
可
能
な

運
営
基
盤
の
構
築
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
全
国
に
あ
る
「
と
ま

り
木
」
の
登
録
数
は
約
４
０
０
カ
所
と
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
に
は
不
登
校
家
庭
や
支
援
者
だ
け
で
な

く
、
学
校
関
係
者
の
参
加
も
あ
り
、
つ
な
が
り
を
生

む
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
と
ま
り
木
』
は
、

川
崎
市
の
す
べ
て
の
児

童
館
に
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
政
と

の
連
携
は
あ
ま
り
と
れ

て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
初

め
て
活
動
を
知
っ
た
方

で
も
わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ト
に
し
た
こ
と
で
理
解
が

進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
や
農
業
体
験
の
参
加
を
通
じ
て
、
子
ど

も
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
意
欲
的
に
な
る
な
ど
自
己

肯
定
感
を
回
復
す
る
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
保
護
者
も
孤
立
感
が
解
消
さ
れ
、
子
ど
も
へ
の

対
応
を
考
え
直
し
た
り
、
自
ら
居
場
所
の
運
営
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、
支
援
者
・
保
護

者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ロ
ン
は
、
助
成
事
業
終

了
後
は
有
料
会
員
制
サ
ロ
ン

（
月
額
１
０
０
０
円
）
と
し

て
運
営
を
継
続
し
て
お
り
、

現
在
の
会
員
数
は
令
和
２
年

度
時
点
の
１
４
９
人
か
ら

２
８
５
人
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
支
援
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ロ
ン
の
運
営
に
よ
り

人
件
費
を
支
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
持
続
可
能
な
運
営

基
盤
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

　

　WAM 助成の活用は初めてでし
たが、他の助成事業と比べて報告書
などの提出書類が多く、会計も厳格
なこともあり、これまでおざなりに
なっていたところをきちんと学べた
ことは非常に勉強になりました。結

果的にスタッフに人件費を支払えるようになり、持続可能
な運営体制を構築することができました。
　今後の展望としては、より多くの人たちが居場所につな
がれるよう、川崎市にある居場所をマップ化した冊子を作
成し、市内の小中学校や公民館、児童相談所などの公的施
設に配布することを予定しています。マップ化した冊子に
より、どれくらい認知が広がったのかの調査を行いながら、
モデルとして全国に広げていきたいと考えています。

FUTURE DESIGN
代表　生駒  知里氏

居場所をマップ化した冊子を作成

神奈川県川崎市高津区内
T E L： 070−6456−1473
FA X： 048−741−4007
U R L： https://www.tayounamanabi.com/
設　立：平成 29 年 10 月
代　表：生駒　知里

◆団体概要

収穫した野菜の販売会や試食会を行
うことにより、地域住民との交流も
生まれた

行
う
こ
と
で
、
孤
立
感
の
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も
に

と
っ
て
信
頼
関
係
を
育
み
な
が
ら
成
長
で
き
る
地
域

の
居
場
所
と
家
庭
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
、
支
援
者
と
保
護
者
が
一
緒

に
参
加
す
る
研
修
講
座
を
毎
月
開
催
（
支
援
者
向
け

7
回
を
含
む
全
19
回
）
し
た
ほ
か
、
支
援
者
と
保
護

者
ご
と
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
支
援
者
6
回
、

保
護
者
14
回
）
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
を
常
時
開

催
し
た
。

　支
援
者
・
保
護
者
を
対
象
に
し
た
研
修
講
座
は
、

専
門
講
師
か
ら
子
ど
も
へ
の
対
応
方
法
や
居
場
所
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
つ
い
て
、
支
援
者
向
け
の
研
修

講
座
で
は
、
居
場
所
を
継
続
的
に
運
営
で
き
る
よ
う

助
成
金
の
計
画
的
な
活
用
の
仕
方
や
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
の
手
法
、
子
ど
も
・
保
護
者
と
の
居
場
所
で

の
関
わ
り
方
な
ど
に
関
す
る
講
座
を
行
っ
た
。

　「保
護
者
に
対
し
て
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
な
か
で
ケ
ア
や
保
護
者
同

士
が
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
学
べ

る
と
い
う
視
点
を
入
れ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。
ど
う
し
て
も
親
の

会
な
ど
で
は
、
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
の
『
こ
う
し
た

ら
い
い
』
と
い
う
経
験
談
が
強
く
反
映
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
保
護
者
の
視
野
が
広
が
る
よ
う
に
、
不
登
校

の
経
験
か
ら
大
人
に
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の

話
を
聞
い
た
り
、
遊
び
の
専
門
家
の
プ
レ
ワ
ー
カ
ー

と
病
児
保
育
の
医
師
に
よ
る
対
談
を
企
画
し
、
子
ど

も
に
寄
り
添
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
ん
だ

り
、
海
外
の
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
の
事
例
な
ど
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
不
安
の
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。
研
修
講
座
で
支
援
者
と
保
護
者
が
一
緒
に
参
加

す
る
形
式
に
し
た
理
由
と
し
て
、
私
自
身
も
そ
う
で

し
た
が
、
孤
立
し
た
状
態
で
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
と
、
そ
の
次
は
自
分
自
身
で
何
か
を
始
め
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
居
場
所
を
運
営
す
る
支
援

者
と
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し
い
『
と
ま
り
木
』

に
な
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
い
が

あ
り
ま
し
た
」。

　コ
ロ
ナ
禍
で
不
登
校
の
子
ど
も
が
急
増
す
る
と
と

も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

背
景
と
当
事
者
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
も
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
は
毎
回
１
０
０
人
前
後
、

全
体
で
は
延
べ
１
５
０
０
人

以
上
が
参
加
し
て
お
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
加
入
者

は
１
４
９
人
に
達
し
た
。

農
業
体
験
で
生
き
る

力
を
育
む

　③「
ま
ち
の
居
場
所
活
動

モ
デ
ル
事
業
」
で
は
、
不
登

校
の
子
ど
も
の
生
き
る
力
を

育
み
、
多
世
代
交
流
や
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
目
的
に
、「
と
ま
り
木
」
に
登
録
す
る

農
園
の
協
力
の
も
と
農
業
体
験
を
行
い
、
子
ど
も
延

べ
２
１
２
人
、保
護
者
延
べ
１
０
２
人
が
参
加
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
農
業
体
験
を
開
始
し
た
４
～

５
月
は
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
を
避
け
、
車
で
移

動
で
き
る
人
は
現
地
で
土
づ
く
り
か
ら
始
め
、
車
で

の
移
動
が
難
し
い
人
に
は
種
を
送
り
、
自
宅
で
苗
を

育
て
て
も
ら
い
、
そ
の
後
土
づ
く
り
を
し
て
い
た
参

加
者
と
合
流
し
て
苗
を
植
え
て
野
菜
を
栽
培
し
た
。

　収
穫
後
は
、
採
れ
た
野
菜
の
販
売
会
や
試
食
会
を

行
い
、
販
売
会
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
農
業
体
験
で
は
子
ど
も

た
ち
と
は
別
に
、
保
護
者
専
用
の
畑
を
用
意
し
た
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
、
子
育

て
の
相
談
や
情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
子
育
て
の
不

安
や
孤
立
感
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　「保
護
者
は
ど
う
し
て
も
子
ど
も
の
様
子
が
気
が

か
り
で
、
口
を
出
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
の
び
の
び
と

活
動
で
き
な
く
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
畑
を
用
意

し
ま
し
た
。
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
あ
ら
た
め
て
相

談
の
場
を
設
け
る
と
、
悩
み
な
ど
の
話
が
し
づ
ら
い

の
で
す
が
、作
業
を
し
な
が
ら
だ
と
話
も
し
や
す
く
、

本
音
が
出
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
・
部
活
動
で

自
己
肯
定
感
の
向
上
を
図
る

　さ
ら
に
、「
と
ま
り
木
」
を
利
用
で
き
な
い
不
登

校
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
以

外
の
人
と
信
頼
関
係
を
育
み
、
自
信
や
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

19 ●WAMー2022.7

まちの居場所活用モデル事業で農業体験を
行う子どもの様子

毎月開催したオンライン講座とサロンには、
延べ1500人を超える支援者や保護者が参加
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

　④「
子
ど
も
向
け
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
」は
、「子

ど
も
哲
学
カ
フ
ェ
」（
全

12
回
）と
、「
こ
こ
か
ら

世
界
へ
」（
全
8
回
）を

実
施
し
、
延
べ
１
５
１

人
が
参
加
し
た
。

　『子
ど
も
哲
学
カ
フ

ェ
』
で
は
、『
な
ぜ
ル
ー

ル
は
あ
る
の
か
』、『
ど

う
し
て
ケ
ン
カ
は
起
こ
る
の
か
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
哲
学
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、

非
認
知
能
力
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、『
こ
こ
か
ら
世
界
へ
』
で
は
、世
界
に
つ
い
て

深
く
知
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
い
、
探

求
学
習
し
て
い
く
内
容
と
し
ま
し
た
。
講
座
に
参
加

す
る
こ
と
で
学
校
の
出
席
扱
い
と
し
て
認
め
ら
れ
る

な
ど
、
学
校
と
の
連
携
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。　そ

の
ほ
か
に
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
部
活
動
と
し
て「
植

物
栽
培
部
」
と
「
イ
ラ
ス
ト
部
」
を
立
ち
上
げ
、
子

ど
も
が
自
宅
で
育
て
た
植
物
や
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
の

写
真
や
動
画
を
投
稿
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
や
ス
タ
ッ

フ
が
互
い
に
コ
メ
ン
ト
し
あ
い
な
が
ら
交
流
を
深
め

た
と
い
う
。

サ
ロ
ン
運
営
が
持
続
可
能
な

運
営
基
盤
の
構
築
に

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
全
国
に
あ
る
「
と
ま

り
木
」
の
登
録
数
は
約
４
０
０
カ
所
と
な
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
に
は
不
登
校
家
庭
や
支
援
者
だ
け
で
な

く
、
学
校
関
係
者
の
参
加
も
あ
り
、
つ
な
が
り
を
生

む
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
と
ま
り
木
』
は
、

川
崎
市
の
す
べ
て
の
児

童
館
に
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
政
と

の
連
携
は
あ
ま
り
と
れ

て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
初

め
て
活
動
を
知
っ
た
方

で
も
わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ト
に
し
た
こ
と
で
理
解
が

進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
や
農
業
体
験
の
参
加
を
通
じ
て
、
子
ど

も
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
意
欲
的
に
な
る
な
ど
自
己

肯
定
感
を
回
復
す
る
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
保
護
者
も
孤
立
感
が
解
消
さ
れ
、
子
ど
も
へ
の

対
応
を
考
え
直
し
た
り
、
自
ら
居
場
所
の
運
営
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
ま
し
た
」。

　さ
ら
に
、
支
援
者
・
保
護

者
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ロ
ン
は
、
助
成
事
業
終

了
後
は
有
料
会
員
制
サ
ロ
ン

（
月
額
１
０
０
０
円
）
と
し

て
運
営
を
継
続
し
て
お
り
、

現
在
の
会
員
数
は
令
和
２
年

度
時
点
の
１
４
９
人
か
ら

２
８
５
人
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
支
援
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ロ
ン
の
運
営
に
よ
り

人
件
費
を
支
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
持
続
可
能
な
運
営

基
盤
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

　

　WAM 助成の活用は初めてでし
たが、他の助成事業と比べて報告書
などの提出書類が多く、会計も厳格
なこともあり、これまでおざなりに
なっていたところをきちんと学べた
ことは非常に勉強になりました。結

果的にスタッフに人件費を支払えるようになり、持続可能
な運営体制を構築することができました。
　今後の展望としては、より多くの人たちが居場所につな
がれるよう、川崎市にある居場所をマップ化した冊子を作
成し、市内の小中学校や公民館、児童相談所などの公的施
設に配布することを予定しています。マップ化した冊子に
より、どれくらい認知が広がったのかの調査を行いながら、
モデルとして全国に広げていきたいと考えています。

FUTURE DESIGN
代表　生駒  知里氏

居場所をマップ化した冊子を作成

神奈川県川崎市高津区内
T E L： 070−6456−1473
FA X： 048−741−4007
U R L： https://www.tayounamanabi.com/
設　立：平成 29 年 10 月
代　表：生駒　知里

◆団体概要

収穫した野菜の販売会や試食会を行
うことにより、地域住民との交流も
生まれた

　「とまり木オンラインサロン」は参加者が320名を超えました。助成終了後も、孤立を防ぐだけでなく、「学校への依頼文フォー
マット」など当事者ニーズから社会にインパクトを与える事業を生み出す土壌に育っています。「街のとまり木サイト」は川崎
市で紙版のマップが出来るなど行政連携が進みました。今後は調査活動を通じた政策提言と、地域ネットワーク支援など下から
支える活動の両輪で、不登校の子どもと保護者を面で支える地域づくりを目指しています。（生駒氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

神奈川県川崎市高津区内
U R L：	https://www.tayounamanabi.com/
設　立：平成29年10月
代　表：生駒　知里
※	現在団体名が「特定非営利活動法人多様な学びプロジェクト」に変更
しました。
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る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る

長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
実
施
を
通
じ
て
包

括
的
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
貧
困
を
生
ま
な
い
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に

必
要
な
人
材
育
成
の
教
材
と
し
て
『
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
作
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

　
当
初
、「
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」
で
は
、
学
校

の
長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
を
計
画
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
学
校

が
休
校
と
な
っ
た
こ
と
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況

が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
九
州
市
の
申
し
入
れ

も
あ
り
、
令
和
2
年
5
月
か
ら
食
料
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
食
料
配
布
を
行
う
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を

あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。
対
象
地
域
も
市
内
2
区
の
予

定
か
ら
市
内
全
域
（
7
区
）
に
拡
大
し
た
。

　
食
料
支
援
の
情
報
提
供
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
で

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
に
関
す
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載

し
た
案
内
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
北
九

州
市
全
７
区
の

「
子
ど
も
・
家
庭

相
談
コ
ー
ナ
ー
」

や
「
い
の
ち
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
窓
口

に
案
内
チ
ラ
シ
を

置
き
、
職
員
か
ら

活
動
の
説
明
を
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
の
グ
ル

ー
プ
登
録
者
数
は

４
６
３
人
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う
。

企
業
と
連
携
し
た

食
料
提
供
の
体
制
つ
く
る

　
長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
流
れ
に
つ
い

て
、
事
務
局
長
の
陶
山
惠
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　「
登
録
者
に
対
し
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
食
料
支
援
の

情
報
提
供
を
行
い
、
希
望
者
に
は
約
10
㎏
を
目
安
に

箱
詰
め
し
た
食
料
を
『
応
援
食
品
』
と
し
て
受
け
取

り
拠
点
で
提
供
し
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
の
受
け
取

フードパントリーを含め、延べ1736世帯に対し
て食料支援を行った

事務所内の倉庫で「お腹いっぱい大
作戦」で提供する食料の箱詰め作業
を行うスタッフ

認定NPO法人
フードバンク北九州ライフアゲイン
夏・冬休みの食料支援事業及び体験型SDGs 教育プログラム作成事業

令和2年度事業

助成額
639万1千円

【事業概要】
　食料支援を必要とする子育て世帯に対し、LINE 公式アカウントを活用し
たフードバンク活動の周知や情報提供の仕組みをつくり、学校の長期休暇に
おける食料支援を実施するとともに、社会課題を解決する担い手の育成を目
的とした体験型SDGs 教育プログラムを作成する事業

【実施内容】
◆�夏休み（冬休み）お腹いっぱ
い大作戦
より多くの要支援世帯に支援
を届けるため、LINE公式アカ
ウントを活用した情報提供を
行い、学校の長期休暇におけ
る食料支援を実施

◆実践にもとづく体験型SDGs
教育プログラムの作成
社会課題を解決する担い手を
育成することを目的に、SDGs
の理念を広めるとともに、実
践事例をまとめた体験型
SDGs 教育プログラムを作成

事業概要

【成果】
◆食料支援では、北九州市各区の職員（子ども・家庭相談コ
ーナー）の協力により、相談に訪れた子育て世帯にQRコ
ードを記載した案内チラシの配布や活動を紹介してもらう
ことで LINE アカウントのグループ登録者は463人に達し
た。これまでつながっていなかった食料支援を必要とする
子育て世帯にフードバンクの情報提供が可能となった
　　さらに、新型コロナ感染拡大の影響が広がるなか、北九
州市の要請により、令和2年 5月からフードパントリーを
計 10回開催した。学校の長期休暇中を含め、延べ 1736
世帯に食料支援を行った

◆体験型SDGs教育プログラムの作成では、SDGsの概論や実
践事例、課題解決の活動を体験するプログラムを構築。これ
らをまとめた冊子「参加から学ぶSDGs」を作成し、学校や
企業などに配布した。教育プログラムを教材とした講演会を
はじめ、スタディツアー（2回）や企業や他団体による自主
的フードドライブが実施された

▼
　事業の波及効果として、令和3年度は北九州市の児童扶養手
当受給者（約1万世帯）への郵送物に案内チラシを同封しても
らうことで、LINE登録者は1800人にまで拡大しており、行
政との連携が進んでいる

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

夏・冬
休
み
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
岡
県
北
九
州
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

大
切
と
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

　
福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン
は
、「
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
大
切
と
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
25
年
3
月
に
市
内
初
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
団
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
。
令
和
３
年
３

月
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　
主
な
活
動
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
は
じ
め
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
地
域
子
ど
も
支
援
事

業
、
食
の
災
害
支
援
事
業
の
4
事
業
を
柱
と
し
て
い

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
に
潜
在
す
る
支
援
が

必
要
な
子
育
て
世
帯
を
掘
り
起
こ
し
、
食
料
支
援
を

き
っ
か
け
に
包
括
的
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
子
ど
も
支
援
事
業
で
は
、
子
ど
も
食

堂
を
2
カ
所
運
営
す
る
と
と
も
に
、
要
支
援
世
帯
に

寄
り
添
い
な
が
ら
家
族
的
な
機
能
を
有
す
る
子
ど
も

食
堂
を
市
内
全
域
に
広
げ
る
普
及
活
動
の
ほ
か
、
子

ど
も
た
ち
の
自
尊
心
や
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
に
学
習
支
援
を
は
じ
め
、
自
然
体
験
や
仕
事
体
験

の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

食
料
支
援
の
拡
大
に
取
り
組
む

　
同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
夏
・
冬
休
み
の
食
料
支
援
事
業
及
び
体
験
型

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
事
業
」
を
実
施
し

た
。

　
同
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
を
拡
大
す
る
た

め
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る
長
期
休
暇
中
に
お
け

る
食
料
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
課
題
解

決
の
担
い
手
を
育
成
す
る
教
材
の
作
成
を
目
的
に
、

①
夏
休
み
（
冬
休
み
）
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
、
②

実
践
に
も
と
づ
く
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
を
実
施
し
た
。

　
助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
原
田
昌
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
法
人
は
『
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
の
た
め
に
、

満
た
さ
れ
た
食
事
が
で
き
な
い
、
十
分
な
教
育
を
受

け
ら
れ
な
い
、
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど
も
を

北
九
州
市
か
ら
ゼ
ロ
に
す
る
』
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
月
の
食
料
支
援
を

行
う
子
育
て
世
帯
は
約
50
世
帯
に
と
ど
ま
り
、
市
内

に
お
け
る
相
対
的
貧
困
世
帯
は
2
万
世
帯
、
母
子
世

帯
だ
け
で
も
７
０
０
０
世
帯
は
あ
る
と
推
計
さ
れ
る

な
か
で
、
よ
り
多
く
の
要
支
援
者
へ
支
援
を
拡
大
す

 WAMから ひと言

　コロナ禍においても柔軟に計画変更を
行うことで、常に支援し続ける姿勢を貫
いていました。また、食料支援をいつで
も受け取れるよう、チェーン展開するド
ラッグストアやお寺での受取りを可能に
するなど、支援対象者のニーズを汲んで
取組まれている様子が伺えます。
　団体の持つ強い信念に行政や企業、地
域住民が共鳴し、大きな成果へ繋がった
と考えられます。今後も地域連携を強化
し、団体の目標とする包括的支援に向け
更なる支援の輪が広がることを期待しま
す。

17 ●WAMー2022.9

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
大
切
と
さ
れ
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
食
料
支
援
の
拡
大
事
業
を
は
じ

め
、
企
業
と
連
携
し
た
食
料
提
供
体
制
の
構
築
、
社

会
課
題
解
決
の
担
い
手
の
育
成
事
業
な
ど
を
実
施
し

た
福
岡
県
北
九
州
市
の
認
定
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
北
九
州
ラ
イ
フ
ア
ゲ
イ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。
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る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
学
校
の
給
食
が
な
く
な
る

長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
実
施
を
通
じ
て
包

括
的
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
貧
困
を
生
ま
な
い
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に

必
要
な
人
材
育
成
の
教
材
と
し
て
『
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
作
成
す
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
た
」。

　
当
初
、「
お
腹
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」
で
は
、
学
校

の
長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
を
計
画
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
学
校

が
休
校
と
な
っ
た
こ
と
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況

が
悪
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
九
州
市
の
申
し
入
れ

も
あ
り
、
令
和
2
年
5
月
か
ら
食
料
支
援
を
必
要
と

す
る
人
に
食
料
配
布
を
行
う
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を

あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。
対
象
地
域
も
市
内
2
区
の
予

定
か
ら
市
内
全
域
（
7
区
）
に
拡
大
し
た
。

　
食
料
支
援
の
情
報
提
供
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
で

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

登
録
に
関
す
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載

し
た
案
内
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
北
九

州
市
全
７
区
の

「
子
ど
も
・
家
庭

相
談
コ
ー
ナ
ー
」

や
「
い
の
ち
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
窓
口

に
案
内
チ
ラ
シ
を

置
き
、
職
員
か
ら

活
動
の
説
明
を
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
の
グ
ル

ー
プ
登
録
者
数
は

４
６
３
人
に
の
ぼ

っ
た
と
い
う
。

企
業
と
連
携
し
た

食
料
提
供
の
体
制
つ
く
る

　
長
期
休
暇
に
お
け
る
食
料
支
援
の
流
れ
に
つ
い

て
、
事
務
局
長
の
陶
山
惠
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　「
登
録
者
に
対
し
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
食
料
支
援
の

情
報
提
供
を
行
い
、
希
望
者
に
は
約
10
㎏
を
目
安
に

箱
詰
め
し
た
食
料
を
『
応
援
食
品
』
と
し
て
受
け
取

り
拠
点
で
提
供
し
ま
し
た
。
夏
休
み
期
間
の
受
け
取

フードパントリーを含め、延べ1736世帯に対し
て食料支援を行った

事務所内の倉庫で「お腹いっぱい大
作戦」で提供する食料の箱詰め作業
を行うスタッフ

認定NPO法人
フードバンク北九州ライフアゲイン
夏・冬休みの食料支援事業及び体験型SDGs 教育プログラム作成事業

令和2年度事業

助成額
639万1千円

【事業概要】
　食料支援を必要とする子育て世帯に対し、LINE 公式アカウントを活用し
たフードバンク活動の周知や情報提供の仕組みをつくり、学校の長期休暇に
おける食料支援を実施するとともに、社会課題を解決する担い手の育成を目
的とした体験型SDGs 教育プログラムを作成する事業

【実施内容】
◆�夏休み（冬休み）お腹いっぱ
い大作戦
より多くの要支援世帯に支援
を届けるため、LINE公式アカ
ウントを活用した情報提供を
行い、学校の長期休暇におけ
る食料支援を実施

◆実践にもとづく体験型SDGs
教育プログラムの作成
社会課題を解決する担い手を
育成することを目的に、SDGs
の理念を広めるとともに、実
践事例をまとめた体験型
SDGs 教育プログラムを作成

事業概要

【成果】
◆食料支援では、北九州市各区の職員（子ども・家庭相談コ
ーナー）の協力により、相談に訪れた子育て世帯にQRコ
ードを記載した案内チラシの配布や活動を紹介してもらう
ことで LINE アカウントのグループ登録者は463人に達し
た。これまでつながっていなかった食料支援を必要とする
子育て世帯にフードバンクの情報提供が可能となった

　　さらに、新型コロナ感染拡大の影響が広がるなか、北九
州市の要請により、令和2年 5月からフードパントリーを
計 10回開催した。学校の長期休暇中を含め、延べ 1736
世帯に食料支援を行った

◆体験型SDGs教育プログラムの作成では、SDGsの概論や実
践事例、課題解決の活動を体験するプログラムを構築。これ
らをまとめた冊子「参加から学ぶSDGs」を作成し、学校や
企業などに配布した。教育プログラムを教材とした講演会を
はじめ、スタディツアー（2回）や企業や他団体による自主
的フードドライブが実施された

▼
　事業の波及効果として、令和3年度は北九州市の児童扶養手
当受給者（約1万世帯）への郵送物に案内チラシを同封しても
らうことで、LINE登録者は1800人にまで拡大しており、行
政との連携が進んでいる

WAM助成
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

て
食
品
ロ
ス
が
ど

の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
、

実
際
の
支
援
現
場

を
み
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
で
提
供
す
る

食
料
の
仕
分
け
作

業
を
体
験
し
て
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
つ
く
り
ま

し
た
。
冊
子
は
企

業
や
学
校
な
ど
に

配
布
し
、
こ
の
冊

子
を
教
材
と
し
た

講
演
会
（
30
人
参

加
）
の
開
催
や
、

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

と
し
て
食
料
支
援

の
仕
分
け
作
業
に

2
校
の
高
校
が
参

加
し
た
ほ
か
、
企
業
や
他
団
体
に
よ
る
自
主
的
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
計
20
回
、
１
２
０
人
参
加
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
」（
原
田
理
事
長
）。

　
企
業
や
学
校
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
視
点
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
講
演
や
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
広
報
活

動
や
担
い
手
の
発
掘
、
資
金
調
達
な
ど
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
登
録
者
は
１
８
０
０
人
に

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
目

標
を
大
幅
に
上
回
る
食
料
支
援
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
、
企
業
と

の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
き
た
。

　
令
和
3
年
度
は
、
北
九
州
市
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
1
万
世
帯
に
送
付
す
る
郵
送
物
の
な
か
に
案
内

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
登
録
者
は
約
１
８
０
０
人
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
。

　「
登
録
者
の
増
加
に

と
も
な
い
、現
在
は
食

料
倉
庫
を
4
カ
所
に

ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

食
品
管
理
や
包
括
的

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の

情
報
発
信
を
行
う
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と

は
別
に
、双
方
向
で
や

り
取
り
が
で
き
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を

新
た
に
つ
く
り
、
見

守
り
が
必
要
な
要
支

援
者
の
声
を
ス
タ
ッ

フ
が
共
有
し
な
が
ら
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
際

に
は
速
や
か
に
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

1
団
体
で
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
既
存
の
地
域

の
な
か
で
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
原
田
理
事
長
）。

体験型 SDGs 教育プログラムのスタディツアー
として食料の箱詰め作業に参加した高校生

認定NPO法人フードバンク
北九州ライフアゲイン

事務局長

陶山  惠子氏

令和4年度     WAM助成シンポジウム　開催のごあんない

テーマ

日時

対象者

実施方法

プログラム

≫地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組
　− NPO、行政、地域住民、企業による連携の形−

≫令和 4 年 9 月 30 日（金）13 時〜 16 時 30 分

≫ 地域共生社会に関心のある方、NPO の活動に興味がある方、SDGs など持続可能な社会
づくりに関心がある方等

≫動画（LIVE）配信

≫プログラム①：【基調講演】「地域共生社会の実現に向けた取組の最新動向」
　　　　　　　　（約 20 分〜 30 分）

　　　　　　　　厚生労働省地域共生社会推進室長　米田隆史氏
≫プログラム②：【パネルディスカッション】（各団体約 30 分）
　　　　　　　　ファシリテーター　筒井のり子氏
　　　　　　　　登壇団体
　　　　　　　　1. 特定非営利活動法人フードバンク岩手（岩手県盛岡市）
　　　　　　　　2. 特定非営利活動法人ダイバーシティ工房（千葉県市川市）
　　　　　　　　3. 特定非営利活動法人アール・ド・ヴィーヴル（神奈川県小田原市）
　　　　　　　　　×サンネット株式会社（本社：神奈川県小田原市、

アール・ド・ヴィーヴル連携企業）
≫プログラム③：質疑応答、まとめ（約 30 分）

り
拠
点
は
、
市
内
で
70
店
舗
を
展
開
す
る
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
7
店
舗
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
登
録
者
の
い
ち
ば
ん
近
く
に
あ
る
店
舗
を
指
定

し
、
一
週
間
ほ
ど
の
期
間
を
設
け
て
営
業
時
間
で
あ

れ
ば
い
つ
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
冬
休
み
期
間
は
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
は
繁
忙
期
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
宅
配
業
者
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。
食
料
提
供
時
は
、
本
人
確
認
な
ど

の
照
合
や
食
料
の
受
領
ま
で
、
す
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」。

　
令
和
2
年
5
月
か
ら
計
10
回
開
催
し
た
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
は
、
運
営
す
る
子
ど
も
食
堂
の
ほ
か
、
小

学
校
や
寺
社
な
ど
に
受
け
取
り
拠
点
と
し
て
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。

　
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
大
量
の
冷
凍
食
品

が
寄
贈
さ
れ
た
際
に
は
、
連
携
す
る
企
業
が
所
有
す

る
冷
凍
倉
庫
に
直
送
し
て
も
ら
い
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
形
式
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
し
た
ほ
か
、

食
料
以
外
に
も
生
活
必
需
品
な
ど
を
提
供
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
食
料
の
配
布
時
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
に
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

延
べ
１
７
３
６
世
帯
に

食
料
支
援
を
実
施

　
助
成
期
間
中
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
含
め
、
延

べ
１
７
３
６
世
帯
に
対
し
て
食
料
支
援
を
行
っ
た
。

食
料
支
援
に
対
す
る
高
い
ニ
ー
ズ
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
者
数
は
目
標
数
の
約
1
・
5
倍
、
支

援
件
数
は
約
2
・
5
倍
と
な
り
、
年
間
の
食
料
提
供

量
は
令
和
元
年
度
の
40
ト
ン
か
ら
令
和
2
年
度
は

90
・
5
ト
ン
に
増
加
し
た
。

　「
登
録
者
や
対
象
地
域
の
拡
大
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
実
施
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
以
上
の
食
料
調

達
が
必
要
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
学
校

の
給
食
が
な
く
な
り
、
飲
食
店
が
休
業
す
る
な
ど
、

消
費
で
き
な
い
多
く
の
食
品
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

寄
贈
件
数
も
大
幅
に
増
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
食
料
を
貯
蔵
す
る
倉
庫
の

ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
を
知
っ
た
企
業
か
ら
倉
庫
を
無
償
で
貸
与
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
助
成
事
業
を
通

じ
て
行
政
や
関
係
団
体
、
企
業
と
の
連
携
が
深
ま
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
原
田
理
事
長
）。

体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成

　
社
会
課
題
解
決
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
作
成
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
論
を
は
じ
め
、
法
人

内
外
の
実
践
事
例
や
参
加
者
の
声
な
ど
を
ま
と
め
た

冊
子
『
参
加
か
ら
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
』
を
作
成
し
た
。

　「
作
成
し
た
冊
子
は
、
体
験
か
ら
学
ぶ
と
い
う
視

点
に
こ
だ
わ
り
、
当
法
人
が
実
践
す
る
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
た
活
動
や
提
供
で
き
る
体
験
活
動
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
し

　　

　WAM 助成は初めての活用
でしたが、新型コロナの影響
により当初計画の変更を余儀
なくされるなか、WAM の担
当者には柔軟に対応していた
だけたことは非常に助かりま
した。WAM 助成をきちんと
実施できたことで、事務局を

はじめとする組織体制が大きく成長して自信がつくこ
とにつながっています。
　今後の展望としては、さらにアウトリーチ支援に力
を入れていくため、保健師と協働しながら研修を受け
たボランティアスタッフが乳幼児期の家庭に訪問す
る「ホームスタート」という事業を立ち上げる予定で、
ボランティアとコーディネートの研修を開始していま
す。
　北九州市にも事業の立ち上げを報告しており、実績
をつくることでいずれは行政の事業化を目指していき
たいと考えています。

認定 NPO 法人フードバンク北九州ライフアゲイン
理事長　原田  昌樹氏

「ホームスタート」事業立ち上げのため
研修を開始

〒 805−0019
福岡県北九州市八幡東区中央 2−14−17
T E L： 093−672−5347
F A X： 093−671−2395
U R L： https://fbkitaq.net
設　立：平成 25 年 3 月
理事長：原田　昌樹

◆団体概要

19 ●WAMー2022.9

フードパントリーの受け取り場所
は、子ども食堂や寺社などに協力し
てもらい、年間 10 回開催した。冷
凍食品を提供する際にはドライブス
ルー形式で行った
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

て
食
品
ロ
ス
が
ど

の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
、

実
際
の
支
援
現
場

を
み
て
フ
ー
ド
バ

ン
ク
で
提
供
す
る

食
料
の
仕
分
け
作

業
を
体
験
し
て
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
つ
く
り
ま

し
た
。
冊
子
は
企

業
や
学
校
な
ど
に

配
布
し
、
こ
の
冊

子
を
教
材
と
し
た

講
演
会
（
30
人
参

加
）
の
開
催
や
、

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

と
し
て
食
料
支
援

の
仕
分
け
作
業
に

2
校
の
高
校
が
参

加
し
た
ほ
か
、
企
業
や
他
団
体
に
よ
る
自
主
的
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
計
20
回
、
１
２
０
人
参
加
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
」（
原
田
理
事
長
）。

　
企
業
や
学
校
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
視
点
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
講
演
や
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
広
報
活

動
や
担
い
手
の
発
掘
、
資
金
調
達
な
ど
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
登
録
者
は
１
８
０
０
人
に

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
目

標
を
大
幅
に
上
回
る
食
料
支
援
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
行
政
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
、
企
業
と

の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
き
た
。

　
令
和
3
年
度
は
、
北
九
州
市
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
1
万
世
帯
に
送
付
す
る
郵
送
物
の
な
か
に
案
内

チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
登
録
者
は
約
１
８
０
０
人
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
。

　「
登
録
者
の
増
加
に

と
も
な
い
、現
在
は
食

料
倉
庫
を
4
カ
所
に

ま
で
拡
大
し
て
お
り
、

食
品
管
理
や
包
括
的

支
援
を
行
う
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
研
修
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の

情
報
発
信
を
行
う
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と

は
別
に
、双
方
向
で
や

り
取
り
が
で
き
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を

新
た
に
つ
く
り
、
見

守
り
が
必
要
な
要
支

援
者
の
声
を
ス
タ
ッ

フ
が
共
有
し
な
が
ら
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
際

に
は
速
や
か
に
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

1
団
体
で
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
既
存
の
地
域

の
な
か
で
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
原
田
理
事
長
）。

体験型 SDGs 教育プログラムのスタディツアー
として食料の箱詰め作業に参加した高校生

認定NPO法人フードバンク
北九州ライフアゲイン

事務局長

陶山  惠子氏

令和4年度     WAM助成シンポジウム　開催のごあんない

テーマ

日時

対象者

実施方法

プログラム

≫地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組
　− NPO、行政、地域住民、企業による連携の形−

≫令和 4 年 9 月 30 日（金）13 時〜 16 時 30 分

≫ 地域共生社会に関心のある方、NPO の活動に興味がある方、SDGs など持続可能な社会
づくりに関心がある方等

≫動画（LIVE）配信

≫プログラム①：【基調講演】「地域共生社会の実現に向けた取組の最新動向」
　　　　　　　　（約 20 分〜 30 分）

　　　　　　　　厚生労働省地域共生社会推進室長　米田隆史氏
≫プログラム②：【パネルディスカッション】（各団体約 30 分）
　　　　　　　　ファシリテーター　筒井のり子氏
　　　　　　　　登壇団体
　　　　　　　　1. 特定非営利活動法人フードバンク岩手（岩手県盛岡市）
　　　　　　　　2. 特定非営利活動法人ダイバーシティ工房（千葉県市川市）
　　　　　　　　3. 特定非営利活動法人アール・ド・ヴィーヴル（神奈川県小田原市）
　　　　　　　　　×サンネット株式会社（本社：神奈川県小田原市、

アール・ド・ヴィーヴル連携企業）
≫プログラム③：質疑応答、まとめ（約 30 分）

　2020年度、WAM助成事業として採択されて「夏休み（冬休み）お腹いっぱい大作戦」事業をスタートしましたが、その後も継続
実施しています。2021年度冬からは対象を1000世帯と増やしてきました。2023年度は再度児童扶養手当受給者12,000世帯
へのLINE登録案内チラシを配布し、アウトリーチを強化します。そして、今年度冬からは配布世帯を1200世帯へと拡充する予定です。
　今後も支援を必要とするすべての子育て世帯にリーチしていく努力を続けていきます。（陶山氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

　
「
登
録
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
現
在
は
食
料
倉

庫
を
４
カ
所
に
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
食
品
管
理
や

包
括
的
支
援
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
研
修
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
発

信
を
行
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
、
双
方
向

で
や
り
取
り
が
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
新
た

に
つ
く
り
、
見
守
り
が
必
要
な
要
支
援
者
の
声
を
ス

タ
ッ
フ
が
共
有
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
っ
た
際
に

は
速
や
か
に
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
１

団
体
で
で
き
る
こ
と
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
既
存
の
地
域
の
な
か
で

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
原
田
理
事
長
）

�

こ
ち
ら
の
成
果
物
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
９
月
上
旬
ご
ろ
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

ｅ

－

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

　
←
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多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　新
た
な
支
援
拠
点
は
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
境
駅
前
に
あ
る

空
き
店
舗
を
借
り
、
令
和
2
年
10
月
に
常
設
の
居
場

所
「
カ
フ
ェ
＆
ス
ペ
ー
ス
飛
行
船
」
を
開
設
し
た
。

　居
場
所
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
を
対
象
に
利
用
を
呼
び
か
け
て

も
、参
加
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
参
加
可
能
な
食
事
提
供
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

（
飛
行
船
イ
ベ
ン
ト
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
居
場
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
同
法
人
の
活

動
を
周
知
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　「イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
案
内
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
富
士
見
町
の
協
力
に
よ
り
町
内
す
べ

て
の
小
中
学
校
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
富
士
見
町
は
地
域
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、
一

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
は
常
設
の
居
場
所
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
多
目
的
交
流
広
場
や
公
民
館
、
養
護
学
校
で
も

開
催
し
ま
し
た
。
町
内
各
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
活
動
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
食
事
提
供
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
手
作
り
弁
当
の
配

布
と
し
て
お
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
」（
中

島
代
表
理
事
）。

　全
5
回
（
11
カ
所
）
実
施
し
た
「
飛
行
船
イ
ベ
ン

ト
」
は
、
毎
回
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
幼
児
を

含
め
た
子
ど
も
延
べ
３
０
７
人
、
大
人
延
べ
２
３
５

人
の
計
５
４
２
人
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
開
放

　子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て

は
、
毎
週
月
、

火
、
木
、
金
曜

日
の
15
時
半
か

ら
17
時
半
の
時

間
帯
に
開
放
し

て
お
り
、
毎
回

10
～
20
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
継
続
的
に
利
用
し

て
い
る
。

　居
場
所
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
理
事
の
齊
藤
眞
澄

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「居
場
所
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
分
ら
し
く

い
ら
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
お
り
、
子
ど
も
同
士
で

遊
ん
だ
り
、
一
人
で
読
書
や
宿
題
を
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
自
由
に
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
ス
タ

ッ
フ
が
温
か
く
見
守
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。
開
放

時
に
は
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
て
学
習
支
援

を
行
う
ほ
か
、
菓
子
作
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の

令和2年10月にオープンした居場所「カフェ
＆スペース飛行船」。子どもの居場所として開放
するとともに、ブックカフェを運営して地域の交
流拠点となっている

特定非営利活動法人こどもの未来をかんがえる会
こどもを中心とした多世代の居場所づくりと

母親の自己実現の支援事業

令和2年度事業

助成額
326万9千円

【事業概要】
　さまざまな困難を抱える子どもたちに食事提供や学習支援等を行うこと
を目的に、子どもを中心とした多世代の居場所を開設し、居場所として開
放するとともに、弁当の配布やワークショップを行うイベントを開催する
ほか、母親の自己実現の場としてカフェや弁当事業を展開する事業

【実施内容】
◆�こどもを中心とした多世代の居場所づく
り事業
多世代の居場所「カフェ＆スペース飛行船」
を開設し、子どもを中心に居場所として提
供するとともに、弁当配布やワークショッ
プなどのイベントを開催

◆�ブックカフェ・弁当事業の運営
継続的な居場所運営の基盤づくりと母親
の自己実現のため、居場所を活用したカ
フェ運営や弁当事業を実施

◆�行政等との連携を通じた相談窓口づくり
居場所での相談対応に活かすため、富士
見町や社協等と連携し、子どもの支援に
ついて意見交換を行う

◆�地域住民の手作り商品、農産物、リユー
ス品の販売
地域住民が製作した手芸品や農産物、リ
ユース品等の販売を通じて、地域交流の
拠点となることを目指す

◆�スタッフ研修会
居場所の運営に関わるスタッフを対象に、
子どもへの対応をはじめ、経理・会計に
関する研修会を実施

事業概要

【成果】
◆新設した「カフェ＆スペース飛行船」では、午
前中は母親とスタッフによる弁当事業、午後
はブックカフェの運営とともに子どもたちの
居場所として開放することにより、地域交流
の拠点として利用された

◆食を通じた居場所づくりとして、弁当配布やワ
ークショップを行う「飛行船イベント」を5回
（11カ所）開催し、延べ542人（子ども307人、
大人235人）が参加した。「飛行船イベント」は、
居場所にとどまらず、地域の多目的交流広場や
公民館、養護学校で開催することで、活動を広
く周知することができた

◆弁当事業やブックカフェを
運営することにより、居場
所を継続的に運営する基盤
づくりと、母親の自己実現
のための働く場をつくるこ
とにつながった

▼
　事業の波及効果として、令和3年度より富士見
町から不登校の子どもの自宅に弁当を届け、継続
的に見守りをする「見守り弁当事業」を受託する
ことにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

食
を
通
じ
た

「
多
世
代
の
居
場
所
」づ
く
り

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
の
未
来
を
か
ん
が
え
る
会

子
ど
も
に
安
心
・
安
全
な
食
事
と

居
場
所
を
提
供

　長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
に
あ
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
こ
ど
も
の
未
来
を
か
ん
が
え
る
会
は
、「
子
ど

も
も
大
人
も
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
、食
を
通
じ
た
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　同
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
平

成
23
年
4
月
に
「
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
の
食

事
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
を
も
つ
母
親
た

ち
が
任
意
団
体
を
発
足
。
富
士
見
町
長
に
学
校
給
食

で
用
い
る
食
材
の
放
射
能
測
定
を
提
言
し
、
放
射
能

濃
度
測
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
暮
ら

す
た
め
の
課
題
は
食
の
安
全
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

貧
困
や
学
校
で
の
問
題
が
あ
り
、
家
庭
以
外
で
安
全

な
居
場
所
の
必
要
性
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
、
食
を

通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
地

域
の
公
民
館
等
を
活
用
し
て
安
心
・
安
全
な
食
事
や

居
場
所
を
提
供
す
る
「
カ
フ
ェ
＆
ス
ペ
ー
ス
飛
行
船

事
業
」
に
取
り
組
み
、
令
和
２
年
７
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
格
を
取
得
し
て
い
る
。

常
設
の
居
場
所

「
カ
フ
ェ
＆
ス
ペ
ー
ス
飛
行
船
」を
開
設

　同
法
人
は
、
令
和
２
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
こ
ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
居
場
所
づ
く

り
と
母
親
の
自
己
実
現
の
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
常
設
の
居
場
所
を
開
設
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
に
食
事
提
供
や
学
習

支
援
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
母
親
の
自
己
実
現
の

た
め
の
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
①
子

ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
、
②
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
・
弁
当
事
業
の
運
営
、
③
行

政
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
た
相
談
窓
口
づ
く

り
、
④
地
域
住
民
の
手
作
り
商
品
、
農
産
物
、
リ
ユ

ー
ス
品
の
販
売
、
⑤
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
を
行
っ
た
。

　助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
理

事
の
中
島
恵
理
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「活
動
拠
点
の
富
士
見
町
は
、
全
国
的
な
傾
向
と

同
様
に
ひ
と
り
親
家
庭
や
不
登
校
の
子
ど
も
が
増
え

る
な
か
、
児
童
館
が
な
く
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
あ
ま
り
手
厚
い
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
経
済
状
況
に
よ
り
家
庭
で
十
分
な
食

事
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
子
ど
も
の
ほ
か
、
発
達
障
害
や
友
人
関
係
に
よ
り

学
校
生
活
で
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
が
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
公
民
館
等
を

利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
食
事
や
居
場
所
を
提
供
す

る
『
カ
フ
ェ
＆
ス
ペ
ー
ス
飛
行
船
事
業
』
を
月
1
回

の
頻
度
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
支
援
拠
点
の
な

い
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
子
ど
も
た
ち
の
相

談
に
対
応
し
た
り
、
学
習
支
援
な
ど
の
活
動
に
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
か
ら
、
助
成
事
業
を
活
用
し
て
常

設
の
支
援
拠
点
を
つ
く
り
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

 WAMから ひと言

　十分な食事がとれない、学習環境
が整っていないなど、さまざまな事
情を抱えた子どもたちの居場所づく
りに加えて、カフェ等、地域住民の
交流の場としても重要な役割を果た
しています。行政との連携が進み、
令和３年度より地域の公民館を子ど
もの居場所として開放する事業につ
ながったところも評価できます。マ
スメディアでの掲載も複数回あるこ
とから、今後さらに地域に根差した、
なくてはならない法人となっていく
ことが期待されます。
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「
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
を
は
じ
め
、
母
親
の
自
己
実
現
を
支
援
す
る
事
業

な
ど
、
地
域
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
の
あ
る

事
業
を
実
施
し
た
長
野
県
諏
訪
郡
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
こ
ど
も
の
未
来
を
か
ん
が
え
る
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

10

43



多
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　新
た
な
支
援
拠
点
は
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
境
駅
前
に
あ
る

空
き
店
舗
を
借
り
、
令
和
2
年
10
月
に
常
設
の
居
場

所
「
カ
フ
ェ
＆
ス
ペ
ー
ス
飛
行
船
」
を
開
設
し
た
。

　居
場
所
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
を
対
象
に
利
用
を
呼
び
か
け
て

も
、参
加
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、

誰
も
が
参
加
可
能
な
食
事
提
供
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

（
飛
行
船
イ
ベ
ン
ト
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
居
場
所
の
開
設
を
は
じ
め
、
同
法
人
の
活

動
を
周
知
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　「イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
案
内
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
富
士
見
町
の
協
力
に
よ
り
町
内
す
べ

て
の
小
中
学
校
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
富
士
見
町
は
地
域
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、
一

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
は
常
設
の
居
場
所
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
多
目
的
交
流
広
場
や
公
民
館
、
養
護
学
校
で
も

開
催
し
ま
し
た
。
町
内
各
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
活
動
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
食
事
提
供
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
手
作
り
弁
当
の
配

布
と
し
て
お
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
食
事
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
」（
中

島
代
表
理
事
）。

　全
5
回
（
11
カ
所
）
実
施
し
た
「
飛
行
船
イ
ベ
ン

ト
」
は
、
毎
回
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
幼
児
を

含
め
た
子
ど
も
延
べ
３
０
７
人
、
大
人
延
べ
２
３
５

人
の
計
５
４
２
人
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
開
放

　子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て

は
、
毎
週
月
、

火
、
木
、
金
曜

日
の
15
時
半
か

ら
17
時
半
の
時

間
帯
に
開
放
し

て
お
り
、
毎
回

10
～
20
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
継
続
的
に
利
用
し

て
い
る
。

　居
場
所
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
理
事
の
齊
藤
眞
澄

氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「居
場
所
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
自
分
ら
し
く

い
ら
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
お
り
、
子
ど
も
同
士
で

遊
ん
だ
り
、
一
人
で
読
書
や
宿
題
を
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
自
由
に
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
ス
タ

ッ
フ
が
温
か
く
見
守
る
体
制
と
し
て
い
ま
す
。
開
放

時
に
は
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
て
学
習
支
援

を
行
う
ほ
か
、
菓
子
作
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の

令和2年10月にオープンした居場所「カフェ
＆スペース飛行船」。子どもの居場所として開放
するとともに、ブックカフェを運営して地域の交
流拠点となっている

特定非営利活動法人こどもの未来をかんがえる会
こどもを中心とした多世代の居場所づくりと

母親の自己実現の支援事業

令和2年度事業

助成額
326万9千円

【事業概要】
　さまざまな困難を抱える子どもたちに食事提供や学習支援等を行うこと
を目的に、子どもを中心とした多世代の居場所を開設し、居場所として開
放するとともに、弁当の配布やワークショップを行うイベントを開催する
ほか、母親の自己実現の場としてカフェや弁当事業を展開する事業

【実施内容】
◆�こどもを中心とした多世代の居場所づく
り事業
多世代の居場所「カフェ＆スペース飛行船」
を開設し、子どもを中心に居場所として提
供するとともに、弁当配布やワークショッ
プなどのイベントを開催

◆�ブックカフェ・弁当事業の運営
継続的な居場所運営の基盤づくりと母親
の自己実現のため、居場所を活用したカ
フェ運営や弁当事業を実施

◆�行政等との連携を通じた相談窓口づくり
居場所での相談対応に活かすため、富士
見町や社協等と連携し、子どもの支援に
ついて意見交換を行う

◆�地域住民の手作り商品、農産物、リユー
ス品の販売
地域住民が製作した手芸品や農産物、リ
ユース品等の販売を通じて、地域交流の
拠点となることを目指す

◆�スタッフ研修会
居場所の運営に関わるスタッフを対象に、
子どもへの対応をはじめ、経理・会計に
関する研修会を実施

事業概要

【成果】
◆新設した「カフェ＆スペース飛行船」では、午
前中は母親とスタッフによる弁当事業、午後
はブックカフェの運営とともに子どもたちの
居場所として開放することにより、地域交流
の拠点として利用された

◆食を通じた居場所づくりとして、弁当配布やワ
ークショップを行う「飛行船イベント」を5回
（11カ所）開催し、延べ542人（子ども307人、
大人235人）が参加した。「飛行船イベント」は、
居場所にとどまらず、地域の多目的交流広場や
公民館、養護学校で開催することで、活動を広
く周知することができた

◆弁当事業やブックカフェを
運営することにより、居場
所を継続的に運営する基盤
づくりと、母親の自己実現
のための働く場をつくるこ
とにつながった

▼
　事業の波及効果として、令和3年度より富士見
町から不登校の子どもの自宅に弁当を届け、継続
的に見守りをする「見守り弁当事業」を受託する
ことにつながった

WAM助成
e -ライブラリー
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会
を
開
催
し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か

ら
子
ど
も
へ
の
接
し
方
や
相
談
対
応
の
ス
キ
ル
、
税

理
士
か
ら
経
理
・
会
計
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

持
続
可
能
な

居
場
所
運
営
の
基
盤
づ
く
り

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
常
設
の
拠
点
を
つ
く

り
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
カ
フ
ェ
や
弁
当
事
業
の
運

営
を
通
じ
て
母
親
の
自
己
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　「安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
継
続
的
に
利
用
し
て
お
り
、
地
域
の
な

か
で
浸
透
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
居
場
所
づ
く

り
を
行
う
な
か
で
、
地
元
の
有
機
農
家
か
ら
カ
フ
ェ

や
弁
当
事
業
で
用
い
る
食
材
を
提
供
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
カ
フ
ェ
で
使
用
す
る
食
器
も
地
元
の
工
務
店

で
出
た
端
材
で
つ
く
っ
た
も
の
を
寄
付
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま

す
」（
中
島
代

表
理
事
）。

　助
成
事
業
で

立
ち
上
げ
た
ブ

ッ
ク
カ
フ
ェ

は
、令
和
3
年

度
か
ら
誰
で
も
オ
ー
ナ
ー
に
な
れ
る
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ

に
運
営
形
態
を
変
更
し
て
お
り
、
現
在
は
応
募
の
あ

っ
た
3
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
曜
日
ご
と
に
、
健
康
に
配

慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
子
ど

も
を
中
心
と
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
食
に
関
す
る
取

り
組
み
が
富
士
見
町
か
ら
評
価
さ
れ
、
令
和
3
年
4

月
よ
り
不
登
校
等
の
子
ど
も
の
自
宅
に
弁
当
を
届

け
、継
続
的
に
見
守
り
を
す
る
「
見
守
り
弁
当
事
業
」

を
受
託
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

賃
料
相
当
分
を
寄
付
し
て
も

ら
う
こ
と
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
費
な
ど
の
収
入
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
居
場
所

運
営
の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
富
士
見

町
の
職
員
が
居
場
所
を
見
学

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

職
員
常
駐
の
公
民
館
を
下
校

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
開
放
す
る
事
業
が
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
地

域
の
な
か
で
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。

　

　任意団体から NPO 法人化した
初年度に WAM 助成を活用して新
たに支援拠点をつくりましたが、
継続的に居場所を運営することが
でき、組織としても大きく成長す
ることができました。

　今後の展望としては、新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、食に関するイベントを開催することが難しいこ
ともあり、地域住民や関係機関と連携して子どもたちの多
様な学びの場を提供することに力を入れたいと考えていま
す。また、多世代の居場所を目指していますので、子ども
だけでなく、保護者や地域住民にとっても魅力のある場と
することで、より多くの人たちに活用してもらいたいと
思っています。

特定非営利活動法人
こどもの未来をかんがえる会

代表理事　中島  恵理氏

地域と連携して子どもの
多様な学びの場をつくる

〒 399−0101
長野県諏訪郡富士見町境 7828
T E L： 0266−75−5058
U R L： https://www.facebook.com/cafe.space.hikosen/
設　　立：平成 23 年 4 月（任意団体）
代表理事：中島　恵理

◆団体概要

居場所の活動では、参加する子どもたちが企
画し、弁当をつくる「子どもレストラン」を
開催した

特定非営利活動法人
こどもの未来をかんがえる会

理事 齊藤  眞澄氏

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
お
り
、
年
度
末
に
は
子
ど
も
た

ち
の
提
案
に
よ
り
、
企
画
か
ら
弁
当
の
調
理
、
接
客

ま
で
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
が
行
う
『
子
ど
も
レ
ス
ト

ラ
ン
』
を
開
催
し
ま
し
た
」。

居
場
所
で

カ
フ
ェ
と
弁
当
事
業
を
運
営

　さ
ら
に
、
居
場
所
で
は
事
業
を
継
続
的
に
実
施
で

き
る
基
盤
づ
く
り
と
、
母
親
の
自
己
実
現
の
た
め
の

働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
母
親
と
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
カ
フ
ェ
と
弁
当
事
業
の
運
営
を
令
和
2
年

11
月
か
ら
開
始
し
た
。

　カ
フ
ェ
と
弁
当
事
業
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
法
人
の
活
動
に
関
わ
っ
た
母
親
や

ス
タ
ッ
フ
の
な
か
に
は
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
と

い
う
よ
り
、
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
人
も
お
り
、「
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
み
た
い
」

と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
母

親
の
自
己
実
現
の
場
と
し
て
実
施
し
た
と
い
う
。

　具
体
的
に
は
、
居
場
所
で
カ
フ
ェ
や
弁
当
事
業
を

行
う
た
め
の
整
備
を
行
い
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く

飲
食
店
や
菓
子
製
造
業
の
許
可
を
取
得
。
午
前
中
は

弁
当
の
調
理
や
販
売
、
配
送
を
行
い
、
午
後
は
カ
フ

ェ
を
運
営
し
て
い
る
。

　「カ
フ
ェ
は
、
地
域
住
民
や
会
員
か
ら

大
量
の
本
を
寄
贈
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

寄
付
金
を
い
た
だ
く
こ
と
で
多
種
多
様

な
本
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
を
訪
れ
る
地
域
住
民
や
居
場
所
を

利
用
す
る
子
ど
も
に
癒
し
の
空
間
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
本
を
活
用
し
て
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習
拠
点
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
島
代
表
理
事
）。

　弁
当
事
業（
週
4
日
、
計
69
日
）
は
、

居
場
所
で
調
理
し
た
日
替
わ
り
弁
当
や

総
菜
等
の
販
売
を
行
い
、
個
人
に
と
ど

ま
ら
ず
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
グ

ル
ー
プ
の
会
合
、
企
業
か
ら
大
口
注
文

が
入
る
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　カ
フ
ェ
や
弁
当
事
業
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
地
元
の
有
機
農
家
等
と
連
携

し
、
野
菜
な
ど
の
食
材
を
調
達
し
、
安

心
安
全
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

　ま
た
、居
場
所
で
は
公
的
機
関
と
異
な
る
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
や
母
親
等
の
悩

み
を
受
け
止
め
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担

う
こ
と
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

っ
た
。

　「居
場
所
で
の
相
談
対
応
に
活
か
す
た
め
、
富
士

見
町
や
社
協
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
支

援
団
体
と
情
報
交
換
を
行
い
、
協
働
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
と
連
携
し
、
小
児

科
医
に
来
所
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
、
子
ど
も
の
悩
み
で

受
診
し
た
人
に
対
し
、
当
法
人
の
活
動
を
紹
介
し
て

も
ら
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
見
送
り
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
可
能
で
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ス
タ
ッ

フ
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
、
社
協
が
行
っ
て
い
る
子

ど
も
の
学
習
支
援
や
『
ま
る
ま
る
相
談
室
』
の
相
談

対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
居

場
所
を
利
用
す
る
子
ど
も
を
社
協
の
支
援
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
」（
中
島
代
表
理
事
）。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
居
場
所
を
地
域

交
流
の
拠
点
と
し
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
場
所
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
住
民
が
つ
く
っ
た
手
芸

品
や
菓
子
、
農
産
物
、
リ
ユ
ー
ス
商
品
の
販
売
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
居
場
所
づ
く
り
の
た

め
、
運
営
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
研
修

19 ●WAMー2022.10

居場所で弁当の調理を行う母親とス
タッフの様子

居場所や公民館、地域の交流広場
などで弁当配布を配布する「飛行
船イベント」（全5回、11カ所）
には、延べ542人が参加した
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会
を
開
催
し
、
ス
ク
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ル
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シ
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ル
ワ
ー
カ
ー
か

ら
子
ど
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へ
の
接
し
方
や
相
談
対
応
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ス
キ
ル
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経
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持
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可
能
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居
場
所
運
営
の
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盤
づ
く
り

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
常
設
の
拠
点
を
つ
く

り
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
カ
フ
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や
弁
当
事
業
の
運

営
を
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て
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の
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実
現
を
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こ
と
が
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た
。
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し
て
過
ご
せ
る
居
場
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と
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て
多
く
の
子
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も
た
ち
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に
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、
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の
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で
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や
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当
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業
で
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を
提
供
さ
れ
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で
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フ
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で
使
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す
る
食
器
も
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元
の
工
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で
出
た
端
材
で
つ
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た
も
の
を
寄
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さ
れ
る
な

ど
、
地
域
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
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て
い
ま

す
」（
中
島
代

表
理
事
）。

　助
成
事
業
で

立
ち
上
げ
た
ブ

ッ
ク
カ
フ
ェ

は
、令
和
3
年

度
か
ら
誰
で
も
オ
ー
ナ
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に
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れ
る
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ

に
運
営
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更
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お
り
、
現
在
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応
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の
あ
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た
3
人
の
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日
ご
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に
、
健
康
に
配

慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
カ
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ェ
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運
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し
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る
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　さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
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及
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果
と
し
て
、
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も
を
中
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と
し
た
居
場
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づ
く
り
や
食
に
関
す
る
取

り
組
み
が
富
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見
町
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ら
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さ
れ
、
令
和
3
年
4

月
よ
り
不
登
校
等
の
子
ど
も
の
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宅
に
弁
当
を
届

け
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続
的
に
見
守
り
を
す
る
「
見
守
り
弁
当
事
業
」

を
受
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す
る
こ
と
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な
が
っ
た
。

　カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

賃
料
相
当
分
を
寄
付
し
て
も

ら
う
こ
と
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
費
な
ど
の
収
入
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
居
場
所

運
営
の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
富
士
見

町
の
職
員
が
居
場
所
を
見
学

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

職
員
常
駐
の
公
民
館
を
下
校

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
開
放
す
る
事
業
が
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
地

域
の
な
か
で
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。

　

　任意団体から NPO 法人化した
初年度に WAM 助成を活用して新
たに支援拠点をつくりましたが、
継続的に居場所を運営することが
でき、組織としても大きく成長す
ることができました。

　今後の展望としては、新型コロナウイルス感染拡大の影
響により、食に関するイベントを開催することが難しいこ
ともあり、地域住民や関係機関と連携して子どもたちの多
様な学びの場を提供することに力を入れたいと考えていま
す。また、多世代の居場所を目指していますので、子ども
だけでなく、保護者や地域住民にとっても魅力のある場と
することで、より多くの人たちに活用してもらいたいと
思っています。

特定非営利活動法人
こどもの未来をかんがえる会

代表理事　中島  恵理氏

地域と連携して子どもの
多様な学びの場をつくる

〒 399−0101
長野県諏訪郡富士見町境 7828
T E L： 0266−75−5058
U R L： https://www.facebook.com/cafe.space.hikosen/
設　　立：平成 23 年 4 月（任意団体）
代表理事：中島　恵理

◆団体概要

居場所の活動では、参加する子どもたちが企
画し、弁当をつくる「子どもレストラン」を
開催した

特定非営利活動法人
こどもの未来をかんがえる会

理事 齊藤  眞澄氏

　2022年秋からは、月2回夕方に「ひこうせん食堂」という食を中心とした居場所づくりを開始しました。60代から80代の元気な
女性を中心に構成される「ババーズ」が子どもたちの笑顔を生きがいに、ボランティアでおいしく健康的な食事を作り、毎回多くの親子で
にぎわっています。さらに2023年5月からは、平日昼間の多様な子どもの居場所として「せんすいかん」を始めたり、7月には、町
の女性団体や高校生と連携してサマーこども・ユースフェスを開催するなど、多様な居場所づくりへ活動が更に発展しています。（中島氏）

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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「
共
同
体
機
能
の
脆
弱
化
」、「
人
材
減
に
よ
る
担
い

手
の
不
足
」
と
い
う
社
会
や
生
活
の
変
化
に
よ
り
、

個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
や
リ
ス
ク
が
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
個
別

性
が
高
く
、
対
象
者
別
の
各
制
度
の
も
と
で
の
支
援

の
実
践
に
お
い
て
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が

示
さ
れ
た
。

　そ
の
一
方
で
、
米
田
氏
は
「
地
域
共
生
社
会
づ
く

り
の
実
践
に
よ
り
、
多
様
な
つ
な
が
り
や
参
加
の
機

会
の
創
出
か
ら
『
第
4
の
縁
』
が
生
ま
れ
て
い
る
。

福
祉
の
領
域
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
と
つ
な

が
る
こ
と
で
、
多
様
な
社
会
参
加
と
地
域
社
会
の
持

続
の
両
方
を
目
指
す
試
み
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
明

る
い
兆
し
も
み
ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
制

度
・
分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や
『
支
え
る
側
・
支

え
ら
れ
る
側
』
と
い
う
従
来
の
関
係
を
超
え
て
、
地

域
や
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
多
様
性
を
前
提
と
し
、

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
、
支
え
あ
う
取
り
組
み
が
生

ま
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　ま
た
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
方
策
と
し
て
、
令
和
3
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
い
て
、
支
援
が
必

要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
支
援
を
求
め
な
い
人
に
対

す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
が
効
果
的
で
重
要
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
追
加
的
な
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
多
様
な
主
体

の
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、

4
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
を
務
め
る
筒
井
の
り
子
氏
に
よ
る
「
つ
な
が

り
先
の
新
し
さ
、
つ
な
が
り
方
の
新
し
さ
」
と
い
う

視
点
の
提
示
に
続
き
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
団

体
か
ら
の
成
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆

　
　◆

　
　◆

　本
日
は
、
当
法
人
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
な
か

で
実
施
し
て
い
る
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
は
食
品
の
取
扱
量

が
約
50
ト
ン
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
設
立
当
初
は
食

品
の
寄
付
量
が
1
・
8
キ
ロ
し
か
な
く
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
仲
間
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　支
援
機
関
と
の
連
携
と
し
て
は
、
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
ほ
か
、
病
院
、
学
校
、
弁
護
士
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に

専
門
性
を
も
つ
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
連
携
体
制

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

食
料
を
ツ
ー
ル
に
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
す
る
こ
と
に
活
用

　食
料
支
援
の
依
頼
が
入
る
と
、
支
援
機
関
を
介
し

て
食
料
を
お
渡
し
し
、
困
っ
て
い
る
方
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
の
支
援
機
関
等
か
ら
の
緊
急
的
な
食
料
支

援
の
依
頼
件
数
は
１
０
０
０
件
を
超
え
、
そ
れ
以
外

に
も
定
期
的
な
食
料
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
依
頼

も
含
め
る
と
、
年
間
１
７
０
０
件
ほ
ど
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
の
約
2
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　食
料
支
援
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
即
時
対
応
が
可
能
で

あ
り
、
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や

す
く
、
食
料
の
受
け
渡
し
の
際
に
も
本
人
に
会
う
こ

と
が
で
き
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
や
す
い
こ
と
も
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実

施
し
た
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
こ
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　同
事
業
は
、
小
中
学
生
の
い
る
世
帯
で
食
料
を
必

要
と
す
る
家
庭
を
対
象
に
、
学
校
給
食
の
な
い
長
期

活
動
成
果
報
告
①

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手

副
理
事
長
／
事
務
局
長  

阿
部
　知
幸
氏

筒井  のり子氏
龍谷大学社会学部 教授

阿部  知幸氏
認定 NPO 法人フードバンク
岩手 副理事長／事務局長

米田  隆史氏
厚生労働省 社会・援護局地域
福祉課 地域共生社会推進室長

15 ●WAMー2022.12

　今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
冒
頭
に
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
地
域
共
生
社
会
推
進
室

長
の
米
田
隆
史
氏
に
よ
る
、「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
の
最
新
動
向
」
と
題
し
た
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
現
状
と
し
て
、

　令和 4 年 9 月 30 日、独立行政法人福祉医療機構主催の「令和 4
年度 WAM 助成シンポジウム」がオンラインで開催されました。
　地域共生社会の実現に向けた政策動向や WAM 助成の優良事例から
NPO、行政、地域住民、企業による新しいつながりから地域社会をど
のように創り上げるのかを考える今回のシンポジウムでは、米田隆史氏

（厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長）による基
調講演に続き、WAM 助成を活用した成果報告や質問対応が行われま
した。今回は、このなかから成果報告の内容を中心に紹介します。

令
和
４
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

令
和
４
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
、
地
域
住
民
、
企
業
に
よ
る
連
携
の
形
―

いきいき

ャレンジチ
いきいき

令和4年度WAM助成シンポジウム報告

プログラム
 ●基調講演　地域共生社会の実現に向けた取組の最新動向

米田  隆史氏（厚生労働省 社会・援護局地域福祉課 地域共生社会推進室長）

 ●パネルディスカッション
 　①視点の提示

ファシリテーター　筒井  のり子氏（龍谷大学社会学部 教授）
 　②活動成果報告

1. フードバンク岩手こども応援プロジェクト事業
阿部  知幸氏（認定NPO法人フードバンク岩手 副理事長／事務局長）

2. 子どもや社会的孤立にある人へのコミュニティ拠点型アウトリーチ事業
佐藤  佑紀氏（特定非営利活動法人ダイバーシティ工房 アウトリーチ

事業部マネージャー）

3. 重度障害者による芸術活動の推進と支援者の育成事業と障害者雇用の在り方
萩原  美由紀氏（認定 NPO 法人アール・ド・ヴィーヴル 理事長）
 　　　　　　　　　　　　　×
市川  聡氏（サンネット株式会社 代表取締役社長）

 ●質問対応

 ●アーカイブ配信
　シンポジウム当日の動画をYouTubeにて配信しています。ぜひご覧くだ
さい。（説明資料は概要欄からダウンロード可能です）

   ▶https://www.wam.go.jp/hp/r4_wam_josei_symposium/

地域共生社会の実現に向けた多様な主体による取組  
－NPO、行政、地域住民、企業による連携の形－

●日時 … 令和 4 年 9 月 30 日（金）オンライン開催
〈主催〉独立行政法人福祉医療機構　〈後援〉厚生労働省

WAM 助成シンポジウム 検 索

11

※アーカイブ動画は予告なく配信を終了する可能性があります。ご了承ください。
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か
ら
の
緊
急
的
な
食
料
支

援
の
依
頼
件
数
は
１
０
０
０
件
を
超
え
、
そ
れ
以
外

に
も
定
期
的
な
食
料
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
依
頼

も
含
め
る
と
、
年
間
１
７
０
０
件
ほ
ど
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
の
約
2
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　食
料
支
援
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
即
時
対
応
が
可
能
で

あ
り
、
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や

す
く
、
食
料
の
受
け
渡
し
の
際
に
も
本
人
に
会
う
こ

と
が
で
き
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
や
す
い
こ
と
も
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
か
ら
は
、
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実

施
し
た
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
こ
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　同
事
業
は
、
小
中
学
生
の
い
る
世
帯
で
食
料
を
必

要
と
す
る
家
庭
を
対
象
に
、
学
校
給
食
の
な
い
長
期

活
動
成
果
報
告
①

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手

副
理
事
長
／
事
務
局
長  

阿
部

　知
幸
氏

筒井  のり子氏
龍谷大学社会学部 教授

阿部  知幸氏
認定 NPO 法人フードバンク
岩手 副理事長／事務局長

米田  隆史氏
厚生労働省 社会・援護局地域
福祉課 地域共生社会推進室長
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で
は
登
録
を
不
要
と
し
て
お
り
、
友
達
の
口
コ
ミ
な

ど
で
参
加
で
き
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「プ
ラ
ッ
ト
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、
立

ち
上
げ
の
際
に
は
地
域
住
民
の
力
を
借
り
て
建
物
を

改
修
し
た
り
、
家
具
や
家
電
な
ど
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
開
設
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
も
、
地
域
住
民
が
オ
ー
ナ

ー
と
な
り
運
営
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
産
前
産
後
の
母

親
向
け
の
カ
フ
ェ
や
、
介
護
を
行
う
家
族
向
け
の
カ

フ
ェ
、
サ
ウ
ン
ド
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
カ
フ
ェ
な
ど
、

地
域
の
専
門
職
の
方
な
ど
に
企
画
か
ら
関
わ
っ
て
も

ら
い
、
実
施
内
容
も
す
べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
学
習

教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
も
対
応
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
切
り
替
え
、
学
習
教
室
は
開
催
回
数
を
増
や
し

て
参
加
人
数
を
分
散
さ
せ
た
り
、
食
事
提
供
は
弁
当

を
配
布
し
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ッ
ト
」
を
軸
に
地
域
の
な
か
で

循
環
が
生
ま
れ
る

　「プ
ラ
ッ
ト
」
が
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
住
民
と

つ
な
が
り
、
地
域
の
な
か
で
の
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
と
つ
な
が
る
な
か
、
学
校
か
ら
声
を
か
け

て
も
ら
い
、
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
定
時
制

高
校
で
の
「
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
」
や
、
中
学
校
に

お
け
る
「
放
課
後
学
習
教
室
」
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

「
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
」
は
、
定
時
制
高
校
の
生
徒

へ
の
食
料
支
援
を
先
生
と
一
緒
に
実
施
し
た
こ
と
が

縁
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
の
「
放

課
後
学
習
教
室
」
は
、
元
教
員
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を

し
て
い
る
人
と
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
教
頭
先
生

と
の
2
つ
の
縁
が
つ
な
が
り
、
ご
提
案
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
地
域
の
な
か
で
連
携
や

協
働
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
関
わ
る
子
ど
も
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
、
市
川
市
の
子
ど
も
家
庭
支
援

課
や
児
童
相
談
所
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
た
り
、「
プ

ラ
ッ
ト
」
の
立
ち
上
げ
時
に
子
ど
も
食
堂
の
運
営
者

と
知
り
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
市
川
子
ど
も

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
広
が

る
こ
と
で
、
行
政
か
ら
気
に
な
る
子
ど
も
を
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

　「プ
ラ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
、
い
つ
で
も
通
え
て
安

心
で
き
る
と
い
う
場
所
が
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢

と
し
て
地
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

萩
原
氏

　本
日
は
企
業
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
サ
ン
ネ
ッ
ト
の
市
川
社
長
と
一
緒
に

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　当
法
人
は
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
」
を
目
指
し
、
障
害
が
あ
っ

て
も
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
生
を
願
う

親
た
ち
に
よ
り
設
立
し
ま
し
た
。
利
用
者
が
自
分
自

身
を
表
現
で
き
る
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
創
作
活
動

の
場
を
提
供
し
な
が
ら
、
自
ら
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
2
年
間
に

わ
た
り
、「
重
度
障
害
者
の
た
め
の
創
作
活
動
と
地

域
支
援
者
育
成
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　同
事
業
で
は
、
肢
体
不
自
由
者
や
ダ
ウ
ン
症
児
、

自
閉
症
、
重
度
知
的
障
害
者
を
対
象
に
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
全
20
回
）を
開
催
し
、
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
創
作
へ

の
意
欲
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
終
了
後
の
令
和
3
年
度
に
は
、
重
度

障
害
者
の
た
め
に
生
活
介
護
と
創
作
活
動
を
行
う
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
併
設
し
た
施
設
を
開
設

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
作
品
を
間
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
作
品
の
リ
ー
ス
事
業
を

開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
行
政
、
病
院
な
ど
に

絵
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ネ
ッ
ト
と
の
関
わ

り
も
リ
ー
ス
事
業
か
ら
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
市
川
社
長
に
障

害
者
雇
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
枚
の
絵
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

障
害
者
雇
用
を
実
現

市
川
氏

　当
社
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
と
Ｉ
Ｔ
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
従
業
員
数
は
２
０
０
人
を
超

え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
雇
用
を
実
現
で

活
動
成
果
報
告
③

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル

理
事
長  

萩
原  

美
由
紀
氏

×

サ
ン
ネ
ッ
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

               

市
川
　聡
氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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休
暇
中
に
食
料
を
配
送
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
助
け

る
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
世
帯
を
早
期
発
見
し
、
行

政
や
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　令
和
3
年
度
は
、１
０
７
５
世
帯
（
３
７
５
７
人
）

に
食
料
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
申
込
用
紙
に
は
、
世

帯
構
成
や
年
齢
な
ど
の
個
人
情
報
の
ほ
か
、
困
り
ご

と
な
ど
を
記
載
し
て
も
ら
い
、
民
生
児
童
委
員
の
協

力
の
も
と
配
布
し
て
い
ま
す
。

　申
し
込
み
に
対
し
て
は
、
世
帯
構
成
に
応
じ
て
大

体
12
～
15
キ
ロ
の
食
品
を
詰
め
あ
わ
せ
、
食
料
と
あ

わ
せ
て
依
頼
の
あ
っ
た
世
帯
の
状
況
や
困
り
ご
と

に
、
い
ち
ば
ん
即
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
支
援
機
関

の
案
内
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　0
歳
か
ら
高
校
3
年
生
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
で

は
、
ほ
し
い
食
品
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
世
帯

に
あ
っ
た
食
品
を
１
回
あ
た
り
６
０
０
世
帯
く
ら
い

詰
め
あ
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
非
常
に
大
変

で
す
。
さ
ら
に
、
食
品
の
配
送
後
は
、
早
期
に
支
援

機
関
に
つ
な
ぐ
必
要
性
が
あ
る
世
帯
に
対
し
て
は
、

当
法
人
か
ら
「
も
う
一
度
利
用
し
ま
せ
ん
か
」
と
案

内
を
出
し
、
希
望
の
あ
っ
た
世
帯
に
は
行
政
や
社
協

な
ど
の
支
援
員
に
配
達
し
て
も
ら
い
、
専
門
機
関
と

つ
な
が
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
1

回
目
の
支
援
の
内
容
が
よ
く
な
け
れ
ば
次
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
、
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
非
常
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

　本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
連
携
で
い
う
と
、
質
の
高

い
食
品
を
集
め
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
力
を
入
れ
、

行
政
や
社
協
、
商
業
施
設
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
食
品
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
広
が
り
で
い
う
と
、
先

ほ
ど
の
「
こ
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
食

品
の
詰
め
あ
わ
せ
は
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

作
業
前
に
は
貧
困
や
食
品
ロ
ス
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
30
分
く
ら
い
説
明
し
て
か
ら
作
業
に
入
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
貧
困
問
題
が
身
近

に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
あ
わ
せ
た
食
品
の
詰
め
あ
わ
せ

を
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　結
果
的
に
、
こ
う
し
た
体
験
を
し
た
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
か
け
あ

い
、
食
品
回
収
の
イ
ベ
ン
ト
を
自
発
的
に
提
案
し
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
大
人
同
士

だ
と
食
品
事
故
な
ど
リ
ス
ク
の
話
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
学
生
が
呼
び
か
け
る
と
話
が
進
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
県
内
に
30

店
舗
あ
る
ス
ー
パ
ー
が
今
年
度
中
に
全
店
舗
で
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ
か
け
に
、
企
業
を
動
か
す

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　当
法
人
は
、
千
葉
県
市
川
市
を
中
心
に
3
つ
の
自

治
体
で
10
拠
点
を
開
設
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

す
。
本
日
は
、
令
和
2
年
度
の
助
成
事
業
で
実
施
し

た
「
地
域
の
学
び
舎
『
プ
ラ
ッ
ト
』
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
拠
点
型
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　私
自
身
は
、
令
和
2
年
ま
で
宮
城
県
の
公
立
中
学

校
で
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
種
多
様
な
特
性

や
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
、家
庭
に
出
会
う
な
か
で
、

集
団
教
育
に
重
き
が
置
か
れ
る
学
校
教
育
の
体
制
に

限
界
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
転
職
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　こ
の
「
プ
ラ
ッ
ト
」
と
い
う
の
は
、
住
宅
地
に
あ

る
2
階
建
て
の
古
民
家
を
借
り
、
そ
こ
で
小
中
学
生

を
対
象
に
食
事
支
援
を
あ
わ
せ
て
行
う
無
料
学
習
教

室
や
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
実
践
し
て

い
る
地
域
の
拠
点
で
す
。
学
習
教
室
は
週
２
回
で
年

間
１
０
０
日
以
上
開
催
し
、
延
べ
７
０
０
人
を
超
え

る
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　プ
ラ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
と
し
て
、
当
法
人

は
発
達
障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
向
け
の
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、利
用
に
あ
た
っ
て
は
医
師
の
診

断
が
要
件
と
な
り
、
よ
り
困
り
ご
と
が
逼
迫
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
は
届
き
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。本
当
に
困
っ
て
い
る

子
ど
も
に
出
会
う
た
め
に
、
参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
生
活
に
近
い
場
所
を
つ
く

り
、
困
っ
て
い
る
子
ど
も
や
家
庭
と
の
接
点
を
増
や

し
な
が
ら
、
支
援
機
関
に
つ
な
が
る
た
め
の
橋
渡
し

に
な
れ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
学
習
塾
や
支

援
団
体
が
行
う
学
習
支
援
は
、
契
約
や
親
の
同
意
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、「
プ
ラ
ッ
ト
」

活
動
成
果
報
告
②

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
工
房

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

  

佐
藤

　佑
紀
氏

佐藤  佑紀氏
特定非営利活動法人ダイバー
シティ工房 アウトリーチ事業
部マネージャー
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で
は
登
録
を
不
要
と
し
て
お
り
、
友
達
の
口
コ
ミ
な

ど
で
参
加
で
き
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「プ
ラ
ッ
ト
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、
立

ち
上
げ
の
際
に
は
地
域
住
民
の
力
を
借
り
て
建
物
を

改
修
し
た
り
、
家
具
や
家
電
な
ど
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
開
設
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
も
、
地
域
住
民
が
オ
ー
ナ

ー
と
な
り
運
営
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
産
前
産
後
の
母

親
向
け
の
カ
フ
ェ
や
、
介
護
を
行
う
家
族
向
け
の
カ

フ
ェ
、
サ
ウ
ン
ド
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
カ
フ
ェ
な
ど
、

地
域
の
専
門
職
の
方
な
ど
に
企
画
か
ら
関
わ
っ
て
も

ら
い
、
実
施
内
容
も
す
べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
学
習

教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で
も
対
応
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
切
り
替
え
、
学
習
教
室
は
開
催
回
数
を
増
や
し

て
参
加
人
数
を
分
散
さ
せ
た
り
、
食
事
提
供
は
弁
当

を
配
布
し
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ッ
ト
」
を
軸
に
地
域
の
な
か
で

循
環
が
生
ま
れ
る

　「プ
ラ
ッ
ト
」
が
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
住
民
と

つ
な
が
り
、
地
域
の
な
か
で
の
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
と
つ
な
が
る
な
か
、
学
校
か
ら
声
を
か
け

て
も
ら
い
、
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
定
時
制

高
校
で
の
「
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
」
や
、
中
学
校
に

お
け
る
「
放
課
後
学
習
教
室
」
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

「
校
内
居
場
所
カ
フ
ェ
」
は
、
定
時
制
高
校
の
生
徒

へ
の
食
料
支
援
を
先
生
と
一
緒
に
実
施
し
た
こ
と
が

縁
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
の
「
放

課
後
学
習
教
室
」
は
、
元
教
員
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を

し
て
い
る
人
と
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
教
頭
先
生

と
の
2
つ
の
縁
が
つ
な
が
り
、
ご
提
案
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
地
域
の
な
か
で
連
携
や

協
働
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
関
わ
る
子
ど
も
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
、
市
川
市
の
子
ど
も
家
庭
支
援

課
や
児
童
相
談
所
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
た
り
、「
プ

ラ
ッ
ト
」
の
立
ち
上
げ
時
に
子
ど
も
食
堂
の
運
営
者

と
知
り
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
市
川
子
ど
も

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
広
が

る
こ
と
で
、
行
政
か
ら
気
に
な
る
子
ど
も
を
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

　「プ
ラ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
、
い
つ
で
も
通
え
て
安

心
で
き
る
と
い
う
場
所
が
、
子
ど
も
た
ち
の
選
択
肢

と
し
て
地
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

萩
原
氏

　本
日
は
企
業
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
サ
ン
ネ
ッ
ト
の
市
川
社
長
と
一
緒
に

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　当
法
人
は
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
」
を
目
指
し
、
障
害
が
あ
っ

て
も
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
生
を
願
う

親
た
ち
に
よ
り
設
立
し
ま
し
た
。
利
用
者
が
自
分
自

身
を
表
現
で
き
る
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
創
作
活
動

の
場
を
提
供
し
な
が
ら
、
自
ら
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
2
年
間
に

わ
た
り
、「
重
度
障
害
者
の
た
め
の
創
作
活
動
と
地

域
支
援
者
育
成
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　同
事
業
で
は
、
肢
体
不
自
由
者
や
ダ
ウ
ン
症
児
、

自
閉
症
、
重
度
知
的
障
害
者
を
対
象
に
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
全
20
回
）を
開
催
し
、
自
分
を
表
現
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
創
作
へ

の
意
欲
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
終
了
後
の
令
和
3
年
度
に
は
、
重
度

障
害
者
の
た
め
に
生
活
介
護
と
創
作
活
動
を
行
う
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
を
併
設
し
た
施
設
を
開
設

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
作
品
を
間
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
作
品
の
リ
ー
ス
事
業
を

開
始
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
行
政
、
病
院
な
ど
に

絵
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ネ
ッ
ト
と
の
関
わ

り
も
リ
ー
ス
事
業
か
ら
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
市
川
社
長
に
障

害
者
雇
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
枚
の
絵
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

障
害
者
雇
用
を
実
現

市
川
氏

　当
社
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務
と
Ｉ
Ｔ
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
従
業
員
数
は
２
０
０
人
を
超

え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
雇
用
を
実
現
で

活
動
成
果
報
告
③

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル

理
事
長  
萩
原  

美
由
紀
氏

×

サ
ン
ネ
ッ
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

               

市
川

　聡
氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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生
社
会
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　学
校
と
の
つ
な
が
り
に
は
壁
が
あ
り
、
1

団
体
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
難
し
い
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、

阿
部
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

阿
部
氏

　学
校
と
つ
な
が
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
最
初
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
こ
ど

も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
困
り
ご
と
を
抱
え
る
家

庭
と
関
わ
る
こ
と
で
「
不
登
校
だ
っ
た
子
ど
も
が
学

校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
明
る
く
な
っ
た
」

と
い
う
子
ど
も
の
変
化
を
学
校
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
モ
デ
ル
的
に
協
力

し
て
く
れ
る
学
校
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
行
政
や
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
一
体
的
に

活
動
し
て
い
く
と
、
学
校
か
ら
の
信
頼
を
得
て
連
携

し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
連
携
す
れ
ば

何
か
し
ら
結
果
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
成

功
体
験
を
学
校
と
共
有
で
き
る
と
、
さ
ら
に
連
携
を

図
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　阿
部
さ
ん
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
を
法
人

化
す
る
際
、
か
な
り
多
く
の
社
協
に
挨
拶
回
り
を
し

た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
氏

　岩
手
県
は
33
市
町
村
あ
り
ま
す
け
ど
、
す

べ
て
の
社
協
に
出
向
い
て
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
な
か
、
被
災

者
支
援
で
関
係
性
の
あ
っ
た
自
治
体
と
先
行
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
の
成
功
体
験
を
伝
え
る
こ
と
で

つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
学
校

と
協
働
す
る
と
き
に
は
「
行
政
や
社
協
と
困
窮
者
支

援
の
な
か
で
関
係
性
は
で
き
て
い
ま
す
。
あ
と
は
学

校
だ
け
で
す
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
固
め
て
働
き

か
け
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　佐
藤
さ
ん
は
元
教
員
で
す
が
、
学
校
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

佐
藤
氏

　学
校
と
い
う
組
織
と
捉
え
る
と
連
携
が
難

し
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

そ
の
な
か
に
い
る
個
人
の
先
生
方
と
関
わ
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
家
庭
の
課
題
な
ど
に
気

づ
い
て
い
る
先
生
は
、
す
で
に
地
域
に
入
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
多
く
、そ
う
い
う
先
生
と
話
を
す
る
と
、

我
々
の
活
動
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　た
だ
、
学
校
と
い
う
組
織
は
校
長
や
教
頭
の
考
え

方
が
大
部
分
を
占
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う

視
点
で
み
て
い
く
と
突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　次
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
の
食
料
支
援

の
体
制
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
氏

　有
給
ス
タ
ッ
フ
は
、
私
と
パ
ー
ト
職
員
4

人
だ
け
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
は
約
１
５
０
人
で
、
毎

週
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
30
人
ほ
ど
で
す
。
フ

ー
ド
バ
ン
ク
は
無
償
性
で
あ
る
な
か
で
、
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
な
け
れ
ば
事
業
を
回
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　ま
た
、先
ほ
ど
の
「
こ
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年

間
延
べ
１
３
０
０
人
で
、
こ
ち
ら
は
、
福
祉
分
野
以

外
で
就
職
し
て
も
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
つ
く
る
将

来
的
な
種
ま
き
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

筒
井
氏

　続
い
て
、
市
川
さ
ん
に
障
害
者
支
援
施
設

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
、
拡
大
し
て
い
く

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
川
氏

　人
と
人
と
の
接
点

を
楽
し
む
こ
と
が
い
ち
ば
ん

大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

活
動
は
「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
決
め
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

以
外
の
こ
と
を
除
外
し
が
ち

に
な
り
ま
す
け
ど
、
視
野
を

広
げ
る
と
い
う
意
味
で
も
あ

ま
り
敷
居
を
高
く
せ
ず
に
考

え
た
ほ
う
が
、
よ
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
事

業
の
領
域
も
広
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　萩
原
さ
ん
は
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
そ
の
想
い
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

萩
原
氏

　障
害
の
あ
る
子
ど

も
に
出
会
い
、
関
わ
る
こ
と

で
、
彼
ら
で
は
な
く
私
自
身

の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
私
が
変
わ
る
と
い
う

こ
と
は
、
隣
の
人
も
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
広
が
り
を
つ
く
り
続
け
る

こ
と
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
28
年
か
ら
ア
ー
ル
・

ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
の
リ
ー
ス
事
業
を
利
用
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
み
、
現
在
は

6
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　当
初
は
、
シ
ス
テ
ム
会
社
で
障
害
者
雇
用
を
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
か
ら
障
害
者
雇
用
を
依
頼
さ
れ
る
な
か
、
ど
う

す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　き
っ
か
け
は
、
リ
ー
ス
事
業
で
届
い
た
ダ
ウ
ン
症

児
が
描
い
た
絵
で
し
た
。
絵
の
中
に
文
字
が
書
い
て

あ
り
、
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
も
文
字
を
認
識
で
き

る
こ
と
を
知
り
、
障
害
に
応
じ
た
文
字
認
識
の
仕
組

み
を
つ
く
れ
ば
、
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
の
も
と
、「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
と
い
う

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
実
際
に
当
社
で
の
軽

度
の
知
的
障
害
者
の
雇
用
に
結
び
つ
き
、
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
入
力
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
話
が
広
が
り
、
小
田
原
市
の
障
が
い

福
祉
課
か
ら
未
就
業
の
障
害
者
4
人
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
在
宅
で
デ
ー
タ
入
力
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う

ほ
か
、「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
が
県
内
6
校
で
就
業
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
1
枚
の

絵
を
き
っ
か
け
に
障
害
者
雇
用
や
新
た
な
仕
事
の
受

注
に
つ
な
が
る
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

萩
原
氏

　貴
社
の
社
員
は
支
援
員
研
修
と
し
て
当
法

人
の
活
動
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
ね
。

市
川
氏

　障
害
者
雇
用
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
最

初
は
反
対
す
る
社
員
が
い
ま
し
た
し
、受
け
入
れ
る
部

署
の
管
理
者
か
ら
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
萩
原
理
事
長
に
相
談
し
て
、

幹
部
社
員
6
人
を
支
援
員
研
修
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
、
研
修
を
受
け
た
社
員
が
自
ら
の
部
署
で

も
雇
用
し
た
い
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

萩
原
氏

　支
援
員
研
修
で
は
、
利
用
者
と
社
員
の
関

わ
り
を
つ
く
る
た
め
、
1
日
研
修
を
1
人
ず
つ
実
施

し
ま
し
た
。
社
員
の
方
も
最
初
は
、
雇
用
し
て
も
障

害
者
に
何
が
で
き
る
の
か
疑
問
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
対
話
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
互
い
の
理

解
が
深
ま
り
、
社
員
の
方
も
「
こ
の
人
に
何
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
」
で
は
な
く
、「
雇
用
し
た
ら
こ
れ

を
し
て
も
ら
お
う
」
と
変
化
し
た
こ
と
は
、
私
自
身

も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　当
法
人
が
毎
年
開
催
す
る
展
覧
会
に
、
社
員
の
方

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
い
に
き
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
も
自
分
た
ち
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
企
業
に

障
害
者
の
ア
ー
ト
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
新

た
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
、
私
た

ち
が
目
指
し
て
き
た
か
た
ち
に
近
づ
い
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

市
川
氏

　そ
の
一
方
で
、
た
だ
障
害
者
を
雇
用
す
る

の
で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
や
り
が
い
を

も
て
る
仕
事
の
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
長
続
き

し
ま
せ
ん
。
我
々
は
営
利
企
業
で
す
し
、
シ
ス
テ
ム

開
発
と
い
う
本
業
を
通
し
て
双
方
に
利
益
が
上
が
る

か
た
ち
に
し
な
け
れ
ば
、
長
期
雇
用
に
は
つ
な
が
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

萩
原
氏

　私
た
ち
は
、
ど
う
す
れ
ば
障
害
の
あ
る
人

が
企
業
に
雇
用
し
て
も
ら
え
る
か
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
障
害
の
あ
る
人
と
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
「
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
次
の
展
開
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
対
応

筒
井
氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
　こ
こ
か
ら
は
、

視
聴
者
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
、
登

壇
し
た
皆
さ
ん
に
ご
回
答
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
米
田
室
長
に
基
調
講
演
で
も
あ
り
ま
し

た
「
第
4
の
縁
」
に
つ
い
て
、
ま
た
「
地
域
共
生
社

会
」
と
総
務
省
が
推
進
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
関
係
性
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

米
田
氏

　ま
ず
「
第
4
の
縁
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
地
縁
、
血
縁
、
社
縁
と
い
う
3
つ
の
縁
が
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
ま
れ
る

地
域
社
会
で
の
縁
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
の
地
域
共
生
社
会
と
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
地
域
共

萩原  美由紀氏
認定 NPO 法人アール・ド・
ヴィーヴル 理事長

市川  聡氏
サンネット株式会社
代表取締役社長
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生
社
会
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　学
校
と
の
つ
な
が
り
に
は
壁
が
あ
り
、
1

団
体
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
難
し
い
と
い
う
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、

阿
部
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

阿
部
氏

　学
校
と
つ
な
が
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
最
初
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
こ
ど

も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
困
り
ご
と
を
抱
え
る
家

庭
と
関
わ
る
こ
と
で
「
不
登
校
だ
っ
た
子
ど
も
が
学

校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
明
る
く
な
っ
た
」

と
い
う
子
ど
も
の
変
化
を
学
校
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
モ
デ
ル
的
に
協
力

し
て
く
れ
る
学
校
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
行
政
や
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
一
体
的
に

活
動
し
て
い
く
と
、
学
校
か
ら
の
信
頼
を
得
て
連
携

し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
連
携
す
れ
ば

何
か
し
ら
結
果
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
成

功
体
験
を
学
校
と
共
有
で
き
る
と
、
さ
ら
に
連
携
を

図
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　阿
部
さ
ん
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
を
法
人

化
す
る
際
、
か
な
り
多
く
の
社
協
に
挨
拶
回
り
を
し

た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
氏

　岩
手
県
は
33
市
町
村
あ
り
ま
す
け
ど
、
す

べ
て
の
社
協
に
出
向
い
て
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
そ
う
し
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
な
か
、
被
災

者
支
援
で
関
係
性
の
あ
っ
た
自
治
体
と
先
行
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
の
成
功
体
験
を
伝
え
る
こ
と
で

つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
学
校

と
協
働
す
る
と
き
に
は
「
行
政
や
社
協
と
困
窮
者
支

援
の
な
か
で
関
係
性
は
で
き
て
い
ま
す
。
あ
と
は
学

校
だ
け
で
す
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
固
め
て
働
き

か
け
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　佐
藤
さ
ん
は
元
教
員
で
す
が
、
学
校
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

佐
藤
氏

　学
校
と
い
う
組
織
と
捉
え
る
と
連
携
が
難

し
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

そ
の
な
か
に
い
る
個
人
の
先
生
方
と
関
わ
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
家
庭
の
課
題
な
ど
に
気

づ
い
て
い
る
先
生
は
、
す
で
に
地
域
に
入
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
多
く
、そ
う
い
う
先
生
と
話
を
す
る
と
、

我
々
の
活
動
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　た
だ
、
学
校
と
い
う
組
織
は
校
長
や
教
頭
の
考
え

方
が
大
部
分
を
占
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う

視
点
で
み
て
い
く
と
突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　次
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
岩
手
の
食
料
支
援

の
体
制
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
部
氏

　有
給
ス
タ
ッ
フ
は
、
私
と
パ
ー
ト
職
員
4

人
だ
け
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
は
約
１
５
０
人
で
、
毎

週
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
30
人
ほ
ど
で
す
。
フ

ー
ド
バ
ン
ク
は
無
償
性
で
あ
る
な
か
で
、
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
な
け
れ
ば
事
業
を
回
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　ま
た
、先
ほ
ど
の
「
こ
ど
も
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年

間
延
べ
１
３
０
０
人
で
、
こ
ち
ら
は
、
福
祉
分
野
以

外
で
就
職
し
て
も
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
つ
く
る
将

来
的
な
種
ま
き
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

筒
井
氏

　続
い
て
、
市
川
さ
ん
に
障
害
者
支
援
施
設

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
、
拡
大
し
て
い
く

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
と
い
う

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市
川
氏

　人
と
人
と
の
接
点

を
楽
し
む
こ
と
が
い
ち
ば
ん

大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の

活
動
は
「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
決
め
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

以
外
の
こ
と
を
除
外
し
が
ち

に
な
り
ま
す
け
ど
、
視
野
を

広
げ
る
と
い
う
意
味
で
も
あ

ま
り
敷
居
を
高
く
せ
ず
に
考

え
た
ほ
う
が
、
よ
い
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
事

業
の
領
域
も
広
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

筒
井
氏

　萩
原
さ
ん
は
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
そ
の
想
い
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

萩
原
氏

　障
害
の
あ
る
子
ど

も
に
出
会
い
、
関
わ
る
こ
と

で
、
彼
ら
で
は
な
く
私
自
身

の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
私
が
変
わ
る
と
い
う

こ
と
は
、
隣
の
人
も
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
広
が
り
を
つ
く
り
続
け
る

こ
と
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

筒
井
氏

　本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

・ボランティアや関係者に活動を丁寧に伝えていくことで、主体的にかかわる協力者が増えていった。
・組織としては連携がしにくい場合でも、担当者個人同士から関係性を築くことも重要であった。
・一見かかわり合いのなさそうな場合でも、活動を知ってもらうことで協働のチャンスが生まれる。
・一方的な協力関係ではなく、お互いに良い変化を起こせる関係性を築くことで、中長期的な連携体制が構築できる。

地 域 共 生 社 会 に 必 要 な 連 携 の ポ イ ン ト
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
を
生
み
出
す

５
つ
の
視
点

　こ
こ
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
に
必
要
な
視
点
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
を

生
み
出
す
視
点
と
し
て
、
①
企
業
と
違
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

強
み
を
理
解
し
、
強
化
す
る
、
②
事
業
力
と
持
続
性

確
保
を
分
け
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
舞
台
）
を

つ
く
る
、
③
役
割
を
作
り
、
人
々
に
担
っ
て
も
ら
う
、

④
関
係
者
を
協
力
者
に
変
え
て
い
く
、
⑤
資
金
の
特

性
を
理
解
し
て
、
持
続
化
戦
略
を
組
み
立
て
る
、
と

い
う
５
つ
が
あ
り
ま
す
（
図
Ａ
参
照
）。

① 

企
業
と
違
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
強
み
を
理
解
し
、強
化
す
る

　企
業
と
は
異
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
強
み
を
し
っ
か
り
理

解
し
な
け
れ
ば
、
持
続
化
戦
略
を
立
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
企
業
と
の
違
い
は
、
使
う
パ
ワ
ー
に
あ

り
ま
す
。
企
業
は
お
金
の
力
で
人
々
を
結
集（
雇
用
）

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
の
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

力
は
協
力
に
あ
り
ま
す
。
共
有
す
る
目
的
の
実
現
の

た
め
に
、
人
々
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

パ
ワ
ー
の
源
泉
で
あ

り
、
強
み
と
な
り
ま

す
。
強
み
を
強
化
す

る
と
い
う
の
は
、
協

力
者
の
質
と
量
を
増

や
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
違

い
を
理
解
せ
ず
に
協

力
者
を
つ
く
ら
な
い

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
が
発

揮
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

② 

事
業
力
と
持
続
性

確
保
を
分
け
な
い

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
舞
台
）
を
つ

く
る

　次
に
、
そ
の
強
み

を
活
か
す
た
め
に
、

本
日
の
テ
ー
マ
と
な

る「
協
力
の
輪
」を
つ

く
る
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　こ
の
モ
デ
ル
（
協
力
の
輪
）
は
、
協
力
者
が
増
え

る
ほ
ど
社
会
問
題
を
解
決
す
る
力
や
事
業
力
が
高
ま

り
ま
す
。
同
時
に
協
力
の
輪
が
広
が
る
ほ
ど
、
よ
り

小
さ
な
力
（
少
な
い
コ
ス
ト
）
で
、
よ
り
大
き
な
効

果
を
生
み
出
し
、
持
続
性
や
事
業
遂
行
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
協
力
の
輪
」
を
構
築
す

る
モ
デ
ル
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仕
事
は
、
問
題
解
決

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
舞
台
）
を
つ
く
り
、
そ
の

な
か
で
役
割
を
生
み
出
し
、
協
力
者
に
舞
台
に
上
が

っ
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　最
初
か
ら
大
き
な
舞
台
を
つ
く
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
増
や
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
企
業
、
大
学
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
協
働
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
互
い
に
助

け
あ
う
こ
と
で
「
協
力
の
輪
」
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
生
み
出
し

協
力
者
を
増
や
す

③ 

役
割
を
つ
く
り
、
人
々
に
担
っ
て
も
ら
う

　関
係
者
に
舞
台
に
上
が
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

明
確
な
役
割
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
人
に
適
し
た
役
割
を
た
く
さ
ん
生
み
出
す
こ
と

で
多
く
の
人
た
ち
を
協
力
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、子
ど
も
食
堂
で
は
、

調
理
や
配
膳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
子
ど
も
へ
の

対
応
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

と
す
る
役
割
を
つ
く
る
こ
と
で
多
く
の
人
た
ち
が
関

わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　協
力
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効

令和 4 年度 オンライン学習会報告
事業継続のための協力の輪の広げ方  

●開催日 … 令和 4 年 12 月 7 日（水）オンライン開催
〈主催〉独立行政法人福祉医療機構　〈協力〉社会福祉法人中央共同募金会

第 1 部
 ●講演「事業継続を見据えた計画づくりに必要な視点とは？」
　松原  明氏（協力世界 代表）

第 2 部
助成プログラム・事例の紹介

「制度の狭間の課題に取り組む助成事業と事業継続に向けた事例の紹介」
 ●「WAM 助成」助成プログラムの紹介
　独立行政法人福祉医療機構 NPO リソースセンター職員

 ●事例紹介①「社会の狭間で孤立する子ども・若者を支えるセーフティーネット事業」
　山下  祈恵氏（NPO 法人トナリビト 代表理事）

 ●「赤い羽根福祉基金」助成プログラムの紹介
　山内  秀一郎氏（社会福祉法人中央共同募金会 基金事業部長）

 ●事例紹介②「『WAKUWAKU ホーム』ほか豊島こども WAKUWAKU ネットワークの取組み」
　栗林  知絵子氏（認定 NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク 理事長）

 ●事例のポイント解説

 ●アーカイブ配信
オンライン学習会の当日動画を配信しています。ぜひご覧ください。

❖ プログラム  

動画 QR　                       説明資料 QR
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　オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
は
、
２
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
第
１
部
で
は
協
力
世
界
代
表
の
松
原
明
氏
に
よ

る
「
事
業
継
続
を
見
据
え
た
計
画
づ
く
り
に
必
要
な

視
点
と
は
？
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
第
２

部
で
は
、
福
祉
医
療
機
構
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
職
員
に
よ
る
「
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
」、
社
会
福
祉
法
人

中
央
共
同
募
金
会
基
金
事
業
部
長
の
山
内
秀
一
郎
氏

に
よ
る
「
赤
い
羽
根
福
祉
基
金
」
の
紹
介
に
続
き
、

各
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ

リ
ビ
ト
代
表
理
事
の
山
下
祈
恵
氏
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
事
長
の
栗
林
知
絵
子
氏
か
ら
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

た
。　Ｗ

Ａ
Ｍ
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
、
多
く
の
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
助
成
先
に
事
業
の
「
継
続
性
」、

「
持
続
性
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
助
成
金

が
切
れ
た
後
の
事
業
の
継
続
性
を
つ
く
る
こ
と
は
難

し
く
、
こ
の
事
業
の
継
続
性
・
持
続
性
を
ど
の
よ
う

に
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
が
本
日
の
テ
ー
マ
で

す
。　Ｗ

Ａ
Ｍ
助
成
の
審
査
項
目
で
も「
自
立
的
継
続
性
・

将
来
発
展
性
」
の
審
査
得
点
は
２
倍
と
重
視
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
助
成
申
請
で
求
め
ら
れ
る
持

続
性
・
継
続
性
・
発
展
性
を
ど
の
よ
う
に
申
請
計
画

に
反
映
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
企
業
と
比
較
し
な

が
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
持
続
化
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
本
的
な
収
入
項
目
と
し
て
は
、会
費
、

寄
付
金
、
本
来
事
業
・
非
本
来
事
業
の
対
価
収
入
の

ほ
か
、
助
成
金
、
補
助
金
、
借
入
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
収
入
の
う
ち
、
助
成
金
や
補
助
金
は

基
本
的
に
単
年
度
で
最
大
で
も
３
年
程
度
で
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
経
営
の
持
続
性
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

　持
続
性
に
い
ち
ば
ん
必
要
な
資
金
は
、
自
主
事
業

と
い
わ
れ
る
会
費
、
寄
付
金
、
料
金
収
入
（
行
政
か

ら
の
委
託
を
除
く
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
自
由
度
が
高

く
、
こ
れ
を
増
や
す
こ
と
が
利
益
を
出
す
と
い
う
持

続
化
戦
略
で
は
重
要
と
な
り
ま
す
。
持
続
化
の
た
め

の
基
本
戦
略
は
、
外
部
財
源
と
し
て
助
成
金
や
行
政

の
一
時
的
な
補
助
金
で
運
営
し
て
い
る
事
業
で
あ
れ

ば
、
段
階
的
に
外
部
財
源
で
あ
る
行
政
の
委
託
金
・

継
続
的
な
補
助
金
に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
流
れ
を
み
る
と
、
自
治
体

が
自
由
に
使
え
る
予
算
が
少
な
く
な
り
、
安
定
的
な

財
源
と
は
言
い
難
く
、
福
祉
分
野
に
企
業
の
新
規
参

入
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
委
託
・
補
助
と

並
行
的
に
自
主
財
源
の
会
費
や
寄
付
金
、
対
価
収
入

を
増
や
し
な
が
ら
、
多
様
な
財
源
の
組
み
合
わ
せ
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

事
業
継
続
の
た
め
の

協
力
の
輪
の
広
げ
方

　令和 4 年12 月7日、独立行政法人福
祉医療機構主催の「令和 4 年度オンライ
ン学習会」が社会福祉法人中央共同募金
会の協力のもと開催されました。
　民間福祉団体が制度の狭間にある問題
に取り組み、地域共生社会の実現を目指
すためには、事業を継続的に実施しなが
ら、地域での協力の輪を広げていくこと
が望まれています。助成金申請や事業を
計画する際の「事業継続のための協力の
輪の広げ方」を考える今回のオンライン
学習会では、松原明氏（協力世界代表）
による講演に続き、助成プログラムの紹
介とともに、各助成プログラムを活用し
た 2 団体の事例紹介が行われました。

令
和
４
年
度 

オ
ン
ラ
イ
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学
習
会
報
告

令
和
４
年
度 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
報
告

第
１
部

　 

講
演「
事
業
継
続
を
見
据
え
た
計
画
づ

く
り
に
必
要
な
視
点
と
は
？
」
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世
界
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
を
生
み
出
す

５
つ
の
視
点

　こ
こ
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
に
必
要
な
視
点
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
持
続
化
を

生
み
出
す
視
点
と
し
て
、
①
企
業
と
違
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

強
み
を
理
解
し
、
強
化
す
る
、
②
事
業
力
と
持
続
性

確
保
を
分
け
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
舞
台
）
を

つ
く
る
、
③
役
割
を
作
り
、
人
々
に
担
っ
て
も
ら
う
、

④
関
係
者
を
協
力
者
に
変
え
て
い
く
、
⑤
資
金
の
特

性
を
理
解
し
て
、
持
続
化
戦
略
を
組
み
立
て
る
、
と

い
う
５
つ
が
あ
り
ま
す
（
図
Ａ
参
照
）。

① 

企
業
と
違
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
強
み
を
理
解
し
、強
化
す
る

　企
業
と
は
異
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
強
み
を
し
っ
か
り
理

解
し
な
け
れ
ば
、
持
続
化
戦
略
を
立
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
企
業
と
の
違
い
は
、
使
う
パ
ワ
ー
に
あ

り
ま
す
。
企
業
は
お
金
の
力
で
人
々
を
結
集（
雇
用
）

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
の
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

力
は
協
力
に
あ
り
ま
す
。
共
有
す
る
目
的
の
実
現
の

た
め
に
、
人
々
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

パ
ワ
ー
の
源
泉
で
あ

り
、
強
み
と
な
り
ま

す
。
強
み
を
強
化
す

る
と
い
う
の
は
、
協

力
者
の
質
と
量
を
増

や
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
違

い
を
理
解
せ
ず
に
協

力
者
を
つ
く
ら
な
い

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
が
発

揮
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

② 

事
業
力
と
持
続
性

確
保
を
分
け
な
い

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
舞
台
）
を
つ

く
る

　次
に
、
そ
の
強
み

を
活
か
す
た
め
に
、

本
日
の
テ
ー
マ
と
な

る「
協
力
の
輪
」を
つ

く
る
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　こ
の
モ
デ
ル
（
協
力
の
輪
）
は
、
協
力
者
が
増
え

る
ほ
ど
社
会
問
題
を
解
決
す
る
力
や
事
業
力
が
高
ま

り
ま
す
。
同
時
に
協
力
の
輪
が
広
が
る
ほ
ど
、
よ
り

小
さ
な
力
（
少
な
い
コ
ス
ト
）
で
、
よ
り
大
き
な
効

果
を
生
み
出
し
、
持
続
性
や
事
業
遂
行
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
協
力
の
輪
」
を
構
築
す

る
モ
デ
ル
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仕
事
は
、
問
題
解
決

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
舞
台
）
を
つ
く
り
、
そ
の

な
か
で
役
割
を
生
み
出
し
、
協
力
者
に
舞
台
に
上
が

っ
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　最
初
か
ら
大
き
な
舞
台
を
つ
く
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
増
や
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
、
企
業
、
大
学
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
協
働
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
互
い
に
助

け
あ
う
こ
と
で
「
協
力
の
輪
」
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
生
み
出
し

協
力
者
を
増
や
す

③ 

役
割
を
つ
く
り
、
人
々
に
担
っ
て
も
ら
う

　関
係
者
に
舞
台
に
上
が
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

明
確
な
役
割
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
人
に
適
し
た
役
割
を
た
く
さ
ん
生
み
出
す
こ
と

で
多
く
の
人
た
ち
を
協
力
者
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
わ
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や
す
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例
と
し
て
、子
ど
も
食
堂
で
は
、

調
理
や
配
膳
ボ
ラ
ン
テ
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ア
の
ほ
か
、
子
ど
も
へ
の

対
応
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

と
す
る
役
割
を
つ
く
る
こ
と
で
多
く
の
人
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と
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す
。
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 ●アーカイブ配信
オンライン学習会の当日動画を配信しています。ぜひご覧ください。

❖ プログラム  

動画 QR　                       説明資料 QR

※アーカイブ動画は予告なく配信を終了する可能性があります。ご了承ください。
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ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
若
者
た
ち
に
向
け
て
幅
広
い
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　助
成
金
の
活
用
実
績
は
、
法
人
を
設
立
し
た
平
成

31
年
度
に
子
供
の
未
来
応
援
基
金
の
支
援
を
受
け
、

令
和
２
～
４
年
度
の
３
年
間
は
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
熊
本

県
の
委
託
事
業
を
受
け
、
助
成
金
と
委
託
金
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　事
業
の
継
続
に
関
し
て
心
が
け
た
の
は
、
事
業
全

体
の
支
出
に
お
け
る
助
成
金
の
割
合
を
少
な
く
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
1
年
目
は
90
％
を
占
め
て
い
た
助

成
金
を
、
3
年
目
ま
で
に
3
割
程
度
に
下
げ
、
4
年

目
か
ら
自
立
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
結
果
、
2
年
目
は
事
業
拡
大
も
あ
り
、
助
成

金
の
割
合
が
増
え
た
も
の
の
、
3
年
目
で
助
成
金
の

割
合
は
27
％
ま
で
下
が
り
、
4
年
目
は
、
助
成
金
と

行
政
の
委
託
費
の
割
合
が
約
3
割
ず
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
Ｂ
参
照
）。

支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
事
業
を
拡
大

　こ
れ
ま
で
の
事
業
展
開
の
流
れ
と
し
て
は
、
始
め

に
親
を
頼
れ
な
い
子
ど
も
・
若
者
の
住
宅
確
保
の
た

め
に
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
後
は
、
定
員
3
人
に
対
し
て
入
居
相

談
は
年
間
30
件
を
超
え
、
な
か
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
状

態
の
若
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
相
談

窓
口
と
シ
ェ
ル
タ
ー
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
相
談
対
応
を
す
る
な
か
で
、
日
中
に
過
ご

す
場
所
が
な
か
っ
た
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
前
に
つ
な

が
る
場
所
が
必
要
と
考
え
、
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
を
通
し
て

地
域
に
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
デ
ー
タ

化
し
て
、
行
政
へ
報
告
し
た
り
、
委
託
事
業
化
を
働

き
か
け
る
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　事
業
・
組
織
の
状
態
の
変
化
を
時
系
列
で
整
理
し

た
の
が
図
Ｃ
で
す
。
毎
年
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
連
携
団
体
を
着
実
に
増

や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
施
設
か
ら
巣
立
つ

子
ど
も
の
一
人
暮
ら
し
支
援
と
し
て
食
料
品
や
日
用

品
を
届
け
る
「
お
と
な
り
便
」、
地
域
で
不
要
に
な

っ
た
家
具
・
家
電
を
提
供
す
る
「
お
ゆ
ず
り
品
」、

成
人
式
に
着
物
の
着
付
け
や
撮
影
を
無
料
で
行
う

「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と

と
も
に
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
活
動
が
周
知
さ
れ
、
サ
ポ

ー
タ
ー
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
設
立
当
初
か
ら
継
続
で
き
る
組
織
に
な

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
最
初
の
3
年
間
は
地
域
や

関
係
機
関
の
役
に
立
ち
続
け
る
こ
と
で
頼
り
に
さ
れ

る
組
織
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
広
報

も
熱
意
と
共
感
だ
け
で
な
く
、
活
動
の
実
績
を
可
視

化
し
て
い
く
こ
と
を
非
常
に
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　行
政
委
託
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
毎
年

活
動
報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
に
訪
問
し
た
り
、
国
や
県
の

予
算
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
予
算
確
保
の
打
診
を
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ま

で
つ
な
が
っ
た
支
援
者
や
協
力
者
か
ら
「
も
っ
と
自

分
た
ち
を
頼
っ
て
ほ
し
い
」、「
行
政
を
説
得
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
に
自
分
も
一
緒
に
取
り
組
む
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
と
チ
ー
ム
を
組

ん
で
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

いきいき

ャレンジチ
いきいき

91％

73％

27％

38％

33％

2022年度

円

2021年度2020年度2019年度

助成金 行政委託費

助成金割合

委託割合

自費 支出割合（助成金） 支出割合（委託）

18,000,000

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

図B 事業規模推移&助成金・行政委託の支出に占める割合

事業

F：フルタイムスタッフ　P：パートスタッフ　PJ：支援プロジェクト （カッコ内定員数）

有給 ボラ 支援対象
（約）

連携団体
メディア 新たな取り組み

ふるさと納税登録、県プロ
ポーザル挑戦×居場所の
予算打診×ローカルテレ
ビでのコメンテーター、居
場所スペースオープンに向
けた説明会、3PJ発足、年
度末クラファン

シェアハウス内覧会＆事業
説明会、市役所・県庁への
プレゼン、・研修、養護施設
への広報、養護施設内での
自立支援勉強会スタート

地元大学での講義、既存ネ
ットワークへの参加、講演
周り、県庁への予算打診

１
年
目

２
年
目

３
年
目

４
年
目

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（2）
居場所スペース

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（1）

シュアハウス（3）
（学習支援）

調理1人
サポート6人

延べ10人
実4人

21団体
視察103件
メディア8件

事務1人
調理4人
サポート6人
PJ42人

延べ300人
実70人

35団体
視察71件
メディア24件

1人

1人

居場所1人
調理5人
弁護士8人
PJ46人

延べ1209人
実218人

35団体
視察102件
メディア16件

F：1人
P：3人

県委託事業スタート

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（4）
居場所スペース

居場所3人
調理8人
弁護士8人
PJ46人

F：1人
P：4人

図C 時系列でみた組織の状態
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果
だ
け
で
な

く
、
こ
の
役
割

に
資
金
的
な
支

援
を
す
る
役
目

を
組
み
込
む
こ

と
も
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、

国
際
的
な
子
育

て
支
援
団
体
ワ

ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
協
力
者

に
「
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ス
ポ
ン
サ

ー
」
と
い
う
名

称
を
つ
け
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
資
金
を

出
す
役
割
を
設
計
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
役
割

に
名
称
を
つ
け
る
と
、
担
い
手
は
自
分
が
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
者
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
り
、
被
支
援

者
の
支
援
者
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ
う

が
関
係
性
は
よ
り
強
ま
り
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
協
力
者
を
増
や
す
に
は
、
小
さ

な
舞
台
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
と
い
う
方
法
が
有
効
で

す
。
舞
台
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
協
議
会
、
実
行

委
員
会
、
応
援
す
る
会
な
ど
を
つ
く
り
、そ
こ
に
キ

ー（
ハ
ブ
）と
な
る
人
に
入
っ
て
も
ら
い
、
小
さ
な
舞

台
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
協

力
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
協
力
者
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
帰

属
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
目
的
遂
行
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
帰
属
感
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
協

力
者
は
帰
属
感
を
も
つ
こ
と
で
主
体
的
に
な
り
、
自

主
的
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ソ
ー
ス
を
も
っ
て
き
て
く
れ
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
団
体
に
協
力
者
と
な
っ

て
も
ら
い
、
一
緒
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
れ

ば
、
資
金
集
め
の
協
力
や
、
他
団
体
と
競
争
せ
ず
全

体
で
リ
ソ
ー
ス
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

④ 

関
係
者
を
協
力
者
に
変
え
る

　舞
台
や
役
割
を
生
み
出
し
、
参
加
し
て
も
ら
え
る

入
り
口
が
で
き
た
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
関
係

者
を
協
力
者
に
変
え
る
こ
と
を
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
収
入
を
増
や
す
持
続
化
戦
略
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
被
支
援
者
、
利

用
者
、
支
援
者
、
協
力
者
、
無
関
係
者
と
い
う
５
つ

の
関
係
者
が
い
ま
す
。
こ
の
５
者
は
常
に
協
力
者
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ゴ
ー
ル
に
な
る
よ
う
に
、
関

係
性
を
動
い
て
も
ら
い
、
利
用
者
→
支
援
者
→
協
力

者
と
い
う
か
た
ち
で
、
対
象
者
の
関
心
に
あ
わ
せ
て

複
数
の
役
割
を
移
動
し
て
も
ら
う
仕
掛
け
を
つ
く
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　無
関
係
者
を
関
係
者
に
変
え
、
協
力
者
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、起
点
と
な
る
の
が
チ
ャ
レ
ン
ジ（
挑

戦
）
で
す
。
何
か
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
1
人
で

は
達
成
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
こ
で

支
援
や
協
力
を
拡
大
し
て
、
ま
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で

支
援
者
や
協
力
者
を
増
や
し
な
が
ら
、
協
力
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
協
力

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
企
業
で
つ
く
る
こ
と
は
難

し
く
、
こ
こ
が
企
業
に
勝
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
優
位
性
と
な

り
ま
す
。

⑤ 

資
金
の
特
性
を
理
解
し
て
、
持
続
化
戦
略
を
組
み

立
て
る

　最
後
に
、
関
係
者
を
増
や
す
戦
略
に
助
成
金
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き

ま
す
。
事
業
の
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
企
画
、
調
査
、

開
始
、
発
展
、
評
価
、
総
括
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
な

か
で
助
成
金
が
得
意
と
し
、
役
割
を
発
揮
し
や
す
い

の
は
、
最
初
の
調
査
・
開
始
と
最
後
の
総
括
で
す
。

持
続
化
戦
略
と
し
て
は
、
助
成
金
を
開
始
＝
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
原
資
と
し
、
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
舞
台
や
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
役
割
を
つ
く
り
、
支
援
者
・
協
力

者
を
増
や
し
、
利
用
者
→
支
援
者
→
協
力
者
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
協
力
者
を

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
略
は
収
入
源

を
多
様
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　助
成
金
申
請
の
企
画
で
は
、
助
成
事
業
を
通
じ
て

ど
れ
だ
け
支
援
者
、
協
力
者
、
利
用
者
を
増
や
せ
る

か
、
と
り
わ
け
利
用
者
と
支
援
者
に
協
力
者
に
な
っ

て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
助
成
事
業
の
な
か
に

組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
事
業
力
を
高
め
、
コ
ス
ト
を
抑
え
、
自
主

財
源
を
増
や
し
、
ス
ト
ッ
ク
を
蓄
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
事
業
の
持
続
性
・
継
続
性
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　本
日
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
実
施
し
た
「
社
会
の
狭

間
で
孤
立
す
る
子
ど
も
・
若
者
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　当
法
人
は
、
親
や
家
庭
を
頼
れ
な
い
社
会
的
養
護

下
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か

第
２
部
　 

事
例
紹
介
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト

　代
表
理
事山

下
　祈
恵 

氏

（1）企業と違うNPOの強みを理解し、強化する

（2）事業力と持続性確保を分けないプラットフォーム（舞台）をつくる

（3）役割をつくり、人々に担ってもらう

（4）関係者を協力者に変えていく

（5）資金の特性を理解して、持続化戦略を組み立てる

図 A NPO の持続性を生み出す５つの視点
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ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
若
者
た
ち
に
向
け
て
幅
広
い
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　助
成
金
の
活
用
実
績
は
、
法
人
を
設
立
し
た
平
成

31
年
度
に
子
供
の
未
来
応
援
基
金
の
支
援
を
受
け
、

令
和
２
～
４
年
度
の
３
年
間
は
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
熊
本

県
の
委
託
事
業
を
受
け
、
助
成
金
と
委
託
金
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　事
業
の
継
続
に
関
し
て
心
が
け
た
の
は
、
事
業
全

体
の
支
出
に
お
け
る
助
成
金
の
割
合
を
少
な
く
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
1
年
目
は
90
％
を
占
め
て
い
た
助

成
金
を
、
3
年
目
ま
で
に
3
割
程
度
に
下
げ
、
4
年

目
か
ら
自
立
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
結
果
、
2
年
目
は
事
業
拡
大
も
あ
り
、
助
成

金
の
割
合
が
増
え
た
も
の
の
、
3
年
目
で
助
成
金
の

割
合
は
27
％
ま
で
下
が
り
、
4
年
目
は
、
助
成
金
と

行
政
の
委
託
費
の
割
合
が
約
3
割
ず
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
Ｂ
参
照
）。

支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
事
業
を
拡
大

　こ
れ
ま
で
の
事
業
展
開
の
流
れ
と
し
て
は
、
始
め

に
親
を
頼
れ
な
い
子
ど
も
・
若
者
の
住
宅
確
保
の
た

め
に
自
立
支
援
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
立
ち
上
げ
後
は
、
定
員
3
人
に
対
し
て
入
居
相

談
は
年
間
30
件
を
超
え
、
な
か
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
状

態
の
若
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
相
談

窓
口
と
シ
ェ
ル
タ
ー
を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
相
談
対
応
を
す
る
な
か
で
、
日
中
に
過
ご

す
場
所
が
な
か
っ
た
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
前
に
つ
な

が
る
場
所
が
必
要
と
考
え
、
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
を
通
し
て

地
域
に
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
デ
ー
タ

化
し
て
、
行
政
へ
報
告
し
た
り
、
委
託
事
業
化
を
働

き
か
け
る
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　事
業
・
組
織
の
状
態
の
変
化
を
時
系
列
で
整
理
し

た
の
が
図
Ｃ
で
す
。
毎
年
新
た
な
取
り
組
み
を
行
い

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
連
携
団
体
を
着
実
に
増

や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
施
設
か
ら
巣
立
つ

子
ど
も
の
一
人
暮
ら
し
支
援
と
し
て
食
料
品
や
日
用

品
を
届
け
る
「
お
と
な
り
便
」、
地
域
で
不
要
に
な

っ
た
家
具
・
家
電
を
提
供
す
る
「
お
ゆ
ず
り
品
」、

成
人
式
に
着
物
の
着
付
け
や
撮
影
を
無
料
で
行
う

「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と

と
も
に
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
活
動
が
周
知
さ
れ
、
サ
ポ

ー
タ
ー
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
設
立
当
初
か
ら
継
続
で
き
る
組
織
に
な

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
最
初
の
3
年
間
は
地
域
や

関
係
機
関
の
役
に
立
ち
続
け
る
こ
と
で
頼
り
に
さ
れ

る
組
織
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
広
報

も
熱
意
と
共
感
だ
け
で
な
く
、
活
動
の
実
績
を
可
視

化
し
て
い
く
こ
と
を
非
常
に
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　行
政
委
託
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
毎
年

活
動
報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
に
訪
問
し
た
り
、
国
や
県
の

予
算
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
予
算
確
保
の
打
診
を
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ま

で
つ
な
が
っ
た
支
援
者
や
協
力
者
か
ら
「
も
っ
と
自

分
た
ち
を
頼
っ
て
ほ
し
い
」、「
行
政
を
説
得
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
に
自
分
も
一
緒
に
取
り
組
む
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
と
チ
ー
ム
を
組

ん
で
県
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

いきいき

ャレンジチ
いきいき

91％

73％

27％

38％

33％

2022年度

円

2021年度2020年度2019年度

助成金 行政委託費

助成金割合

委託割合

自費 支出割合（助成金） 支出割合（委託）

18,000,000

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

図B 事業規模推移&助成金・行政委託の支出に占める割合

事業

F：フルタイムスタッフ　P：パートスタッフ　PJ：支援プロジェクト （カッコ内定員数）

有給 ボラ 支援対象
（約）

連携団体
メディア 新たな取り組み

ふるさと納税登録、県プロ
ポーザル挑戦×居場所の
予算打診×ローカルテレ
ビでのコメンテーター、居
場所スペースオープンに向
けた説明会、3PJ発足、年
度末クラファン

シェアハウス内覧会＆事業
説明会、市役所・県庁への
プレゼン、・研修、養護施設
への広報、養護施設内での
自立支援勉強会スタート

地元大学での講義、既存ネ
ットワークへの参加、講演
周り、県庁への予算打診

１
年
目

２
年
目

３
年
目

４
年
目

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（2）
居場所スペース

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（1）

シュアハウス（3）
（学習支援）

調理1人
サポート6人

延べ10人
実4人

21団体
視察103件
メディア8件

事務1人
調理4人
サポート6人
PJ42人

延べ300人
実70人

35団体
視察71件
メディア24件

1人

1人

居場所1人
調理5人
弁護士8人
PJ46人

延べ1209人
実218人

35団体
視察102件
メディア16件

F：1人
P：3人

県委託事業スタート

シェアハウス（6）
相談窓口
シェルター（4）
居場所スペース

居場所3人
調理8人
弁護士8人
PJ46人

F：1人
P：4人

図C 時系列でみた組織の状態
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　感
染
拡
大
に
よ
り
学
校
が
休
校
に
な
る
と
、
す
ぐ

に
食
料
支
援
を
企
画
し
て
緊
急
食
料
支
援
「
と
し
ま

フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で
行
政
や
町
会
、
民
生
委
員

な
ど
も
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
な
か
で
「
市

民
活
動
を
応
援
し
た
い
」
と
、
教
育
委
員
会
が
学
校

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
く
れ
た
り
、
拠
点
場
所
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
と
、
今
度
は
企
業

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
弁
当
を
つ
く
る
の
で

配
布
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
私
た
ち
が

貧
困
家
庭
を
中
心
に
お
弁
当
を
配
布
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
は
、
中
学
校
区
に
拠

点
を
つ
く
り
、食
料
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
は
小
学
校
区
が
行
動
範
囲
で
す
。そ
の
た
め
、

区
内
の
小
学
校
区
22
カ
所
に
あ
る
「
区
民
ひ
ろ
ば
」

と
い
う
公
共
施
設
を
借
り
、
そ
こ
に
子
ど
も
た
ち
に

弁
当
を
取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　こ
の
と
き
、
地
域
住
民
に
お
弁
当
を
配
布
す
る
活

動
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
地

域
の
子
ど
も
の
た
め
な
ら
協
力
す
る
」
と
多
く
の
方

が
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
弁
当
を
取
り
に
来
る
の

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
困
窮
家
庭
で
す
。
協
力
し
て

く
れ
た
人
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
問
題

が
身
近
な
地
域
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も

ら
い
、
現
在
も
「
お
せ
っ
か
い
さ
ん
」
と
し
て
食
料

支
援
の
活
動
を
継
続
す
る
仲
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
が
子
ど
も
と
つ
な
が
る
活

動
を
推
進
し
て
い
る
と
、
行
政
も
役
割
を
発
揮
し
よ

う
と
動
い
て
く
れ
ま
す
。
行
政
も
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
の
た
め
の
基
金
を
創
り
、
官
民
連
携
の
食
料
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ラ
イ
ス
！
ナ
イ
ス
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
対
象
は
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
約
１
１
０
０
世
帯
で
、
行
政
が

案
内
チ
ラ
シ
の
郵
送
と
お
米
の
購
入
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
実
施
す
る
と
、
食
料
な
ど
を

郵
送
す
る
の
で
地
域
の
課
題
が
み
え
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
民
間
の
私
た
ち
が
食
料
を
手
渡
す
と
い
う
役

割
を
担
わ
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
子
ど
も
や
親
の
孤
立
を
予
防
す
る
た
め

に
、
官
民
連
携
の
「
地
域
が
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
始
動
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
支
援
対
象
児

童
等
見
守
り
強
化
事
業
と
し
て
、
見
守
り
が
必
要
な

ひ
と
り
親
家
庭
や
要
支
援
家
庭
を
対
象
に
、
同
じ
地

域
に
住
む
「
お
せ
っ
か
い
さ
ん
」（
訪
問
員
）
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
て
見
守
り
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。
困
り
ご
と
に
対
し
、
私
た
ち
が
お
せ
っ
か
い
を

し
な
が
ら
対
応
す
る
な
か
で
多
く
の
協
力
者
が
集
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
は
私
た
ち
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
同

じ
思
い
を
も
つ
団
体
や
住
民
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
を
細
か
く
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
孤
立
し
て
い
る
親
や
子
ど
も

た
ち
が
、
紹
介
し
た
よ
う
な
食
料
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
で
つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
で
関
係
や
絆

を
深
め
る
時
間
を
紡
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
社
会
の
空
気
を

つ
く
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
例
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

松
原
氏

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
部
で

お
話
し
し
た
「
持
続
化
を
生
み
出
す
5
つ
の
視
点
」

が
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ

て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
せ
っ
か
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、
地
域
の
問
題
解
決
の
た

め
に
協
力
者
を
増
や
す
こ
と

を
掲
げ
、こ
の「
お
せ
っ
か
い

の
輪
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
問
題
解
決

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
伴

走
支
援
を
す
る
人
に
「
お
せ

っ
か
い
さ
ん
」と
い
う
名
称
を

つ
け
、
役
割
を
明
確
に
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。

　ま
た
、
紹
介
い
た
だ
い
た

「
地
域
が
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
は
、「
支
援

対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事

業
」
と
い
う
国
の
事
業
を
区

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
単
に
事
業
を
行
う
の
で

は
な
く
、
多
様
な
関
係
者
が

主
体
的
に
関
わ
り
、
協
力
者

を
増
や
す
事
業
と
し
て
し
っ

か
り
設
計
す
る
こ
と
で
、
委

託
事
業
が
協
力
者
を
増
や
す

持
続
化
戦
略
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。
詳
し
く
は
、
学
習
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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ま
し
た
。
多
様
な
関
係
機
関
が
協
力
し
て
事
業
の
必

要
性
を
伝
え
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
行
政
委
託
と
し

て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
実
現
し
ま
し
た
。

　助
成
事
業
を
実
施
す
る
な
か
で
感
じ
て
い
る
の

は
、
実
現
し
た
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分

た
ち
だ
け
の
力
で
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
協
力
者
に
頼
る
こ
と
が
新
し
い
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
る
た
め
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
例
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

松
原
氏
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
助
成
金
を

事
業
の
立
ち
上
げ
資
金
と
位
置
づ
け
、
段
階
を
踏
ん

で
着
実
に
持
続
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
お
話
で
し
た
。「
お
と
な
り
便
」

や
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
誰
で
も

参
加
し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と
で
協
力

者
・
支
援
者
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　持
続
化
戦
略
も
明

確
で
、
1
年
目
の
ト

ラ
イ
の
時
期
に
し
っ

か
り
と
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
2
年
目
は
基
盤

を
強
化
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー
を
集
め
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。3
年
目
は
事
業

を
拡
大
し
、４
年
目

は
県
の
委
託
事
業
を

受
け
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

の
終
了
後
も
事
業
を

持
続
化
で
き
る
体
制

を
つ
く
っ
て
い
ま
す

（
図
Ｄ
参
照
）。

　本
日
は
、赤
い
羽
根
福
祉
基
金
を
活
用
し
た
「『
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ホ
ー
ム
』
ほ
か
豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
」
の
活

動
の
広
が
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
「
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ホ
ー
ム
」
と
い
う
宿
泊
機
能
を
も
つ

居
場
所
の
運
営
に
際
し
、
平
成
31
～
令
和
3
年
度
の

3
年
間
、
赤
い
羽
根
福
祉
基
金
を
活
用
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　当
法
人
は
、子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
課
題
に
対
し
、

ゆ
る
や
か
に
地
域
が
つ
な
が
り
、で
き
る
こ
と
を
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
24
年
に

設
立
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
、
遊
び
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
学
び
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
3
本
柱
と
す
る
居
場
所
を
運
営
し
、
居
場
所
で
見

え
て
き
た
課
題
は
お
せ
っ
か
い
事
業
と
し
て
地
域
の

大
人
が
関
わ
り
、
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
28
年
か
ら
は
、家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援「
ホ

ー
ム
ス
タ
ー
ト
」も
運
営
し
て
い
ま
す
。「
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
」
は
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
乳
幼
児
期
の
子
育
て
家
庭
へ
の
訪
問
支
援
を
行
う

事
業
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
当
法
人
の
会
員
に
な
る

の
で
は
な
く
、「
お
せ
っ
か
い
さ
ん
」と
い
う
名
称
で

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。地
域
で「
お
せ
っ
か
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
無
関
心
で
は
な
い
社
会

を
目
指
す
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
（
図
E

参
照
）。

円
卓
会
議
に
よ
り

地
域
活
動
が
し
や
す
い
関
係
を
構
築

　こ
こ
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
支
援
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
か
ら
、
行
政
や
町
会
、
民
生
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
、
大
学
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
を
よ
り
よ
く

し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
あ
う
円
卓
会

議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
円
卓
会
議
が
地
域

活
動
を
つ
く
り
や
す
い
関
係
構
築
の
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。

事
例
紹
介
②

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
島
子
ど
も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

　理
事
長

 

栗
林
　知
絵
子 

氏

1年目

トライの時期 基盤強化の
時期

事業拡大の
時期

モデル事業
化の時期

モデル事業
固める時期

2年目

助成金
協力者・支援者の拡大 行政のモデル事業化

協力者・支援者の拡大

3年目 5年目4年目

図 D トナリビトの事業持続化戦略

図 E 豊島子ども WAKUWAKU ネットワークのおせっかいの輪
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　感
染
拡
大
に
よ
り
学
校
が
休
校
に
な
る
と
、
す
ぐ

に
食
料
支
援
を
企
画
し
て
緊
急
食
料
支
援
「
と
し
ま

フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
下
で
行
政
や
町
会
、
民
生
委
員

な
ど
も
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
な
か
で
「
市

民
活
動
を
応
援
し
た
い
」
と
、
教
育
委
員
会
が
学
校

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
く
れ
た
り
、
拠
点
場
所
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
と
、
今
度
は
企
業

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
弁
当
を
つ
く
る
の
で

配
布
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
私
た
ち
が

貧
困
家
庭
を
中
心
に
お
弁
当
を
配
布
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
は
、
中
学
校
区
に
拠

点
を
つ
く
り
、食
料
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
は
小
学
校
区
が
行
動
範
囲
で
す
。そ
の
た
め
、

区
内
の
小
学
校
区
22
カ
所
に
あ
る
「
区
民
ひ
ろ
ば
」

と
い
う
公
共
施
設
を
借
り
、
そ
こ
に
子
ど
も
た
ち
に

弁
当
を
取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　こ
の
と
き
、
地
域
住
民
に
お
弁
当
を
配
布
す
る
活

動
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
地

域
の
子
ど
も
の
た
め
な
ら
協
力
す
る
」
と
多
く
の
方

が
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
弁
当
を
取
り
に
来
る
の

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
困
窮
家
庭
で
す
。
協
力
し
て

く
れ
た
人
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
と
い
う
問
題

が
身
近
な
地
域
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も

ら
い
、
現
在
も
「
お
せ
っ
か
い
さ
ん
」
と
し
て
食
料

支
援
の
活
動
を
継
続
す
る
仲
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
が
子
ど
も
と
つ
な
が
る
活

動
を
推
進
し
て
い
る
と
、
行
政
も
役
割
を
発
揮
し
よ

う
と
動
い
て
く
れ
ま
す
。
行
政
も
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
の
た
め
の
基
金
を
創
り
、
官
民
連
携
の
食
料
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ラ
イ
ス
！
ナ
イ
ス
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
対
象
は
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
約
１
１
０
０
世
帯
で
、
行
政
が

案
内
チ
ラ
シ
の
郵
送
と
お
米
の
購
入
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
実
施
す
る
と
、
食
料
な
ど
を

郵
送
す
る
の
で
地
域
の
課
題
が
み
え
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
民
間
の
私
た
ち
が
食
料
を
手
渡
す
と
い
う
役

割
を
担
わ
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
子
ど
も
や
親
の
孤
立
を
予
防
す
る
た
め

に
、
官
民
連
携
の
「
地
域
が
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
始
動
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
支
援
対
象
児

童
等
見
守
り
強
化
事
業
と
し
て
、
見
守
り
が
必
要
な

ひ
と
り
親
家
庭
や
要
支
援
家
庭
を
対
象
に
、
同
じ
地

域
に
住
む
「
お
せ
っ
か
い
さ
ん
」（
訪
問
員
）
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し
て
見
守
り
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。
困
り
ご
と
に
対
し
、
私
た
ち
が
お
せ
っ
か
い
を

し
な
が
ら
対
応
す
る
な
か
で
多
く
の
協
力
者
が
集
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
は
私
た
ち
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
同

じ
思
い
を
も
つ
団
体
や
住
民
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
を
細
か
く
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
孤
立
し
て
い
る
親
や
子
ど
も

た
ち
が
、
紹
介
し
た
よ
う
な
食
料
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
で
つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
で
関
係
や
絆

を
深
め
る
時
間
を
紡
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
社
会
の
空
気
を

つ
く
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
例
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

松
原
氏
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
一
部
で

お
話
し
し
た
「
持
続
化
を
生
み
出
す
5
つ
の
視
点
」

が
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ

て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
せ
っ
か
い
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、
地
域
の
問
題
解
決
の
た

め
に
協
力
者
を
増
や
す
こ
と

を
掲
げ
、こ
の「
お
せ
っ
か
い

の
輪
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
問
題
解
決

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
伴

走
支
援
を
す
る
人
に
「
お
せ

っ
か
い
さ
ん
」と
い
う
名
称
を

つ
け
、
役
割
を
明
確
に
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。

　ま
た
、
紹
介
い
た
だ
い
た

「
地
域
が
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
は
、「
支
援

対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事

業
」
と
い
う
国
の
事
業
を
区

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
単
に
事
業
を
行
う
の
で

は
な
く
、
多
様
な
関
係
者
が

主
体
的
に
関
わ
り
、
協
力
者

を
増
や
す
事
業
と
し
て
し
っ

か
り
設
計
す
る
こ
と
で
、
委

託
事
業
が
協
力
者
を
増
や
す

持
続
化
戦
略
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。
詳
し
く
は
、
学
習
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

①　企業とは違うNPOの強みを理解し、強化する	 ②　事業力と持続性確保を分けない舞台をつくる
③　役割をつくり、人々に担ってもらう	 	 ④　関係者を協力者に変える
⑤　資金の特性を理解して、持続化戦略を組み立てる
　※本記事を団体内で共有し、上記「５つの視点」について、話し合ってみてはいかがですか？

話 し 合 っ て み ま し ょ う ！ N P O の 持 続 性 を 生 み 出 す 「 5 つ の 視 点 」
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ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和5年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和５年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数209件／要望件数637件1990

約803億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/

WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
24％

300～
500万円

未満
23％

500～
700万円

未満
34％

700～
2,000万円
19％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち9,539件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現を目指した福祉
医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開しています。そのうちWAM助成
では、事業の一層の推進を図る観点から、個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付け
ています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2023

NPOなどの民間福祉活動を
助成金で応援します！


